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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　新召喚獣にのんびり屋のカピバラ〝部長〟を加えますます賑にぎやかになったパーティ。




《Frontierフロンテイア Worldワールド》初の大型イベント〝トーナメント〟に、同じ召喚士仲間の港みなとと共に挑むことを決意したダイキ達、は様々なクエストをこなしながら着実に力をつけていく。




　その後、インフィニティ・ラビリンスのランキング一位報酬で得たアイテムを使いエクストラジョブへとクラスチェンジしたダイキだったが、明らかにダリアの様子がおかしくなっていることに気付く。しかし原因は分からないまま時間だけがすぎてゆき……。




　トルダと共に攻略した灼しやく熱ねつ洞どう窟くつにて、その原因が新たに手に入れた技能スキル《シンクロ》が持つ〝召喚獣と心を通わせる力〟にあると判明。トルダの後押しもあり、ダイキはダリアとのわだかまりが取れ、二人はさらに強い絆きずなで結ばれたのだった。




　巨大なフィールドボス、サンド・デビルを討伐した際に意気投合したブロードとマイを加え、トッププレイヤーである《姫の王》マイヤと共にダンジョンに挑んだダイキ達。しかし、姫の王とそのギルドメンバー達は迷惑プレイの常習犯だった。




　姫の王に気に入られたダイキを敵視するギルドメンバー達と、彼等を問題視する港達……ギスギスした雰囲気の中、様々なハプニングに見舞われながらも無ぶ事じにボスを討とう伐ばつ。最後のアイテムルーレットにてダリアの強運が発動し、ダイキ達は強力な大剣を手に入れたのだった。













　冒険の町の南に位置する南ナット平原は、ダリアや部ぶ長ちようと出会った思い出の場所である。

　俺おれはここで新しい仲間を召喚する事に決めていた。

　平日の深夜のためか俺たちの周囲に、プレイヤーの姿はない。

『今から新しい家族を召喚するけど、くれぐれも仲良くするんだぞ』

『はーい』

『まかせて』

　ダリアと部長の二人に呼びかけつつ数個の魔ま石せきを手の上で転ころがす。

　もっとも、彼女達に限ってそのような心配はしていないのだが形として……だな。

『部長、いま口に含ふくんだ物をだせ』

『やだー。これわたしのだよー』

『ダリア、お前そんなリスみたいな顔じゃなかったよな？』

『ダリアはいつも　こんな顔』

　召喚用の魔石を娘達が強ごう奪だつするというハプニングがあり、残る魔石は十二個。

　既すでに底をつきそうになりながらも、なんとか召喚の準備を進めていく。

　ダリアと部長を座らせ三歩程下がり、頭の中でイメージを固めていく。

　弱体化や動きを縛るなどの魔法を主とした阻害役ジヤマーも捨てがたいが……先ほど手に入れた武器の事もあるし、物理攻撃役アタツカーも優先度が高いな。

　部長の分ぶん配ぱいでＳＰスキルポイントが余あまる部分も無視できないし物理攻撃役アタツカーなら傾向としてＳＰ依存の技アーツが多い。魔法攻撃役アタツカーのダリアと二枚看板で攻めてもらうのもアリだ。

　しかし、現状パーティの火力はダリア一人に任まかせきり。そろそろダリアと対になって戦闘面で活躍できる攻撃役が欲しいところ……そしてやはり、物理攻撃役アタツカーともなれば、武器を使うにあたり攻撃手段は多い方がいい。人型特有の自由度の高い二本の手は、刺突武器や打撃武器、斬ざん撃げき武器はもちろん盾を持ったりと多種多様な武器に対応できる。

　ともすれば、これはもう決まりだな。

「『来たれ我が僕しもべ、召喚サモンモンスター』！」

　手の中で転がしていた魔石が光を放ち、いつか見たスロットが目の前に現れた。

　木の根元に座る召喚獣達は口の中で魔石を転がしながらその光景を眺ながめている。




【人型：小こ人びと族ぞく】

【種属値：４】

【タイプ：物理攻撃役アタツカー】




　魔石がスロットに吸い込まれ、星の光をも吸い込むような濃い〝黒色〟が降りてくる。

　心臓の鼓こ動どうのように脈打つそれは俺の足元にポトリと落ち、淡あわく光る魔法陣を形成。ダリアや部長の時と似た解読不能な文字が並ぶ。

　魔法陣が収しゆう縮しゆくしていくと同調するかのように光が強く濃くなり、小さな人の形を成なしていく。

　そしてシルエットでしかなかったそれは、徐じよ々じよに体を具現化させていった。

　侍が着るような黒色の袴はかまをきちんと纏まとい、腰こしには不ぶ恰かつ好こうに長い刀を差している。

　身長はダリアとほぼ同程度だろうか？　一メートル弱と、これまた小さいのは《小人族》の特徴故ゆえか……ともかく、見た目だけでは年齢が判断できない要因の一つとなっていた。

　極きわめ付けは頭に被かぶった不ぶ気き味みな骨だ。

　人骨ではなく動物の骨──魔ま除よけとして家に飾られる〝ヤク〟という牛のような生物の頭ず蓋がい骨こつに酷こく似じしているが……それも相あいまって、その《小さな侍サムライ》は異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。

　小さな侍は目の前にいる俺をゆっくりと見上げる。

　俺は彼──または彼女に対しシンクロを使い、コンタクトを試みた。

『はじめまして。俺が君を呼んだ、召喚士のダイキだ。よろしくな』

　ダリアの言葉からしても、この子は俺によって体を与えられた──人格を持った魔力の一つであり、俺を親と認識しているはずだ。

　小さな侍は、ヤクの骨の奥に覗のぞく瞳ひとみをクリクリ動かしそれに答える。

『拙せつ者しやには名前がないぞ』

『俺が付けてやる。今日から家族だ』

『家族？』

『そう。後ろの二人も家族だ』

『家族……』

　小さな侍は俺の顔とダリア達とを何度か見ると、家族という言葉を嚙かみしめるように、二度呟つぶやいた。

　その声は少年とも少女とも取れる中性的なものだったが、それとなく《嬉うれしい》という感情だけは、はっきりと伝わってきたのだった。





　　　＊　＊　＊






『やめろ！　これに触さわるな！』

『ちょっとだけー』

『かんねん』

　不思議なもので、ダリア達ともすぐに打うち解とけた新しい召喚獣──《アルデ》は、頭に被ったヤクの頭蓋骨を両手で押さえ二人に追いかけられている。

　いまだ性別は不明なので身なりから〝彼〟と判断するが、彼の名前は、夜空に煌こう々こうと輝く星々と、彼のトレードマークとして存在感を放つ〝牛の頭〟から連想し、付けるにいたっている。

　牡お牛うし座ざを形作る星々の中で一際その存在感を放つのは、最も明るい恒こう星せいとされる〝アルデバラン〟。その頭三文字を取り、アルデという名に決定したのであった。

　何か意味のある言葉にもなったはずだが……そこまでの知識は持ち合わせていない。

　この世界、果たして恒星の名前まで細かく設定されているのだろうか。

　なんにせよ、彼を仲間にしたことによって俺には嬉しい二つの収穫があった。

　一つは、親密度が一定量上昇したボーナスにより、シンクロの効果範囲拡大の《広域》が追加された事。

　いつも以上のペースでＭＰマジツクポイントが消費されるものの、召喚獣全員との会話が可能となった。

　つまりは普通の通話からグループ通話になったと考えれば簡単だ。結果として、三人が追いかけっこをして騒ぐ声も俺の元にしっかり届いている。




　そしてもう一つが、アルデのステータスである。




　名前　アルデ

　Lv．　１

　種族　小人族

　状態　野性解放

　筋力─67［59］【１２６】

　耐久値─10［31］【41】

　敏びん捷しよう値─18［33］【51】

　器用値─15［32］【47】

　魔力─10［31］【41】

　召喚者　ダイキ

　親密度　20/200




　※【　】内が総合計値

　※［　］内が技能スキル強化値

　※小数点第一位を切り上げ




　技能スキル

【武器術 Lv．１】【筋力強化 Lv．１】【反応速度強化 Lv．１】【魔法武器付属 Lv．１】【急所見切りの心こころ得え Lv．１】【重撃 Lv．１】【殺意 Lv．１】【強きよう靭じん Lv．１】【闘気 Lv．１】【魔ま装そう Lv．１】




　あの小さな体からは想像できないほどのパワー。そして強力な技能スキルの数々だ。

　武器術は全すべての形状の武器を扱える技能スキルであり、類るい似じする片手武器術・両手武器術よりも制約の少ない万能技能スキルと言える。

　レベル１の現状では素の筋力値が足たりず扱う事ができないが──都合のいい事に、《剣けん王おうの大たい剣けん》の装備も長い目で見れば圏けん内ないだ。

　俺の背丈ほどある大剣をどう扱うのか気になるところではあるが、期待値は非常に高い。

　筋力強化は文字通り筋力のステータスを強化するもの。反応速度強化は数字には反映されないものの、文字通りの意味を持つとある。

　急所見切りの心得はCriticalクリテイカル発生率の上昇であり、結果として攻撃力の増加が期待できる。

　重撃は攻撃に〝重み〟を乗せることで、意図的に相手の攻撃キャンセルノツクバツクを発生させる事ができるとあった。

　殺意は相手全体の弱体化が図れる技能スキルだが、現状では効果は低い。

　次の強靭は相手の阻害系技アーツに抵抗を持つ補助技能スキルとある。

　闘気は筋力・耐久・敏捷のどれかを選択して強化する、俺の鼓こ舞ぶ術じゆつに近い性能を持つＳＰ消費型の強バ化フ技アーツであり、鼓舞術が全体技なのに対し、こちらは自身への強化であるため、効果はそれだけ高くなっているようだ。

　そして極め付けは《魔法武器付属》と《魔装》の二つだ。

　魔法武器付属は第三者からの魔法を武器で受け《その魔法の威力を上乗せした攻撃が一度だけ可能となるカウンター技能スキル》とあり、これはパーティメンバーからの魔法も例外ではないらしい。

　魔力特化であるダリアからの魔法を武器に纏わせた、筋力特化であるアルデの攻撃力がどれほどになるか──想像に難かたくないだろう。

　魔装は第三者からの魔法を体で受け《その魔法の特性を効果時間内まで、攻撃に反映させる事ができる》。

　例えばアルデが火属性を魔装した場合、植物系モンスターや虫系モンスター等に大きなダメージを与える事ができる──これが先の魔法武器付属の効果とは別に使う事ができるなら、一度の攻撃に二つの属性を織おり交まぜる事ができる。

　思いもよらぬエース級のポテンシャルだ。レベルが追いつけば、本当にダリアとアルデの二枚看板で高火力が出る可能性がある。

　元気に走り回る三人を眺めながら、俺は明日の予定と今後の見通しについて、考こう察さつするのだった。





　　　＊　＊　＊






　場所は変わって王都ギルド内──剣王のクエストとアンデッド討とう伐ばつのクエストの報ほう酬しゆう受け取りがまだだったので、フィールドボス討伐に出かける前に寄ったのだった。

　部長は相変わらず俺の頭の上にいるが、手を繋つなぐアルデに気を遣ったのかダリアは反対側の手を繋いで歩いている。結果として両手に花ならぬ、両手に子供状態である。

「おはようございます。クエストの報告をしにまいりました」

「はい。少々お待ちください」

　受け付けは見事な営業スマイルを貼はり付け作業に入る。二枚の紙に何かを書き込むようにしてペンを走らせ「終わりました」と顔を上げた。

「こちらが報酬となります」

　受け付けから紙を受け取ると、クエスト完了の音楽が流れた。それと同時に現れたプレートへと目を落とし、詳細を確認する。




【蠢うごめくアンデッド】推奨Lv．18

　夜の支配者が天に咲く時間、王都の周りに朽くちた戦士が現れます。なるべく多くのアンデッドモンスターを撃破し、王都の治安維持に貢献しましょう。


　○アンデッドモンスター 討伐数［10/10］

　○アンデッドモンスター 追加分［6］

　○経験値［980］

　○報酬：Ｇ［3,900］



※追加討伐数によって変動します。







【剣王の墓】推奨Lv．40

　剣王であり、石の町の英雄である《ノクス》が眠るとされる全六階層からなる墓。大魔法使いのお告げにより、大昔に死んだ筈はずの剣王の気配が復活したという知らせが入りました。冒険者は剣王の墓へと赴おもむき、状況を確認してください。


　○王の棺ひつぎの間［完了］

　○剣王ノクスの討伐［1/1］

　○経験値［10,770］

　○報酬：Ｇ［14,060］






　音楽と共に発生したのは、連続するレベルアップのエフェクト──そして、俺たち三人が一度だけ光ったのに対し、アルデのレベルアップは十数回……正確には13までレベルが上昇していたのだった。

　現在は彼も俺たちのパーティであり、報酬である経験値も彼にも均等に分配される事になる。つまりは戦わずして、アルデは進化できるステージにまで一気に駆かけ上あがった事になる。

　少しだけ戸惑う様子を見せるアルデの体が、レベルアップのエフェクトとは異ことなる色の光に包まれた。

「進化か……」

　召喚されてから二日目にして進化とは、ダリアが進化するのにだいぶ時間がかかったせいか、アルデの進化が恐ろしく速く感じる。

　もっとも、レベリングがやり易やすい部分も召喚士のメリットに入ると言えるだろうか。

　光が弾はじけ──先程と変わらない姿のアルデが空いた手をグーパーさせ、何かを確認しながら現れた。

　右手に伝わる感触は変わらない。

　シルエットも変わらないように思えるが……ひとまず、アルデの能力チェックも兼かねてフィールドに出かけてみようか。





　　　＊　＊　＊






　そよ風と共に運ばれる青臭い草の匂においが心地いい。

　この草の町は、風の町とは少しだけ違う〝平和〟が感じられる穏おだやかな町である。

　ここには小人族より更さらに小さな人型の種族《妖よう精せい族ぞく》が共に暮らしているらしく、追いかけっこをして遊んでいる姿が見える。

　町に住む種族に法則があるのかもしれないが……深い部分は不明だな。

　ポータル前から移動した俺たちは《植物公園》へのポータル前へと場所を移し、改めてアルデのステータスを確認することにした。

　木こ陰かげでごろりと横になる部長と、小さな虫を見つけしゃがみ込むように観察するダリア。

　アルデは自身に関係する事を俺が確認しているのを察さつしているのか、遊びたい衝動を我が慢まんするように着物の袖そでを握にぎり締しめながら、俺を見上げている。




　名前　アルデ

　Lv．　13

　種族　小人族

　状態　野性解放

　筋力─１６９［64］（19）【２５２】

　耐久値─22［33］（10）【65】

　敏捷値─30［34］【64】

　器用値─28［34］【62】

　魔力─22［33］【55】




　召喚者　ダイキ

　親密度　22/200




　※【　】内が総合計値

　※［　］内が技能スキル強化値

　※（　）内が装備の強化値

　※小数点第一位を切り上げ




　一言で表すと〝恐ろしい〟。これに尽つきる。

　種族の名前が小人族から変わってない部分に多少引っかかりを感じるものの、そういう種もいるのだろうと納得しておこう。根ね掘ほり葉は掘ほり聞くのも気が引ける。

　掲示板で言われていた種族値から考えても、このレベルにしてダリアに追い付く勢いである……と言うよりも、素のステータスだけで言えばダリアを凌しのぐ火力だ。

　俺が無理に盾役タンクと攻撃役アタツカーをこなすよりも、安定した火力が出るのは想像に難くないだろう。

　それに加えて──

『アルデ。今のお前なら使いこなせるはずの武器を持っているんだが、どうだろうか？』

《剣王の墓》で入手した《剣王の大剣》である。

　これは必要筋力が１００というパワー武器であるが、現状で筋力１６９のアルデになら装備可能である。

　アルデは俺から渡された鉄の剣をじいっと見つめた後、ずれた被り物を戻しながら俺に向き直った。

『両方欲しい！』

　子供そのままの反応に、思わず「欲よく張ばりか！」とツッコミを入れそうになったものの、この子がそう言うならもはや何も言うまい。

　俺はアイテムボックスの中から巨大な黒塗りの剣を具現化し、アルデに渡した。

　アルデは紐ひも付つきの鞘さやを肩にかけ、その大剣を背負うようにして装備する──と大剣のサイズが徐々に縮ちぢんでいき、俺の背丈ほどだった剣は１３０センチ程まで小さくなった。

　それでもアルデには長いようで、小さな体に不ふ釣つり合いなほどの剣を背せ負おう図となっているが……装備アイテムにこんな機能があったとはな。

　よくよく考えれば俺が渡した鉄の剣も、もう少し長く幅広かったはず。

　それでも装備品の性能が変わらない所は、なんともファンタジックな仕し様ようと言える。

『拙者の刀もダイキ殿の剣も、この剣も全部拙者の武器だ。ダイキ殿には預あずかってもらってるだけだからな』

　一度貰もらった物は絶対に返さない主義らしい。アルデは鉄の剣を『預かってもらうだけだ』と、念を押すようにして俺へと渡してきた。

　別に取ったりするつもりはないが……ひとまず、これにて準備は整った。





　　　＊　＊　＊






　植物公園は、インフィニティ・ラビリンスのイベント前にダリアと訪れレベル上げをした場所である。

　その時確かダリアのレベルは今のアルデと同じだった筈だから、安全マージンは取れていると考えられる。

　以前とは違い今は回復役ヒーラーの部長もいるし俺もダリアもレベルが40を超こえている。アルデを死なせるような事は万が一にも無い。

　植物公園に出てくるモンスターは隣のフィールドである「虫の住処すみか」の虫達より魔法防御も物理防御も低い。その上、火属性が弱点ともなれば、ダリアのさじ加減で一いつ掃そうする事も可能である。

　二歩前を歩くアルデは初の戦闘に向けて少し緊張している様子が窺うかがえるものの、俺たちがいる心強さからか、足取りは軽い。

　──近くに湧わいた植物型モンスターに、大剣の柄つかを握りつつ駆けるアルデ。

　野性解放の〝赤〟と闘気の〝青〟が混ざり合い、紫ではなくマーブル色を維い持じしたまま《剣王の大剣》を引き抜いた。

　モンスターの湧きが凄すさまじいこのフィールド。アルデが目標ターゲツトとする植物型モンスターを囲むように、ワラワラと他の植物型モンスターが現れる。

　弾丸のような速度で近づく彼が──まるで暴風のように荒れ狂う。

　剣が触れた先から爆散していくモンスター。

　それは戦闘ではなく〝蹂じゆう躙りん〟だった。

　筋力１６９という、ダリアの魔力を超える素のステータスに加え技能スキルによる強化。

　そして筋力＋１５０という破格の性能を孕はらんだ剣王の大剣も相あいまって、およそレベル10程度の召喚獣が出せる火力の限界を超えているように思えた。

　植物達に野性解放を使い強化を促しても結果は同じ。

　頭の上にある一本のＬＰライフポイントバーが恐ろしい速度で消え去り、本体もろとも砕け散る。

　アルデは身の丈たけ以上ある剣を、まるで棒切れを振り回しているかの如ごとく、何の支し障しようもなく扱っていた。

『ダリア　楽できる』

『わたしもー』

『これからの戦闘をアルデに任せようとするな。戦力的に楽になった事は確かだけど……』

　味方ながら恐ろしい。

　ダリアと部長の意見もなんとなく分かる。

『これでは草刈りと変わらないぞ。拙者はでっかいのと戦いたい』

『もうちょっと進めばでっかいのがいる筈だよ』

　明らかに自分と相手の力量差が激しい事に不満を漏もらすアルデ。

　レベリングは俺の頭の上に居いて済すませた部長はともかく、強いモンスターのいる場所に行けば物理攻撃役アタツカーのアルデには万が一がある。

　そのため王都の先に行くのは止やめて、適正レベルの狩場を選んでみたものの……俺の心配は不要だったのかもしれないな。

　何よりアルデは闘気以外はほぼ通常攻撃。つまりはＳＰもＭＰも使っていない攻撃になるから、部長の回復も俺から渡す薬も必要としない。

　これでは部長と俺が何もしない置物状態になってしまう。

　そんなこんなで、俺たちはあっさりと植物公園の奥地にある巨大な草の前まで来ていた。

　道中の敵は十割アルデが掃除してしまったため、俺もダリアも武器を構かまえる事すらなくここまで付いてきている。

　流石さすがにフィールドボス相手に俺たちの手を借りない……なんて事は無いと思いたいが、この調子で行くと十分あり得るな。

　巨大な草──恐らく蠅ハエ捕トリ草グサの変異種だろう。俺たちが近付くにつれてウネウネと動き出し、地中に埋まっていた根を足代わりにして立ち上がる。

　草系モンスターの定番とも言えそうなそのビジュアルに、部長が気持ち悪そうにえずいた。




【人食い草　Lv．20】#BOSS




　隣で杖つえを抜くダリアに、アルデが提案するように剣を構えた。

『姉あね御ご。拙者の剣に魔法を』

　正面のボスを見み据すえ、ダリアの事を〝姉御〟と呼んだアルデにダリアは小さく頷うなずく。

『でかいの　いくよ』

　ボスが根をうねらせて襲いかかる。

　アルデは何かの技能スキルを使っているのか、剣を胸の前に構え、片手で抱くようにして刃やいばの腹を撫なでた。

　突とつ如じよ──なんの文字かは不明だが、複雑な模様が刻まれて同調するかのように、青白い光を放つ大剣。

　ダリアの周りを囲うのは、剣に浮き出た模も様ように良く似た文字の羅列。

　振られた杖の先から流れるように空へと踊る文字達が魔法陣を形成し、直後──アルデを貫つらぬくように、極ごく太ぶとの光線が降ふり注そそいだ。

　ダリアの新魔法の一つ《炎獣の痛みフレイムベル・ペイン》。

　上から下へと落ちる光線が敵を焼き、塵ちりも残さず消し去る魔法。

　ダメージが連鎖する恐ろしさもあり、捕まれば最後、抜け出す事は困難を極める。

　爆発は一瞬──渦うず巻まく光線が中心の一点へと吸い込まれるように収縮していく。

　アルデの構える大剣がダリアの魔法を吸収し、燃もえ盛さかる炎の刃を形成した。












　剣の周りの空間が歪ゆがむような熱量に、肌が焼けるような感覚に陥おちいる。

　ダリアの放った強力無比な魔法を凝ぎよう縮しゆくしたのがあの剣ならば、どれほど恐ろしい威力が秘められているのか。

　襲う知能しか持たず、尚なおもこちらへ迫るボスに思うのは、〝哀あわれ〟という感情のみ。

　弾きパリイの準備も無意味だと、俺は事の行く末を見守る。

　アルデは剣を立てて右側に寄せる、剣道で言う八はつ相そうの構えに似た形から、一歩、二歩と、足を擦るようにしてボスへと近付いていくアルデ。




　アルデが駆ける。




　距離が詰まる。




　剣が触れる。




　振り下ろされた剣は数メートルにも刃を伸ばし、ボスに触れたその瞬間──ダリアの魔法が縦に射出されたように炸さく裂れつした。

　巨大なボスの体をまるまる包み込むようなその光線は、ボスを突き抜けフィールドの先へ先へと伸びていく。

　一瞬にしてＬＰを全ぜん損そんさせられたボスは、攻撃の最さ中なかに体をポリゴンへと変えていたが、それでもなお、攻撃は止まず──まさに塵をも残さぬ威力……ぶっ飛びすぎてリアクションが取りづらい。

『すごいな』

　なんとも間抜けなコメントになってしまったが、アルデとダリアもこの威力に満足しているようだった。













　ボスを難なんなく討とう伐ばつした俺おれたちは新たに出現したポータルへ手をかざした。転移が終わると、そこには町ではなく暗いじめじめとした沼地が広がっていた。

　毒々しい色の沼が煮えた湯のようにコポコポと泡を噴き、弾はじける。

　前を行くアルデも『うぇ……』と、困ったような声でこちらに振り返り、俺たちの反応を仰あおぐ。

　地面も例に漏もれず湿しめっており、はまって動けなくなる危険性すらある。アルデを先行させるのは様子見とするか。

『アルデ。とりあえずここはダリアに任まかせておこう』

　自分の召しよう喚かん獣じゆうが沼にはまって沈しずんでいく様を良しとする召喚士はいないだろう。

　アルデの武器を解除し、右腕で抱くように持ち上げた。

　既に俺の肩に手を回しながら左腕に抱かれるダリアは、空あいている手で杖つえを構え、辺りを警戒している。

　一歩、また一歩と足を進める度にぬかるんだ土が靴底にまとわりつき、耳みみ障ざわりな音がフィールドに続く。

　西ナット森林のような霊的な怖さとはベクトルの違う怖さがあるものの、未いまだ敵は現れない。

「あれは……湖みずうみ？　なんでこんな場所に？」

　ポータルからすぐの場所に謎なぞの湖が存在していたが──沼地に囲まれた場所とは思えないほどの澄すんだ水が逆に怪あやしい。と、運営の悪戯いたずらな思考を予測し、近付くのは止やめておいた。

　敵の姿は未だ見えない。まさか敵が出ないフィールド……いや、町という可能性すらあるが。

『みつけた』

　と、思考している俺に、ダリアが短く呟つぶやいた。

　進路前方のある部分を杖でなぞるように動かし、その存在を俺に確認させる。

『カエル？』

　膨ふくらんだ頰ほおは風船のようで、その独特な座り方はどの世界でも共通しているらしい。

　沼と同色──いや、沼より更に濃い〝紫〟の体は、毒々しい黒の斑はん点てんに覆おおわれ、既に俺たちの存在を捉とらえている様子。

　それが沼のいたるところに鎮座しており、ギョロリとした緋ひ色いろの瞳ひとみがこちらに向けられていた。

　カエルの鳴き声が沼地に木霊する。

『げこげこ』

『ここから狙ねらい撃うてるか？』

　カエルの鳴き真ま似ねをしてみせるダリアに、先制攻撃が可能かどうかを問う。

　目視でおよそ三十メートル程の距離があるが、どうだろうか。

『問題ない　げこ』

『じゃあよろしく頼む。げこ』

　俺の返答を合図にダリアは杖を振るい、魔法を展開する。

　俺たちの傍そばに出現したのは炎の槍やり。螺ら旋せん回転するその槍は、ダリアの杖と同じ動きをしながら、標的を捉えるように矛先を動かしていく──剣けん王おう戦で見せた技だ。

　ダリアが杖を振るうと同時に射出されたその槍は、円えん錐すい形けいを維い持じしながら、沼の上を滑すべるように移動……一匹のカエルに突つき刺ささった。

　カエルは断末魔の鳴き声と共に口から緑色の煙けむりを出し、ポリゴンとなって爆ばく散さんする。

　それを合図に、周りのカエル達が一斉にこちらへ向かってきた。

『拙者は見ているだけか……』

『アルデには働いてもらったからな。ちょっと休憩だ』

　沼に入って戦闘するのは気が引ける。アルデもそれが悪手であると理解しているのか、戦う意思は見せていない。

『この場所きらーい』

『俺も同感だよ』

　自分で歩く事をしない部ぶ長ちようにとってフィールドへの感想は景色的な意味しか含ふくまれていない。暑いのも寒いのも嫌だが、確かにここも嫌なフィールドと言えよう。

　向かってくるカエルは十匹程度はいる。植物公園のモンスター達の特徴を引き継いでいたとしたら、このカエルも湧わき率りつは相当に高い事になるな。

『ダリア。いけるか？』

『いける　げこ』

　カエル語を気に入ったのか、次なる魔法を展開する間も『げこげこ』と口ずさむダリア。

　今度は無数の黒の球がアーチ状に出現し、ダリアの指示を待つように浮遊している。

　カエルのいる場所に向けて、ダリアが杖を振るっていくと球が射出され、着弾と共に沼が飛沫しぶきを上げた。

　さっきの槍ほどの速度はないものの、威力は申し分ない。ダリアの高い魔力があってこそとも言えるが、やはりこの場所の敵も、そこまで強いわけではないようだ。

　試しにメニュー画面から鑑定を使い、一匹のカエルを選択する。




【ポイズン・トード　Lv．27】




「ポイズン……〝毒〟を持った敵か」

　部長からＭＰマジツクポイントの供給を受けながら、表示された情報に納得する。

　毒のカエルが住む沼となればこの沼自体も毒沼と考えるのが妥だ当とうか……それと、炎の槍で貫つらぬかれたカエルが吐いた緑色の煙にも、いわゆる〝毒属性〟が含まれていると考えられるな。

　向かってくるカエル達をダリアが倒していく間に、アイテムボックスの状態異常回復薬のストックを確認──と、そういえば部長なら状態異常を回復する魔法を覚えている可能性があるな。

『部長。毒を治す技は覚えてるか？』

『あるよー。麻ま痺ひと睡すい眠みんも治せるよー』

　回復魔法様々だな。万が一毒にやられたとしても、薬に頼たよらずに治せるわけか。心強い回復役ヒーラーだ。

『──ダイキ』

　少し焦あせったような声色でダリアが俺の頰をつついてくる。

　周りのカエルを一掃したのかと感心しながら辺りを確認すると──夥おびただしい数のカエルの軍団が、こちらに向かってきているのが見えた。

　右から前から左から、何がキッカケとなったのかは不明だが、カエルの群れは確実に俺たちを標的として進軍してきている。

　これは、パーティで倒せる数なのか？

　数えるのも不可能なほどの数に戦せん慄りつする俺を尻目に、やる気のダリアが杖を振るう。

　複雑な文字が踊り、俺たちの前に大きな赤い球体が現れた。そこから周囲の沼を蒸発させる程の熱が放たれる。

　ダリアは目標を指定せず、杖を突き出すようにして振るう──と、目の前の〝赤〟が五つに分かれて発射され、扇おうぎ状じように進む球体達がカエルの群れの先頭にぶつかった。

　膨ぼう大だいな熱量を孕はらんだ爆発により五ヶ所で同時に火柱を上がり、沼地が一瞬にして火の海へと変わる。

　その爆風は凄すさまじいもので、近場にいた俺たちが無事ですむはずもなく、吹き飛ばされた俺たちは仲良く毒沼へと落下した。

『頭が！　埋うまっ！　助けっ！』

『変な匂においがするよー』

『魔法　間違えた　げこ』

　頭から沼に落ちたアルデは、既すでにパニック状態で足をバタつかせ、部長は仰あお向むきのまま不満を漏らす。

　大の字に落ちて身動きの取れないダリアと、左半身全すべてが埋まった俺。

　視界左下にあるパーティのＬＰライフポイントバーの上には、緑色の泡のようなアイコンが出現し、数ドットずつではあるが、ＬＰバーが減少していくのがわかる。

　シャレにならん！　ていうか抜け出せない！

　周りからカエルの鳴き声が近づいてくる恐怖も相あいまって、たまらずアイテムボックスから《帰き還かんの翼つばさ》を発動し、草の町への強制帰還を試こころみる。

　滞とどこおりなく発動したことに誰だれに向けるでもない感謝を述べつつ、俺たちは逃げるように沼から脱出した。





　　　＊　＊　＊






　草の町のポータル前に転移した俺たちは、〝グシャ！〟とも〝ベチャ！〟とも取れる音を立てながら、折り重なるように地面に落下した。

　紫の泥に塗まみれた俺たちの体からは、形けい容ようし難がたい匂いが発せられているのが分かる。

　周囲にいたプレイヤーやＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターも、異様な光景からか匂いからか避さけるように距離を置いたため、俺たちの周囲には不自然なサークルが形成されていた。

　部長を頭の上に置き、泥んこのダリアとアルデを両脇に抱えその場を走り去る。

　早い所なんとかしないと！　と、焦る俺の脳内にけたたましいアラーム音が鳴り響いた。




『現在の状態は〝迷惑行為〟に当たります。この状態が続く限り、貴方あなたの名声が下がり続けます。改善の余地なしと判断された場合、衛えい兵へいによって拘束される可能性があります』




　まてまてまて、待ってくれ！　色々な事が起こりすぎてパニックになってるぞ俺！

　とにもかくにも、この状態をどうにかしない事には町民に迷惑がかかるだけでなく、俺の名声までもが下がり続ける。なんて凶悪なトラップだ、毒沼め！

　アラーム音と警告文に動揺しつつ、ミニマップを頼りに小走りする俺が見つけたのは、鶏にわとりじるしの宿屋のアイコン。

　──宿屋となれば、お湯程度なら貸してもらえるかもしれない。

　果たしてこの世界に《風呂》の概念が存在するのかは不明だが、この泥をどうにかしないことには毒も治療できないだろう。

　秒速１ドットと、緩ゆるやかなスピードではあるものの、毒は着実に俺たちの命を蝕むしばんでいく。

「出で禁きん覚悟で頭を下げるしかない」

　こんな泥塗れ、毒塗れの客は、俺が店員ならば願い下げである。

　罰金も覚悟しつつ、速度を緩ゆるめぬまま宿屋に入った。

「いらっしゃいま……え？」

「申し訳ない、迷惑と分かってて言います。体を洗う場所、もしくはお湯を恵めぐんでいただけませんか？」

　俺たちの風ふう貌ぼうに一瞬、顔を引きつらせる店員さんであったが、状況を察さつしたのか「料金は出た後で構いません。右手にお風呂がございます」と、一言。

　恩に着ます。と、失礼ながら挨あい拶さつもそこそこに、召喚獣達を連れ、店員さんが指差す先の部屋に入った。





　　　＊　＊　＊






「五ご右衛え門もん風ぶ呂ろか」

　扉の先にあったのは、樽たるのように加工された木の風呂だった。

　作りたてなのか、部屋の内部も含めてかなり綺き麗れいな状態に見える。

　風呂場に入ったと同時にアラームは鳴り止み警告文が溶とけるように消えていったものの……さっきのでどれほどの人に迷惑をかけてしまっただろうか。それだけで気が重くなる。

　とりあえず、早急に身なりを綺麗にする必要がある。毒も治らないしな。

　メニュー画面から素早く《見習い装備》一式に着替えると、赤色の鎧よろいから麻の服へと装備が変わる。

　ゲームの仕様上の関係で、防具を外す事はできない。

「一度アイテムボックスに戻した装備は、もう一度着直すと綺麗になるのかな」

　試しに元の装備を選択してみると、左半分が泥にまみれていた鎧が綺麗な状態になって戻ってきた。

　耐久度の低下は戻らないが汚れに関しては例外なのかもしれない。

　再び《見習い装備》一式に戻し、風呂に溜たまったお湯を備え付けの桶おけに汲くむ。

　服を着替えても顔や手の汚れは落ちていない。それこそ、水で洗うか布で拭ふくかの処理が必要なのかもしれない。

『部長、ちょっと熱いけど我が慢まんな』

『なにこれー？』

　湯ゆ気げがたっぷりと充満した小部屋が不思議なのか、部長は毒に侵されているにもかかわらず、余裕な態度を崩くずさない。

　より汚い背中部分からゆっくりお湯をかけてやり、紫の泥が落ちるように撫なでる。

　お湯を一度かけると、全体の色が少しだけ薄まり、二度目、三度目でさっぱり綺麗となった。

　お湯を被かぶった部長はブルブルと水分を弾はじくようにしながら、人生初の風呂を楽しんでいた。

『流石さすがに風呂の中に入れるのは気がひけるから、今日はなしな。毒の状態異常が残ってるから、部長は随ずい時じ、回復作業に移ってくれ』

『はーい』

　いつものように気の抜ける返事をした部長は、状態異常の回復魔法らしき魔法を発動させる。

　青色の泡が体を包んだかと思えば、部長の〝毒アイコン〟が消えている事に気付く。

　どうやら、お湯かけ三回分で汚れが落ちる、という解かい釈しやくで合ってるようだ。

『ダリアは一度ポンチョを装備解除するからな』

『わかった　げこ』

　カエルの鳴き声をえらく気に入ったらしい。

　ダリアのポンチョと杖を装備解除すると、ダークレッドのワンピースのみの姿になる。

　部長の時同様にお湯を頭からかけてやると、紫色に塗まみれた髪が、徐じよ々じよに本来のダークレッドを取り戻していく。

　かける度に、お湯を口に含んだダリアが水鉄砲ならぬお湯鉄砲をぶつけてくるも、無視して三度目のお湯をかけた。

『綺麗になったら部長に回復してもらってきなさい。あと、タオルがあるか店員さんに聞いておくから外に出ないように』

『うん』

　びしょ濡ぬれになった髪が乾かわく親切設計ではないようで、とりあえずダリアも部長も風呂場の中に待機させておく。

　ただでさえ泥だらけで入ったのだ。これ以上の迷惑はかけられない。

　さて──最後にアルデの番だが。

『アルデ。その被かぶり物は取れないのか？　これだと全身綺麗にできないから毒が治らないんだけど』

『ぐぐぐ……』

　俺の言葉に葛かつ藤とうするアルデ。

　彼の素顔を見るチャンスではあるが、好奇心よりも泥を洗い流す使命感が優まさっている。

　彼が何な故ぜこんな禍まが々まがしい骨を被っているのかは不明だが、それなりの理由があるとは感じている──ただ、それとこれとは話が別だ。

『拙者の姿を見ても同情しないか？』

『同情？　我が子がどんな姿でも俺は態度を変えるつもりはないよ？』

『そうか……』

　俺の言葉に、アルデは少し考えるような、そして納得するような声色で呟き、骨の被り物を取った。

　一際目立つのは──猛たけ々だけしいツノ。

　頭の両側から生えた二本のツノがショートカットの黒髪から伸びていた。

　ダリアのツノが竜のものだとするならば、彼──いや、彼女のツノはバッファローのソレに酷こく似じしていた。

　顔を晒さらすのが恥ずかしいのか、しきりに体を捩よじらせる姿は吊つり目も相まって気高くも感じるが、その容姿は非常に〝可か憐れん〟と言わざるを得ない。

　所々が紫の泥に汚れた褐かつ色しよくの肌と、こちらを窺うかがうように動く山やま吹ぶき色いろの瞳。

『アルデ……お前、女の子だったのか？』

『性別なんて、どうでもいい』

　いや、良くないんだよなあ。

　しかし、性別を間違えて認知していた俺が言えた義理でもない。椿つばきにでも聞かれたら非ひ難なん轟ごう々ごうなのは間違いないだろう。

『よし、お湯かけるぞー』

『え？　いや、ダイキ殿!?』

　気を取り直して桶にお湯を汲む俺に、アルデが待ったをかけた。

『拙者は獣じゆう人じん族ぞくとの混血だぞ？』

『それがどうしたんだよ。ダリアだって魔族と竜族のハーフだし』

　そういうのとは違う！　と、若じやつ干かんヒステリックに声を荒げるアルデ。〝獣人族〟という部分に、何か後ろめたい事があるのか？

　確かドワーフ族が多く住む火の町に行った時に、店員のドワーフがそれとなく差別的な物言いをしていたが……それが原因か？

『俺はお前の親でお前は俺の子だ。そこに種族も性別も何もかも関係ない。お湯かけるぞ』

　まだ何か言いたげなアルデに無理やりお湯をかける。被り物の隙すき間まから入り込んだ沼の泥が、徐々に薄れていくのがわかる。

　にしてもこの被り物……物理的に被るの不可能じゃないか？　ツノがつっかえて被れないと思うんだが……ここにもファンタジーが？

　なんにせよ、無事に三人娘がさっぱりした事だし、自分の泥も落とすとしますか。
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「これ、使ってください」

「あ、どうもありがとうございます」

　風呂場から出ると、待ってましたと言わんばかりに笑顔を貼はり付けた店員さんが綺麗な布を何枚か渡してきてくれた。

　そのまま会釈した店員さんは、再び店のカウンターの方へと戻っていく。

　完全に厄やつ介かいな客なのに神様のような対応だな……本当にありがたい。そして申し訳ない。

『もう乾いたからいいよー』

『だめ。体中びしょ濡れじゃないか、このくらい我慢な』

　洗った順に今度は体を拭いていく。

　部長は拭かれるのが嫌なようで『もういいー』『もう乾いたー』とごねているが、濡れた足で店内を歩き回らせるわけにはいかない。ここは心を鬼にする。

『ツノがあるから　丁寧に』

『わかったよ』

『アルデのも　ね』

『──わかったよ』

　俺に頭を拭かれるがままになっているダリアが、綺麗になった被り物を手に、身じろぎするアルデを指差した。

　気を遣ってやれ、って言いたいんだな。

　わかってるよ。

　ダリアの髪が乾き、次はアルデの番となる。店員さんからもらった布で丁寧に拭きながら、意味もなく咳せき払ばらいをしつつ語りかける。

『今度からは、ちゃんと女の子として接するからな。というか、言ってくれよ……』

『いや、性別は……それだけ？』

『おう、それだけだ』

　ダリアや部長も含め、俺たちが態度を変えなければ彼女は自然と悩むのを止めるだろう。

　それを聞いたアルデはホッとしたような、恥はずかしいような表情を隠すように再びヤクの骨を被ったのだった。

『難しい話はナシだ。俺がお前達の親で、味方だから』

　彼女達に言ったのか、はたまた自分に言い聞かせたのかは分からない。

　ただ、この世界の〝深い部分〟に触れたような、そんな気がしてならない……。

　布で三回拭いただけでびしょ濡れだった服は完全に乾いていた。

　ダリアにポンチョを装備させ、俺も見習い装備から鎧へと装備を変更。

　相当手間がかかったが、泥沼での事件は綺麗さっぱり解決した。

　カウンターに立つ店員さんが風呂場から出てきた俺たちに気付き、近付いてくるのが見えた。

　俺は布をアイテムボックスに入れ、再び取り出し乾いた状態で手渡す。

「助かりました。ありがとうございます」

「いえ、お気になさらず」

　可お笑かしなものを見た。と言いたげな店員さんは、口元を隠しながらクスクス笑う。思えば泥塗れで町中を走り回っていた事が今となっては堪たまらなく恥ずかしい。

　勿もち論ろん、町の人たちや居合わせたプレイヤーには多大な迷惑を掛かけたことも自覚しつつ、俺は重ね重ね謝罪をと、頭を下げる。

「──異い人じん様。頭をお上げください」

「町には勿もち論ろん、このお店には特別迷惑を掛けました。大変失礼致いたしました」

「そこまで畏かしこまらなくても……それに、今回の件は珍しい事ではないんですよ」

　へ？　と、なんとも間抜けな声を出しつつ顔を上げると、未だ微笑を維持する店員さんが思い出すかのように人差し指を立てた。

「この先にある《病やまいの沼地》の泥には、毒があるといわれています。粘着質なその泥は体に付着するだけで害を成します──とはいえ、あの場所には一ヶ所だけ例外的に清らかな湖が存在しており、そこで毒を清める事が正しい対処法なのですが」

「そういえばありました……全然頭が回らなかったなあ」

　ポータル付近に、妙みように綺麗な湖があったっけな。罠わなだと思って近付かないようにしたが……まさかあの場所が毒沼への救済処置だったとは。

「勇敢な冒険者様が多くあの場所に挑いどみ、そして帰ってきました。やはり事態が事態ですから、毒に塗れたまま帰還される方も一定数いらっしゃいます。なので珍しい事ではないんです」

　店員は過去に自分が対応した冒険者達を一人一人思い出しているのか、虚こ空くうを見つめるようにして言う。

　一定数いる……か。確かに、毒沼に落ちてパニックになれば、強制帰還等の手段を取る人間はいるのだろう。

　正まさに、今回の俺のように。
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　冒険の町には未だ多くの露ろ店てんが並んでいる。

　サービス開始日から露店を開いていたオルさんのような第一陣の人達は既に自分の店を持ち始めているものの、生産職の数は新規プレイヤーの増加に伴ともない、比例して増えていっている。

　ブロンズ製の武器や防具を売る駆け出しの新規生産職クラフター達の店を眺めていきながら、俺は目的の店にたどり着いた。

「あ、幼よう女じよ神がみ様!!　それとお義と父うさん。待ってたお」

「こんにちはマーシーさん」

　あからさまにテンションを上下させるマーシーさんの店に着いた俺は、召喚獣達を露店の前に並ばせた。

　彼は未だ自分の店を持たず、フリフリ付きの骨組み露店で商売をしている。

　召喚獣や魔獣の防具制作という新しい分野を開かい拓たくした彼としては、やらしい話、相当儲もうかっていそうにも思えるが……他人のこだわりに口を挟むのも野や暮ぼと言えよう。

　マーシーさんの店に来た理由だが、以前作ってもらったダリアと部長の防具を新しく買い直そうと考えていた。それに、アルデに新しい防具を与えるいい機会だし、多忙なのを承知の上で、まとめて頼むことにしたのだった。

　マーシーさんは俺から掲示された彼女達のステータス画面を見比べながら、装備を構想しているのか、独り言を呟いて電卓を叩たたいていく。

「僕の技能スキルも上がったから、ある程度のレベルになら合う防具を見み繕つくろえるお！」

「それは助かります。お金は、多少はありますが、参考までにトータルでいくらになるかわかりますか？」

　トーナメントには間に合わないとはいえ、彼女達の戦力アップは優先的に行うべきだと考えられる。

　あらゆる場面でアルデが力を発はつ揮きできる様さま々ざまな用よう途との武器の新調だったり、ダリアの杖や部長の爪つめ、アクセサリーなどなど、更さらに俺の装備も新調するとなればその額がくは七桁けたを超えてくる可能性もある。

　無駄な出費は抑えているとはいえ、効率的に金を稼かせぐ方法でも見つけない限り、強化する部分も選んでいかなければ簡単に破産するな──

「幼女神様の全身装備は、ほぼ構想が終わっているお。他の二体の装備は仮決定になるけど、だいたい63万Ｇゴールドくらいになるお」

「そ、そうですか……」

　予想していたとはいえ、やはり俺の財さい布ふには大ダメージだ。

　俺の装備が頭、手、胴体、腰、足の五ヶ所に区切られているように、召喚獣にも部位毎ごとに装備が用意されるのだろう。

　ダリアも部長も、現在は胴体装備しか付けていない状態であるから、大幅な戦力アップが期待できると考えられる。

　娘達三人分のフル防具ともなれば納得の値段だが……苦しいな。

「わかりました、それでお願いします。あと、既存の防具でいいので、この子の装備を見繕ってもらえませんか？」

「毎度ありがとうだお！　じゃあ、この中から選んでほしいお」

　アルデ用に装備を選ぶも、殆ほとんどオーダーメイドで作っているのか防具の数は少ない。

　とりあえず俺はアルデの見た目に合わせた胴を包む鎧を購入する。

　耐久値＋25の品で、前衛攻撃職アタツカーには助かる品であるため、購入しておいて損そんはない。

　代金を支払うと共に、持ち物のアイテム群を買い取ってもらう事にした──が、ボスの素材等々を売ったものの、レベルの低さから大した値段にならずに終わる。

　金策をしようしようとは思っていたものの……ここにきて後回しにしてきたツケが回ってきたか。

　ストーリークエストや討とう伐ばつクエスト、名声クエスト等があるとするならば、金稼ぎクエストも存在するかもしれないな。













　時刻は午後６時30分。

　フレンド欄らんの《港みなと》という文字にログインを表す色が付く。

　結局今日は召しよう喚かん獣じゆう達と魔ま石せきの製作だったり、町中をブラブラ歩く程度で終わってしまったが、たまにはこういう日も悪くないか。と、のんびりした時間を思い出しつつ、集合場所へと足を進めた。

　冒険の町のポータル前で待っていると、港さんと召喚獣達が現れ、お互いに軽く手を上げ、挨あい拶さつを交かわす。

「こんばんは。港さん、忘れない内にトーナメントの申請行きましょう」

「そうだな。言われて思い出した」

　俺おれの足元にはいつも通り、キングが擦すり寄よってきており、反応したダリアが、俺に握にぎられた手にギリギリと力を込めた。

　キングはダリアと俺の間に割って入るような形で戯たわむれてくるため、今日は特にダリアの機嫌が悪い。

　反対側にいるアルデは、いきなり現れた港さん一行を警けい戒かいしているのか、俺の後ろに半身を隠かくすようにして見つめているのが見える。

　部ぶ長ちようは相変わらず、俺の頭の上で寝息を立てていた。

「おっ。新しい召喚獣か」

「はい。アルデって言います」

　気を利かせた港さんが、隠れるように様子を窺うかがうアルデと視線を合わせるようにしゃがんでみせる。

『アルデ、挨拶ね』

　俺は強く結ばれたアルデの手を軽く握り返してやり、彼女から挨拶するように促うながした。

『……よろしく』

　頭に被かぶった頭ず蓋がい骨こつをコテンとずらしながら、頭を下げたアルデはボソボソと挨拶をする。

　俺の通訳も必要ないようで、それを見た港さんが満足したように「よろしくな」と、挨拶を返した。

　アルデは人見知りなんだな。

「じゃあ俺も、新しい召喚獣を呼ぶとするかね」

　俺に新しい仲間が増えたのが羨うらやましかったのか、肩に乗るケビンを撫なでながら、港さんは気合いを入れるように意気込んだ。

　港さんが召喚獣を呼ぶと、合計して八人パーティとなってしまうが──召喚士が、新たな仲間を呼ぶ機会を先延ばしできるはずもないか。その気持ちは痛いほどわかる。

「ちょっとトーナメントに向けた特訓が面倒くさくなるが……親密度は少しでも上げておきたいんだよな。そこは勘かん弁べんしてくれ」

「止めるつもりは最初からありませんよ」

　そうか。と、既に心ここにあらずな様子でフィールドへと歩き出す港さん。

　キングを睨にらむダリアを引きずるようにして、俺たちもそれに続いた。
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「ここは俺がキングとケビンと出会った思い出の場所なんだよ。召喚獣を新しく呼び出す際さいは、必ずここに来てるんだぜ」

「すっごい分かります、その気持ち」

　俺たちは北ナット林道の奥にある、一面の花が咲く場所へと来ていた。

　港さんがメルヘンな場所で召喚しているのは面白いが、思い出の場所という部分は共感できる。

　召喚の準備を進める港さんに、呼び出す召喚獣の構想を聞いてみた。

　他の人の召喚に初めて立ち会うため、若じやつ干かん、自分の声のトーンが上がっていた事に気づく。

「そうだな。まあ、理想としては回復役ヒーラーだ。ダイキのように、頭に乗せた部長ちゃんと一体の状態で戦えるのは強い。人型の〝妖よう精せい〟辺あたりが狙ねらい目だな。──鳥ちよう人じん族ぞくにも、大いに期待してるが」

　草の町で何度か見かけた〝妖よう精せい族ぞく〟。ダリアやアルデも小さいが、彼ら──または彼女らの〝小さい〟はそのレベルではない。

　体長はほんの二十センチ程しかなく、また素早いためよく見る事ができていない。

　ともあれ、妖精族を回復役ヒーラーにできれば、その素早さと的まとの小ささは利点になるな。重大な役割を担う回復役ヒーラーには死なない事も仕事に入っている。

　理にかなったチョイスだと思う。が、本命は鳥人族だという事は、ヒシヒシと伝わってきた。

「じゃあ、召喚いくぞ」

　紫色の魔石を手にした港さんが、召喚術を発動する。離れて見ると分かるが、術者の体から淡い光が放たれていた。

　そして頭上には召喚獣の設定を決めるルーレットが出現している。




【人型：精せい霊れい族ぞく】

【種属値：３】

【タイプ：回復役ヒーラー】




　何度も見た巨大な魔法陣が港さんの周りを囲むようにして出現し、白色の光を発していく。

　光は徐々に人型を形成していき──髪が長く、背の高いシルエットが現れた。

　エメラルドの瞳ひとみが、主人を探すように右から左へと移動する。

　白色の髪が、風に靡なびくのがわかる。

　胸部にある二つの膨ふくらみにより、彼でなく彼女であると認知する事ができた。

　これが〝精霊族〟か。

　長身の港さんと同等の丈を持つスレンダーな人型は、宙に浮きながら港さんにゆっくりと近づいていく。

　一言で表すと〝人間の形をした光の塊かたまり〟……先程も考察したように、胸部と髪、そして女性特有の細さからしか性別は判断できなかった。

　彼女は港さんの周りをゆっくりと回った後、納得したように腕を組んだ。

「俺の名前は港だ。よろしくな」

　仲間が増えて嬉うれしいのか、笑顔を見せながら手を挙げる港さんに、精霊族は、ふわりと一礼してみせる。

　以前見た精霊族の召喚獣は、風を纏まとった男性の姿であり、風属性魔法を使っていた。

　その法則でいけば、色合いからして彼女の属性は〝光〟辺りだと予想できる。実に回復役ヒーラーらしい属性とも言えるな。

「君の名前は《レイ》にしよう。俺の召喚獣達とも仲良くしてくれ」

　レイか……港さんなりの理由があるのかもしれないが、美しい風ふう貌ぼうの彼女に似合う、綺き麗れいな名前だな。

　しかし名前がお気に召さなかったのか、レイと名付けられた精霊族は、すぅと何ど処こかへ行ってしまった。

　参まいったなあ。と、港さん。

『あれは　喜んでる　ダリアの勘かんがいってる』

　ダリアの勘がどれほどのものかは不明だが、同じ召喚獣から見た彼女の反応には、何か思う所があるのかもしれない。

「ダリアが言うに、喜んでるみたいですよ」

「本当か!?　安心した──キングもケビンも男だから問題なかったんだが、女の子が気に入る様な名前が付けられたのか不安でなあ」

　照てれる様な、喜び切れないような曖あい昧まいな表情を浮かべる港さんは、乱暴に頭を掻かく。

「自分の主あるじが付けてくれた名前なら、召喚獣は何でも嬉しいんじゃないですかね」

「そ、そうか。そうだよな」

　レイは勿もち論ろん、キングやケビンや召喚獣の声を港さんに聞かせてやりたいというもどかしさもあるが、時間が経たつにつれ互いの事も自然と分かってくるだろう。

　一面の花の上を滑すべるように移動するレイが何ど処こか楽しそうに見えたのは、俺だけではないはず──
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　石の町に着いた俺たちは、トーナメント申請を済すませるべくコロシアム前へと足を進めた。

　人数が増えた関係で、今は港さんとパーティは組まれていないものの当然ながら共に行動している。




　右手にアルデ、左手にダリア、頭に部長を乗せた俺と、キングを抱かかえ、肩にケビンを乗せた港さん。その少し後ろから一定の距離を保たもつようにレイが付いてきている。

　仲良くなるのに時間はかからないんじゃないか？　と、心の中で応援しつつ、俺たちはコロシアム前へとたどり着いた。

　コロシアム前の受け付けには想像以上のプレイヤーが集まっており、申請しに来たプレイヤーを見物しているのが見える。

　入り口である石造りの重厚な扉の前にズラリと並ぶ液晶パネル。どうやらギルドのような受け付けＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターはいないみたいだ。

　かけられる声に対応しつつ、すんなりと、受け付けである液晶パネル前にたどり着く。

　港さんパーティとは隣同士でパネルの前に立ちながら、ダリアもアルデも部長も俺も皆で体をくっ付けながらパネルを覗のぞき込むように申請を開始した。

　まず初めに、購入時に登録した六桁けたのＩＤと暗証番号を入力し、俺が〝プレイヤーのダイキ〟である事の認証を完了させる。

　一つの機械で一つのアバターしか登録ができないため、二重の登録や不正防止に役立つのだとざっくり理解しつつ、次の画面へと進んだ。




『試合形態を選択してください』

《個人戦［参加］［不参加］》

《団体戦［参加］［不参加］》

《混合戦［参加］［不参加］》




　俺は団体戦と混合戦の［参加］のボタンをタップ。その後、個人戦を［不参加］にした。戦闘で召喚獣達をかなり頼る事になる召喚士の俺が、彼女達を連れていけない個人戦で良い成績を残せるとは思えない。

　次の画面へ移ると、団体戦と混合戦に参加するメンバーの選出画面が表示される。

　団体戦の方は、俺の名前の横に五つの空くう欄らんがあり、混合戦の方には一つの空欄があった。つまりはここに参加者を登録して、申請という流れになると予想できる。

　隣でパネルを操作する港さんに目線を送ると、同じ画面に到達したのか、彼と目が合った。

「フレンド欄から参加申請を飛ばし、相手が承しよう諾だくすればパーティ結成完了……という事は、どちらかが送れば問題ないようですね。これは俺の方で港さんに参加申請を飛ばしておきます」

「おう。じゃあ俺はそれを承諾だな」

　空欄の中をタップすると俺のフレンド一覧がズラリと並び、名前の横に参加申請可能かどうかも、同時に表示された。

　俺の申請を待つ港さんは勿論申請可能だが、興味なさそうだったトルダに、生産組であるオルさんや紅葉もみじさん、マーシーさんは参加しないだろうから当然として……他の人は皆、申請不可になっている。

　ケンヤ、雨う天てんさん、ライラさん、クリンさんは既に登録を済ませた様子だったし、銀ぎん灰かいさんも、恐らくギルドの誰かと申請を済ませているのだろう。マスターであるアリスさんも不可になっている所を見るに、彼女と一緒のパーティで参加してくるかもしれない。

　ブロードさんとマイさんも申請を済ませたらしく不可になっており、姫の王マイヤも登録を済ませていた。

「承諾完了だ」

　画面を操作する港さんの声と共に俺のパネルの団体戦の欄に港さんの名前が出現し、その後、空欄の二つに〝キング〟と〝ケビン〟の名が並ぶ。

『団体戦の方はアルデだけ留守番な』

『残念……』

　今メンバー変更をすると長い時間特訓した戦闘パターンを見直す必要性が出てくるため、アルデには我慢して待っててもらう事にする。

　戦いたかったのか、アルデはがっくりと肩を落とした。

『団体戦は──だけどな』

『え？』

　俺は二つの空欄に〝ダリア〟と〝部長〟を選び、混合戦の空欄に〝アルデ〟の名前を選出した。

　ダリアも部長も、アルデがのけ者にならない配はい慮りよを察さつしてくれたのか、特にコメントもない。

　状況が飲み込めないアルデは『え？　え？』と、困こん惑わくするように、視線をパネルと俺とに行き来させているので、俺は自分の考えを彼女に言って聞かせていく。

『当初の予定はダリアだったけど、手数と火力の面でいけばアルデの方が可能性があると思う。それに、相手からの魔法の対処もしやすいし、逆利用で火力の向上も狙える。俺がいれば武器交換も可能だし……いい線いけると思うぞ？』

『アルデの魔法剣　つよい』

　俺の言葉とダリアの後押しもあり、アルデは『が、がんばる』と、小さな手にグッと力を入れた。

　もしもアルデの脳内処理が追いつかなければ、俺が《手だすけ》によって技能スキルを間接発動させる事もできる。うまく攻撃魔法を利用できれば強みになるし、攻撃手段が多いのは相手としてもやり辛づらいはずだ。

　本番までに、アルデをどこまで強くできるかが鍵かぎとなるな。

　申請が滞とどこおりなく進んでいき、俺たちは無事に登録を完了させた。

　港さんが混合戦でどの召喚獣と組むのか不明であるが、混合戦では敵同士。情報は武器とも言うし俺は敢あえて聞かない事にしておいた。

　自分なりに予想を立てると、港さんは肉弾戦が主体であるから、援護射撃役としてケビン……いや、彼の職業ボーナスから考えて、キングの可能性も高いか？

　先程召喚されたばかりのレイには少し荷が重いかもしれないが──それはアルデにも言える事か……。

　港さんの戦略を考えつつ野次馬プレイヤー達の傍そばを横切り、足を進めていく。

　有名どころらしき人物が申請に現れる度、見物人から、歓かん声せいじみた声があがる。

　申請に来たプレイヤーを見てどうするのだろう。と、素そ朴ぼくな疑問を覚えるが、掲示板等で勝者予想や戦闘考察がされると考えれば参加プレイヤーの把握も戦略の内とも思える。

　俺も、召喚獣の保護者としてすっかり有名になってしまったから、掲示板等で過か度どに期待されているのは想像に難かたくない。

　プレッシャーが掛かかるな……などと考えていると、野次馬から一際大きな歓声があがり、釣られるように視線を移す。

「ありゃ戦いくさ乙女おとめじゃねえか？」

「初めて生で見た！　常に最前線にいるらしいから珍しいな」

「ヘルヴォル様、いつ見ても神々しい」

「うぉお、でけぇ！　巨人族!?」

「周りにいるのは召喚獣だろ？　画像で見た以上に迫力あるな……」

　歓声が向けられたその先に現れたのは、様々な風貌の個体が集まった、一つの集団だった。

　黄金のラインが入った漆黒の全身鎧フルプレートメイルに身を包む見上げる程の大男に、その周りを飛び回るピンク色の妖精。

　空中を滑すべるように飛ぶ二体の小鬼が下げ卑びた笑みを浮かべ、それだけで既に〝異様〟とも言える空間が出来上がっているのが分かる。

　そして──先頭を歩くのは、羽根つきの兜ヘルムを被った騎士風の美女を隣に従したがえる、栗くり色いろの髪の女プレイヤー。

　羽は織おるように着ているのは、膝ひざ裏うらまで伸びる赤色のマント。露出の多い白色のアーマーが怪しく光り、背中に背負った豪華な杖つえが、マントが靡なびく度たびに顔を出す。

　その杖には、現実世界において果たしていくらの価値があるのか見当もつかないような拳こぶし大だいの宝石が埋め込まれており、装備アイテムの〝格〟を見せつけている。

　額に装備された銀色のサークレットには赤色の宝石が嵌はめ込こまれており、彼女の装備全体が、言葉では言い表せないような神々しさを放っていた。

　氷のような冷たい瞳と、一文字に結ばれた唇くちびるも相あいまって、気軽に声を掛けられるような存在でない事が伝わってくる。












　港さんが俺に追い付いてくると、今まさに受け付けへと足を進めていく集団に視線を向けながら、耳打ちするようにして短く言った。

「あれがJAPANサーバー最強と名高い召喚士の戦乙女だ。──既に五体の召喚獣を従えているのは圧巻だな」

　二体の小鬼以外の召喚獣の役割は風貌で何となく察する事ができる……ともあれ、彼女自身のレベルは一体どれ程だと言うのだろうか。

　今まで通りに召喚していったとするならば、レベル20毎ごとに一体。つまり、単純計算でレベル80以上と推測できる。

　自分とのレベル差が倍近くある相手と工夫や戦術だけで戦えるのか？　そもそも、レベル80でさえ予想の範囲を超えていない。

「港さんが俺を誘ってくれた日に言っていた、心当たりのあるもう一人の召喚士というのは」

「そうだ。──戦乙女の《花カ蓮レン》。召喚獣としかパーティは組まない召喚獣絶対主義者だって有名だ。もしかしたら案外、ダイキと話が合うかもしれないがな」

　冷やかすように笑う港さんに曖昧な返事をしつつ、見物人からの応援に一切動じない戦乙女に、再度目を向けるのだった。
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　人の邪魔にならぬよう道から外れた場所で井戸端会議をしていると、何かに感づいた部長が眠そうに言う。

『さっきの人達がこっち来てるよー』

　さも興味なさそうな部長の声に釣つられ辺りを見渡すと、先ほどプレイヤー達から注目を集めていた戦乙女とその召喚獣一行が、俺たちに向かって歩いてきているのが見えた。

　まさか、トーナメントに向けての宣戦布告──いや、そもそも眼中にないと考えるのが普通か……。

「おう、天下の戦乙女様のお出ましか」

　若干、顔を引きつらせながら言う港さん。

　俺たちと対面するように立ち止まった戦乙女は、冷たい表情を変えぬまま口を開く。

「こんばんは──相変わらず召喚士らしからぬ格好をしていますね、港さん」

　彼女は淡々と、全すべての言葉を繋つなげるような速さで言い港さんに一礼してみせた。

　港さんは、引きつった顔をそのままに答える。

「それを言うならお前もそうだろ？　セオリー通りにいけば、本来召喚士は魔法職なんだからよ」

「そうですねでも──召喚獣達の能力を最大限に活いかすためには必要な装備ですので私の場合は例外、です」

　港さんは「そうかい」と、早々に会話を終了させるように、両手を胸の前で広げてみせる。

　戦乙女は彼の態度を何とも思わない様子のまま、今度は俺たちの方へと視線を移した。

「初めましてですね。私は召喚士の花蓮──貴方あなたのことは存じております魅力的な召喚獣達のことも、すべて」

「光栄です。俺の名前はダイキ、召喚士です。この子が召喚獣のダリアで、こっちの子がアルデ。頭の上にいるのが部長です」

　既に港さん達とは顔見知りの様子だったため、俺は港さんにパスすることなく彼女の返答を待った。

　召喚獣達を見る彼女は──人が変わったように目を光らせ、紹介に出た名前と召喚獣達を照らし合わせるように、視線を移していく。

　無反応のダリア、部長と、手を握る力を少しだけ強めるアルデ。

　一通り目を通した戦乙女は満足したように目を瞑つぶり、お返しにと自分の召喚獣達の紹介を始める。

「まず横にいるのがヴァルキュリアの《ヘルヴォル》」

　戦乙女に促されるまま、左隣にいた騎士風の女性が胸に拳こぶしを当て、足を交差させながら頭を下げる。

　金属の擦こすれる音と共に独特な礼を見せたヘルヴォル。真ま似ねするように、ダリアがそれをやっているのが見える。

　俺が普段、仕事で顧客に向けるような挨拶をやってみせると、戦乙女の表情が少しだけ綻ほころんだように見えた。

「後ろにいる大きいのが巨人族の《ウルティマ・トゥーレ》でこっちの小さいのが妖精族の《コーラル》、です」

　恐ろしく強度の高そうな黒の鎧よろいに身を包む巨人族のウルティマは、唸うなるような声を上げた。

　全てが鎧に覆われているため性別は不明。顔も何も見る事ができないが、役職的には盾役タンクだろうと予想できる。

　この盾役タンクのガードを突とつ破ぱするのは、見るからに骨が折れそうだ。

　蝶ちよう々ちようの羽を羽ばたかせながら俺の周りを飛んでみせるのは、妖精族のコーラル。

　近くでまじまじと見てみると、小さいながらもちゃんと人の姿をしているのがわかる。

　羽からは常に鱗りん粉ぷんのような光る粉が舞い、彼女が飛んだ後をなぞるように、キラキラと光のラインが出来上がった。

「そしてこいつらが──」

「風ふう神じんでーす！」

「雷らい神じんどえーす！」

　淡々と紹介する彼女の言葉を遮るように俺たちの前に降りてきたのは、羽は衣ごろもを纏った緑色の小鬼と、複数の太たい鼓こを背にした黄色の小鬼。

　何か見た事のある風貌だと思ったら、かの有名な絵に出てくる二柱の神にそっくりだ。

　原理不明の雲に乗り、ゲタゲタと下品に笑っているのが見える。

　──というか、こいつら。

「言葉を話せる召喚獣は初めて見ましたね。よろしくな」

「俺たちは特別なんだよ！　頭ん中にメモしとけ！」

「色気のない召喚獣達だな、どいつもこいつも平たいらな胸しやがって」

　二体の小鬼は尚なおも下品に笑いながら、ダリアとアルデを馬ば鹿かにしつつ、俺たちの周りを移動している。

　両脇に居るダリアとアルデの頭に〝怒りマーク〟がデカデカと貼はりついたように見えた。

「特殊なアイテムを使って召喚した結果呼び出されたのがこの二体ですが大外れ、です」

「花蓮ちゃんヒドイ！」

「俺たちだってやるときゃやるんだぜ！」

　二体の小鬼に対し、戦乙女がうんざりといった声色で付け足すと、二体は必死に自分たちの必要性についてアピールするように戦乙女を挟んで語り出す。

　見かねたヘルヴォルが剣の柄つかに手をかけると、二体は怯おびえたような声を上げウルティマの後ろへと逃げ去った。

　ちらりと見えた黄金の刃やいばが、カチリと鞘さやに仕し舞まわれる。

　賑にぎやかなパーティだな。

　二体の逃げた先をしばらく睨んでいた戦乙女は、冷たい表情のまま再び俺へと視線を戻した。

　しかし、彼女がわざわざ声を掛けてくれた理由が気になるな……顔かお馴な染じみらしき港さんへの挨拶とも考えられるが。

「私は召喚獣が好き──そして召喚獣が好きな召喚士も好きです。貴方の召喚獣に対する愛情は掲示板でもよく拝見します。一目見てわかりましたが貴方は召喚獣をすごく大切にしています。私は貴方を尊敬しています」

　戦乙女は自己紹介の一瞬で俺と召喚獣の信頼関係を察したのか、少しも嫌味を感じさせない声色で淡々と語ってみせる。

　急な褒ほめ言葉に「ど、どうも」と、ただ照れることしかできなかったものの、彼女の召喚獣に対する愛情の一いつ端たんを垣かい間ま見みたような気がしてどこか心強くも感じた。

　トッププレイヤーとも、召喚士最強とも言われている存在であるし、この氷のような表情を見てしまえば身構えてしまう部分もある。

　しかし港さんの言うように、話してみると彼女の〝召喚獣愛〟が伝わってくるし、確かに同じ匂においを感じる。

　風神雷神に対する態度はさて置き、召喚獣達からの信頼度も高いように思えた。

「俺も、召喚士仲間には親近感が湧わきますよ。機会があれば召喚獣達と初めて出会った日の事でも語ってみたいですね」

　特に風神雷神との出会いが気になる所だな。

　俺の言葉に戦乙女は気を良くしたのか、今からでも語りたい。と、言いたげに、モジモジしているのが見えた。

「まあ、なんだ。邪魔しちまって悪いんだけどよ、ここじゃちょっと目立ちすぎるから、とりあえずフレンド登録でもして後日語ることにしないか？」

　──と、割り込むように言う港さんの声に辺りを見渡すと、戦乙女に釣られたのか、多くの野次馬プレイヤーが物珍しそうに集まってきているのが見える。

　確かに目立ちすぎるな。受け付けに向かうプレイヤーと見物人とで、石の町は大渋滞となっていた。

　これだとトーナメント申請に来たプレイヤー達の邪魔になる……。

「俺の方からフレンド申請を送りますんで、よかったら登録してやってください。それと、後日召喚士達の集まりがあるので、そちらにも是ぜ非ひ来てもらえたらなと思います」

　道が塞ふさがってしまうのを恐れ、若干早口になりながら別れの言葉を告げ、素早くフレンド申請を送った。

「──わかりました」

　状況を何となく察してくれた戦乙女は、辺りを見渡しながら短く答え、俺たちとは逆方向へと移動を開始する。

　フレンド欄には《花蓮》の文字が追加されていた。













　午前９時19分──石の町。




　晴天に本日何発目かの花火が打ち上げられた。

　特殊な魔法か何かなのか、打ち上がり花開いたその音は、人々の会話に支し障しようをきたさない程度に抑おさえられている。

　町全体がお祭り状態になっており、プレイヤー達が様さま々ざまな店を開いて呼び込みをしている姿が見えた。

　現在この町にログインしている総プレイヤー数がどれほどかも分からないが、開始前にもかかわらず大勢の人がひしめき合っている。

　はぐれるとマズイので、右腕にダリア、左腕にアルデを座らせ、頭の上に部ぶ長ちようを乗せた状態で俺おれたちは色んな屋台を回っていた。

　既すでに数え切れない人数のプレイヤーに、店の商品を勧すすめられ、写真を頼まれ握手を求められており、それらを丁てい寧ねいに捌さばきながら足を進めていく。

『これも　いい』

『おいしー』

『ちょっと食べにくいぞ……』

『あの……片かたっ端ぱしから屋台の食べ物をせびるの、勘かん弁べんしてくれませんか？』

　お祭り騒ぎというよりも、そのまんま現実世界の祭りである。

　店を出している殆ほとんどがプレイヤー。販売しているのも、祭りならではの〝たこ焼き〟〝りんご飴あめ〟〝チョコバナナ〟などなど、定番の物ばかり。しかし娘達にとっては珍しい物であり、屋台の前を通るたびに『あれ買って』『これ買って』が始まったのだった。

　両手が塞ふさがっている俺は指だけを動かしてメニュー画面を操作し、屋台を開いているプレイヤーから食べ物を購入していくのみで、娘達は御お構かまいなしにそれらを食べ続けている。

『はい　あーん』

　とか思っていると、気を利きかせたのか、ソースで口を汚した状態のダリアが爪つま楊よう枝じで刺したたこ焼きを俺の目の前に差し出してきた。

　レシピがあるのか、それとも工夫したのかは不明だが、見た目も匂においもたこ焼きそのもの。ソースと生地の香こうばしい香かおりと、まん丸としたフォルムに散らされた青のりまで紛れもないたこ焼きに感動を覚える。

　一口で食べるように口を開けてそれを追うと……すぅーっと爪楊枝を自分の元へと戻して、ダリアはそのまま自分の口に放ほうり込む。

『おあずけ』

　片方の頰ほおをパンパンに膨ふくらませながら、お約束の行為をやってのけたダリア。

　誰だれだ！　こんな小悪魔的な技を教えた奴！

　とはいえ、料理のお陰かげで娘達には強バ化フも色々と掛かかっているため、まるまる無駄な出費とは思わない。これから二日間、彼女達には頑張ってもらわなければならないし、先行投資と思えば安い物だ。

『アルデ。一口くれ』

『だめだ！』

　だめなのかよ。

　驚きの声を上げつつ『これは拙せつ者しやのだぞ！』と言わんばかりに、チョコバナナをサッと隠すアルデ。

　この子も案外、食に関しての欲が強いんだよなあ。

『やっぱ　あげる』

『ん。サンキュー』

　心を入れ替えたダリアからたこ焼きを貰もらいつつ、俺たちはトーナメント開始までの空き時間を有意義に過ごしていた。
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　知り合いの中で最初に出会ったのは紅葉もみじさん達だった。

　どうやら俺たちのように屋台を楽しんでいるらしく、両肩に召しよう喚かん獣じゆう達を乗せ、手には焼いたイカを持っているのが見える。

「あら！　ダイキ君じゃない！　来てるとは思ってたけど……あらら、娘ちゃん達のお世話で忙しそうね」

　召喚獣達に何かを与えながら、紅葉さんは俺を見渡すようにした後、苦笑してみせた。

　マーシーさんの店と同様に、オルさんと紅葉さんの店にも寄って可能な範囲で装備を揃そろえてある。

「まあ、試合を頑張ってもらうために必要な事だと思ってますよ」

「ダイキ君は変わらずダイキ君ねー」

　今までも、これからも俺はダイキですよ。

「そういえば、紅葉さんは店を出さないんですか？」

　店を持つ彼女だが、祭りを客として堪たん能のうしているように見える。今日なんか特に書き入れ時ではないのだろうか？

「本気で稼ぐために店をやってるわけじゃないのよ。職業が生産職じゃなく〝召喚士〟である事が、その証明とも言えるけどね」

「……確かに」

「二日目辺りに店を開こうとは思ってるけどね。今日はトーナメント観戦とお喋しやべりがメインなの」

　なるほど。普段店を出しているとはいえ、イベント時に出さないプレイヤーもいるのか。

　まだ出会ってないが、もしかしたらオルさんも客として祭りを楽しんでいるのかもしれないな。




　次に出会ったのは、鈍にび色いろの鎧よろいに身を包んだ銀ぎん灰かいさんと紋もん章しようギルドのメンバー達。

　マスターであるアリスさんの姿が見えないが──まさか今日もギルド業務に明け暮れているのでは……と、あり得えなくもない事を想像してみる。

　こちらに気付いた銀灰さんが、手を振りながら歩み寄ってきた。

「やあ、ダイキ君。今日はお手柔らかに頼むよ」

「こんにちは、銀灰さん。当たった時は全力でいきますよ」

　もちろんだとも。と、銀灰さん。

　後ろにいるメンバー達の表情も、闘志に満ち、気合十分といった様子。

　早い段階からトーナメント用の練習を積んでいるのは知っているため、紋章のメンバーと当たれば苦戦が予想される。

「ダリアちゃんと部長ちゃんも久しぶりだね。えーっと……被かぶり物してる子もダイキ君の召喚獣かな？　初めまして」

　銀灰さんが興味津々にアルデへと視線を移すと、アルデは一瞬固まった後、俺の胸へと顔を押し付けた。

　動かないアルデの代返を銀灰さんに伝える。

「少し見ない間に、随分と賑にぎやかになったね。召喚獣が三体目って事は、ダイキ君の召喚術レベルは40以上って所かな？」

　笑顔を見せたまま、殆ど正解に近い答えを導き出す銀灰さん。

　他職の情報を把は握あくしているとは、流石さすがに大型ギルドの副マスターともなれば詳くわしいな。

「ええ、その通りです。かくいう銀灰さんのレベルは……ちょっと予想できませんが」

「僕は二度目のクラスチェンジを済すませてここに来たから、今で丁ちよう度ど60だよ。個人戦も団体戦も練習してきたけど……個人戦は厳きびしそうだなあ」

　俺の探るような問いに、あっさりと情報を教えてくれる銀灰さん。

　苦戦するであろう誰かを思い浮かべているのか、虚こ空くうを見つめ、呟つぶやいていた。

　それにしても〝二度目のクラスチェンジ〟かあ……してない組に比べ、大きなアドバンテージになると予想できる。

　召喚士職に例えてみれば、最もオーソドックスな《中級召喚士》でも、その恩恵はかなりのもの。

　それが更さらに一段階強化されているとなれば──

「サブマス、現在逃亡中のマスターが食べ歩きしている姿が目撃されたそうです」

「お、案外すぐに見つかったね。じゃあダイキ君達、トーナメントで当たったら勿もち論ろん本気でいくから覚悟しててね」

　銀灰さんは「じゃあね」と、召喚獣達に手を振りながら、メンバーと共に小走りで人ひと混ごみの中へと消えていった。
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　アルデから綿わたあめを貰いつつ歩いていると、鈴の音と共に視界の隅に半透明のプレートが現れた。

　イベント関連の何かだと思いつつ指でタップすると、それは目の前に拡大されて再度表示される。




『トーナメント開始まで残り30分となりましたので、組み合わせ内容を送信いたします。

　会場への入場が可能となりました。席の予約がないプレイヤーは、Ｄ列から始まる自由席にて観戦をお願いいたします。




　試合の中継は《メニュー画面》→《イベント》→《モニター》にてチャンネルを合わせる事で、全すべての試合を観みることができます。




　プレイヤー【ダイキ】様は団体戦『Ｅ─２』混合戦『Ｊ─17』

　となっております。試合開始５分前には、選手控え室にいるようお願いいたします。

　対戦相手やブロックには、場内選手控え室の液晶モニターか《メニュー画面》→《イベント》→《トーナメント表》にて確認することができます。




団体戦開始時刻［10:05］順位［─］

混合戦開始時刻［13:05］順位［─］

個人戦開始時刻［─］順位［─］』




　内容を二度ほど読み返し、団体戦と混合戦の開始時間を把は握あくする。

　この『Ｅ』や『Ｊ』といったアルファベットがトーナメントのブロックで、この数字が選手番号ということだろう。

　試合時間外は観客席で試合観戦ができるということか。

　運営からの通知を閉じると、港みなとさんから〝そろそろ合流しよう〟という内容のメールが届いていたため、俺たちは屋台めぐりを終了し集合場所へと向かった。

　試合開始まで後、三十分。

　年とし甲が斐いもなく燃えてきたな。





　　　＊　＊　＊






　風の町──中央ポータル前。

　港さん達は既に到着していたらしく、転移した先で俺たちを待っていた。定番化しているが、擦すり寄よってくるキングと、腕に抱かれるダリアが睨にらみ合あう。

「遅くなりました」

「まあ、あれだ。俺たちも今来た所だ」

　何かデートの決まり文句的な風にも聞こえたが、お互い特に意識することなく、再び石の町へと向かう。

　石の町で待ち合わせでもよかったのだが、インフィニティ・ラビリンスの時も町の中はプレイヤーでごった返していた。結果、別の町で待ち合わせる事に決めていたのだった。

　コロシアム内で合流できるのかもしれないが、念には念を、である。

「団体戦からスタートみたいですね」

　お祭り状態の石の町を歩きながら、コロシアムへと向かう俺たち。

　着くまでの暇ひまつぶしとして、運営からの通知に記載されていた内容で雑談を交かわす。

「みたいだな。準々決勝辺りから二日目か？　なんにせよ、ピークで盛り上がるのは明日ってわけだな」

　準々決勝か──確かに、盛り上がるとすれば強者と強者がぶつかる、決勝に近い所の対戦だろう。

　思えばケンヤ達Seedシードのみんながパーティで戦う場面も、銀灰さん達が戦う姿も見ていない。参加者の俺に、それらを観戦する時間があるのだろうか？

「他のプレイヤー……特に、トップの方々の戦闘は是ぜ非ひ観ておきたいですね。掲示板で試合の動画でも貼はられていたりしますかね？」

「というか、過去の試合は〝モニター〟から検索して観る事ができるらしいぜ。だから俺たちも特定のプレイヤーの試合をいつでも観戦できる」

　何ど処こから仕入れてきた情報なのか、鼻高々に言う港さん。

　運営の配はい慮りよに感心しつつ「それは助かります」と返す。

　過去の試合を検索できるとなれば、自分たちの試合も自分たちで観ることができるはずだ。勝ち進んだ際は、自分たちの動画から反省点を洗い出しつつ、次の対戦相手の動画を観て対策を練る事ができる。

　コロシアムへとたどり着いた俺たちに、受け付けにいたＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターが声をかけてくる。

　この日のために雇やとわれた兵なのか、相当強そうな外見だが──

「トーナメント参加の方ですか？　それとも観戦希望の方ですか？」

「参加者です。俺がダイキで、こっちが港。召喚獣と共に登録しておりますが、召喚獣達の紹介も必要でしょうか？」

　俺の言葉に受け付けは「少々お待ちください」と、何か名簿らしきものと照らし合わせるように、二度ほど俺たちの顔と視線を行ったり来たりさせる。

　確認が取れたのか、笑みを浮かべたＮＰＣが、開かれたコロシアムの扉の奥にある扉を指差した。

「参加の方は奥の《選手控え室》へとお進みください。また、観戦する際は階段から二階へと上がり、予約席以外の空あいている席でお楽しみください」

　わかりました。と、言われた通りに進んでいく俺たち。

　時間もあまりないので、そのまま選手控え室へと続く扉に向かう。

　横を歩く港さんは、チラリと後ろを確認しながら、呟くように言った。

「今のは王都の騎士団所属のＮＰＣだな」

「騎士団……ですか」

　確かマーシーさんが語っていた、プレイヤーが透明装備で町を走り回っていた際に出動した、用心棒ＮＰＣの総称だったか。

　あれがマーシーさんの言う騎士団だとしたら、そのレベルは１００──

　ここにいる誰よりも強いんじゃないのか？

　ともあれ、なるほど……プレイヤーが粗そ相そうをやらかしても、力で押さえつけるだけの実力者がいるという事か。

「騎士団……王様が来ることと何か関係しているんですかね？」

「なんとも言えないな。まあ、王の警護って考えれば、高レベルのＮＰＣを配置するのも不自然な話じゃない」

　後のイベントに関係する何かなのかもしれないが、現状では何も分からない。

　ともあれ今は試合に集中だ。と、気持ちを切きり替かえつつ、俺たちは選手控え室の扉をくぐった。

　選手控え室の内部は、全て石で造られた簡素な小部屋だった。真ん中に長い椅い子すが置かれ、木製の箱の中には専用の回復アイテム群が並んでいる。

　部屋の壁には、殺風景な部屋には似つかわしくない液晶モニターが設置されており、トーナメント表が表示されていた。

　小部屋は完全に俺たち専用らしく他のプレイヤーの姿はない。室内にいるのは港さんたちと俺たちだけである。

　メニュー画面を操作しつつ、港さんはトーナメント表について語り出す。

「俺たちはＥブロックの二組目だ。トーナメント表からは対戦相手の代表者だけなら確認できるが……当然ながら、知らない名前だな」

　港さん曰いわく、リーダーである俺が代表者であるため、俺の名前は相手も見る事ができるらしい。

　俺の名前は色々と目立っているため、第一試合から対策をされている可能性はあるという。

　そして港さんの言うとおり、対戦相手の名前は知らなかった。

「ダイキの知名度は高いから、初戦から相手に多く情報がある状態で戦わなければならないが……まあ、道は険けわしい方が燃える」

「待ちきれない、って様子ですね」

　少しだけハンデを背負っている状態だが、今までの練習が無駄になるほどとは思えない。

　それに、俺も港さんのように燃えているのが本音だった。

『がんばる』

『がんばるー』

　ダリアも部長も気合い十分といった様子。

　団体戦では留守番となるアルデとレイは、この選手控え室で待機状態となるようだ。

　運営からの配慮なのか、召喚獣や魔獣を帰還・再召喚せずともすむようになっているのは非常に助かる。

　二人には俺たちが戦う姿をモニターで見ていてもらおう。

『皆の武運を祈ってるぞ』

『ああ、アルデも応援よろしくな』

　長椅子の上でガッツポーズを取るアルデの頭を撫なでながら、チラリと港さんとレイの方へと目を向ける。

　親密度不足で思うようなパフォーマンスができないレイは、役職が部長と被る事から留守番組となっていた。港さんがモニターで戦闘を見て欲しい旨むねを伝えても、彼女はそっぽを向いたままだ。

　部長には少しだけあった反抗期的な部分が、今のレイのそれなのかもしれない。

　港さんも、思うように懐なつかないレイに手を焼いてるようだった。

『アルデ──待っている間、頑張ってレイに話しかけてみてくれないか？』

『ええ!?　む、無理だ！』

　俺の提案に、アルデは被り物を大きく揺ゆらしながら慌てだす。

　うまく溶け込めないレイを不ふ憫びんに感じてしまうのは、召喚士ならではの気持ちだろうか。親密度が低いために、上う手まく感情を表せないのだとしても、召喚獣同士なら親密度は関係ないはずだ。

　問題はアルデが人見知りだという事だが……。

『よし。じゃあ団体戦が終わったら甘い物を買ってあげよう』

『ダメだ！　釣られないぞ！』

　ダリアと部長ならイチコロの食べ物釣り作戦も、アルデには通用しない。

　さて、どうしたものか……。

『アルデ　きっとあの子は寂さびしがってる』

　と──アルデの隣に立っていたダリアが、アルデをヨシヨシしながら話しだす。

『姉あね御ご。拙者は知らない人と話すのが苦手なんだ』

『苦手ダメ　こくふくするチャンス』

　弱音を吐くアルデに、ダリアは甘やかす事なく言葉を続ける。

　言っている事はごもっともだが、苦手な野菜を普通に残すダリアが言うと説得力に欠ける。ともあれ、俺たちパーティの長女としての威い厳げんが効いたのか、アルデは恐る恐るレイの方へと視線を向けた。

『が、がんばる』

『そのちょうし』

　なんとか姉妹の中で話がまとまったようで、アルデは身じろぎしながらも小さな決意を表す。

　姉妹ならではの会話を垣かい間ま見みたようで、どこか微笑ほほえましい気持ちになる。

　その間、真ん中の子《部長》は何をしているのかというと、長椅子の端はしっこで仰あお向むけで寝始めていた。

　さっきまで試合に向けて気合いを入れていたと思ったが……相変わらず、緊張感は持ち合わせていないらしい。

　少しだけ緊張がほぐれるのを感じていると、どこからかアナウンスが聞こえてきた。

　左手に燃え盛る盾を装備しつつ、その音声に耳を傾ける。




『試合開始まで、残り５分となりました。選手の皆様は試合の準備を完了させ、開かれた扉から入場してください。尚、試合開始時刻30秒前までにプレイヤーが全員揃そろわなかった場合、そのチームは強制失格となります──試合開始まで、残り５分と……』




　アナウンスと共に、目の前の重厚な扉が音を立てて開いていく。

　その奥からは割れんばかりの声援と雄お叫たけびが聞こえ、控え室にいる俺たちにも、その迫力がビリビリと伝わってくるのが感じられた。

「回復アイテムの方は問題ないか？」

「ええ、問題ありません」

　モニターに表示された時計に視線を向けながら、港さんが最終確認を始めた。

　アイテム確認は勿論、召喚獣とのコミュニケーションも済んだし、こっちは準備万端である。

「じゃあそろそろ入場するか」

　港さんは闘志こそあれど、緊張が感じられなかった。

　彼の後ろに続くキングとケビンも、堂々とした立ち振る舞いで会場へと足を進めていく。

『じゃあアルデ。行ってくるよ』

　ファイティングポーズをとるアルデに手を上げつつ、部長を抱えて会場に入っていく俺たち。

　扉が閉まるのを背中で感じつつ、盛り上がる会場内をぐるりと見渡していく。

　プレイヤーなのかＮＰＣなのか、はたまたリアルな偽にせ物ものなのかは不明だが、観客席には溢あふれんばかりの人の姿があった。

　皆が皆、選手達の入場に興奮した様子で声を上げ、われんばかりの声援となっている。

　視線を流してると、ある一点──席の構造から何から違う、豪華な観客席に座る、初老の男性が目に入った。

　周りに鎧で身を固めた数名の騎士を置き、選手達を見下ろすような形で視線を送る、身分の高そうなＮＰＣ。

「あれが──エルヴァンス・ロウ・ダナゴン二世……王都を統すべる〝王様〟か」

　距離が遠いため細かい容姿は分からないものの、立派な髭ひげを蓄たくわえている事が分かる。

　このイベントのキーマンにして、ストーリーに大きく関かかわってくる人物である事は明白。

　今回のイベント一つ取っても、王様の注目度を上げるのが目的であり、後にある〝何かに〟必要な戦士を探しているという内容だ。その後のイベントにも絡んでくるのだろう。

　会場の声援を遮さえぎるような形で、再びアナウンスが流れだす。




『ここで改めて試合のルール説明を致します。

　制限時間は15分で、相手を全滅させるか、時間切れの際に相手よりも多い人数が生き残っている方が勝ちとなります。負けたチームはペナルティ無しの状態で選手控え室へと転送され、勝ったチームも回復した状態で選手控え室へと転送されます。

　フィールドの構造はランダムに変わり、地形を生かして柔じゆう軟なんに戦法を変えるのが勝利への近道となります。

　蘇生の際は試合中だけ発動時間40秒、クールタイム１分に設定されています。

　試合中に相手プレイヤーを倒した場合、ＰＫ判定になりませんので所持金の移動はありません。

　ハラスメント行為・煽あおり・死体蹴りなどの行為は審しん判ぱんが度合いを判定し、反則・失格を決める場合があり、反則２回で失格判定となります』




　以前メールで送られてきた内容とほぼ一緒であるが、フィールドの構造が変化するというのは岩や凹ヘコみ等が出現して、盾や回避用の場所を設もうけるという事だろう。

　現に、フィールドにはいくつか擬ぎ似じ的てきな壁も設けられているのが見える。

　俺たちがフィールドに到着すると、先に着いていた港さんが相手の装備から分析したのか俺に耳打ちをしてきた。

「盾役タンクがメインとサブに分かれて二人。攻撃力は低いが手数の多い双剣士と、後は魔法職だな。俺たちのような召喚士や魔獣使いはいないらしい」

　相手は全身鎧フルプレートメイルのプレイヤーが二人と、身軽な革製の装備のプレイヤーが一人、残りがローブを身に纏まとっていた。

　盾役タンクらしき二人は、巨大な大盾タワーシールドと槍やりをそれぞれ装備しているのが見え、双剣士はその名の通り、左右の腰に短い剣を差している。

　魔法職の三名は全員杖つえを所持しており、一見して誰が回復役ヒーラーなのか分からない。

　フィールドには全部で四枚の壁があるが、厚みとしては心もとない。

　もしかしたら、一撃で砕くだかれてしまうような脆もろい物なのかもしれないが……現状、こちらも分からないな。

「ともかく、練習してきた事をやるだけ。ですね」

「そういう事だな」

　剣を抜く俺に続くように金属の小こ手てを嵌はめた両手を打ち付ける港さん。

　キングもケビンも元の大きさに戻り、足元にいるダリアが杖を構えた。

『試合開始まで残り十秒……九、八、七……』

　頭の上に乗る部長をひと撫でし、左足を引きつつ胸の前で盾を構え、敵を見み据すえて剣を構えた。

『三、二、一……試合開始！』




　激闘の一日目が──始まった。
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　試合開始と共に視界右下へと出現したのは、相手のＬＰライフポイントを表す六本のバー。

　俺たちのＬＰバーが緑色なのに対し、彼らのＬＰバーは赤色で表示されている。

　フィールドは特に変化がなく、壁を盾にして魔法を避よけられるようになっていた。

　会場の歓声に飲み込まれるのかと思いきや、外部からの音声が遮しや断だんされているらしく、自分が歩く度に、擦こすれる金属の音が明めい瞭りように聞こえてくる。

「馬鹿！　一人で突っ込むな！」

　と──相手の双剣士のプレイヤーが、チームの制止を振り切りながらこちらへ駆かけてくるのが見える。

　狙ねらいはどうやら俺らしく、その高い敏びん捷しよう性を発はつ揮きしみるみるうちに距離を詰めてくる。

　迎え撃つように盾を構えたまま双剣士を見据えると、双剣士は腰に差した二本の剣を引き抜き……打ち上げられる。

「っえ？」

　わけがわからない。

　そんな声色で呟く双剣士。

　召喚士である港さんを倒せばキングとケビンが同時に戦闘不能となるが、俺を倒せばチームは全滅になる。

　それを知ってか知らずか、チームの弱点たる俺に特攻してきた結果、港さんの拳こぶしによって顎あご下したを撃ち抜かれ宙を舞ったのだ。

　向こうチームが何か叫んでいるが、チャンスは見逃せない。俺が盾投擲シールドロブの構えに入ると同時に、ダリアが杖を上から下へと素早く振るう。

　突とつ如じよ、天空から降り注そそぐ極太の炎がフィールドに突き刺さり、右下にあった相手のＬＰバーが一本、一瞬にして消え去った。

　部長が分ぶん配ぱいによってダリアのＭＰマジツクポイントを即座に全回復させる。

　高火力魔法《炎獣の痛みフレイムベル・ペイン》。圧倒的な熱量に焼かれた双剣士は、味方の回復魔法が介入する余よ地ちなしの速さでＬＰを全ぜん損そんさせたのだった。

　フィールドをＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄと四分割して、相手のスタート位置がＡ、こちらのスタート位置がＤとするならば、双剣士が焼かれた場所はＣの位置である。

　俺たちは迅じん速そくに拠点をＤからＣへと移し、双剣士の待機死体の近くで、相手の回復魔法を牽けん制せいした。

　今のは〝ラッキー〟だ。

　陣形を整える事なく単身で突撃するなど、団体戦ではいい的マトだ。

　そのまま姿勢を低く保ちながら、キングと共に駆ける港さんは、相手の陣形を確認し、再び俺たちの前まで戻ってきた。

「ありゃ完全に〝守り〟の体勢だな──左右の壁の間に盾役タンクが控ひかえつつ、後ろでは後衛職が遠距離攻撃の機会を窺うかがっている。イレギュラーこいつは例外として、そこそこ練習を積んでると見た」

　思わぬ陣形に、港さんは地じ団だん駄だを踏ふんだ。

　こうなってしまうと、物理主体の港さん・キングのペアは、下手に動くと双剣士のように的になってしまう。壁という遮しや蔽へい物ぶつがあるため、盾役タンクの後ろは良く見えない。

「なら陣形はこのまま、作戦Ｂに変更しましょう」

　俺の提案に、港さん含め召喚獣達も頷うなずいてみせた。

　俺は鼓こ舞ぶ術じゆつから《降こう魔まの陣じん》と、耐久を下げて魔力を上げる《諸もろ刃はの杖》を発動し、ダリアとケビンに強バ化フを掛けつつ《野性解放》を使う。

　ダリアとケビンが赤色のオーラに包まれたと同時に部長の強バ化フが掛かり、二人の魔力が極限まで強化された。

　壁の横からちょこんと顔を出しながら、相手に照準を合わせて魔法を練るダリア。

　体の周りには複雑な文字が並び、属性を表している赤色の文字が地面を滑るように移動し、相手の足元で魔法陣を形成する。

　港さんとケビンがフィールドの左側を壁を伝うようにして移動し始めるも、相手のパーティは完成した魔法に気を取られている。

「お、おい！　魔法封じはどうなってんだ！」

「そんな指示貰ってないわ！」

「昨日決めたじゃねぇか！　逃げられ──」

　狼狽うろたえるパーティを飲み込んだのは──《獅し子しの顎アギト》だった。

　炎獣を模した魔法は、地上に固まっていたプレイヤー達を喰くらうように口を開き、五人全員を焼き尽くす。

　一気に削けずれた全員のＬＰは、火傷やけどの状態異常も加わってＤｏｔ継続ダメージが追加されていく。盾役タンクのＬＰが三割程削れ、後衛職の三名は七割近くＬＰを失っている。

　素早く回復魔法らしき技を発動させる一人の魔法使いに、港さんとキングが照準を合わせたのを確認。間かん髪はつ容いれずに完成したケビンの闇やみ属性魔法が、再び相手パーティを飲み込んだ。

　黒と紫が入り乱れる巨大な竜巻が、相手パーティに襲いかかる。

　警戒を強めていたのか、盾役タンクが味方全体に《赤色の亀の甲羅レツド・メタルシールド》のような技を使うも、その威力を殺すには至っていない。

　相手パーティの内、数名のＬＰが回復するも魔法によるダメージは計はかり知しれない。後衛職二人が地に伏した。

『じゃま沼　げこ』

　戦えるプレイヤーは盾役タンク二人に回復役ヒーラーらしき後衛職一人。悪戯いたずらっぽい声色で呟きながら、ダリアがちょちょいと杖を振るうと、盾役タンク二人の足がフィールドに沈んだ。

「えっ!?」

「お、おい！」

　連続魔法から解き放たれた矢先に、今度は阻害魔法によって足を取られた盾役タンク達。

　そろそろチェックメイトだな。

　ダリアの《炎獣の牙フレイムベル・バイト》を合図に駆け出していた港さんとキングが、相手の陣地に潜り込む。

　瞬またたく間に三名の仲間を失い、動きを阻そ害がいされる盾役タンクに動揺する回復役ヒーラーは、迫せまる〝二匹の猛獣〟に初めてそこで気が付いた。

「……ひっ！」

　──それは一撃……いや、正確には二撃か。

　残像が残るほどの速度を乗せ、電撃を纏った拳で撃ち抜く港さんと、三本線のエフェクトが残る強力な一撃を浴びせるキング。

　盾役タンク不在の回復役ヒーラーにこれが耐え切れるはずもなく、明らかに必要以上のダメージオーバーキルでもって、フィールド右端まで吹き飛ばされた。

　これはある種〝死体蹴り〟行為に引っかかるのではないかと、咄とつ嗟さに審判の方へと視線を送るも、審判は特にリアクションを取っていない。

　流石に考えすぎか──

「降こう参さん。で、いいんじゃねえか？」

　残された盾役タンク二人を促うながすように、頭を掻かく港さんが言う。

　隣にいるキングは未いまだ臨戦態勢を解こうとはせず、目の前の敵二人に牙きばを剝むいて威い嚇かくしているのが見えた。

　試合の続行が可能かどうか、と言われれば可能なのかもしれないが、全員無傷の俺たちに盾役タンク二人で挑むのは無謀である。

　隙すきを見せるような甘さは命取りだ。距離はあるが、俺が盾役タンク二人に剣を向けると、隣にいたダリアも真ま似ねするように杖を構え、ケビンが手に黒の球体を発生させた。

　これが決め手となったかどうかは不明だが、残された盾役タンク二人は戦闘の意思を見せることなく、その場で降こう伏ふくを宣言したのだった。

『勝負あり！』

　高台から試合を見下ろしていた審判が試合を終了させると、周りから割れんばかりの歓声がフィールドに轟とどろいた。試合中だけ、客席の音声が遮断されるようだ。

　足元に横たわっていた双剣士と地に伏していた後衛職達は光と共に消え去った。

　膝ひざをつく盾役タンク二人も彼らと同様に光に包まれ、フィールド上には俺たちだけとなる。

　やりましたね！　港さん！

　心の中で呟きながら親指を立てると、向こう側にいる港さんが笑顔を見せながらガッツポーズを取ってみせた。

　初戦は順調に突破できたな。今回はダリアとケビンが殆ど試合を決めてしまったのだが。

「三人ともお疲れ様」

　俺は頭の上にいる部長と、横にいるダリア、ケビンへと笑顔を見せる。

　特に消しよう耗もうはしてないとはいえ、初戦を勝ち抜いたのだ。作戦通りに動いてくれたのも練習の成果と言えよう。

『アルデ　かったよ』

　ダリアは何処にあるかもわからないカメラを探すように、明後日あさつての方向へＶサインを向けている。

　ケビンは『お疲れ様』と、返すように大きく頷いていた。

『お疲れー。おやすみー』

『うん？』

　今日も一日終わったぞ。と、言わんばかりの部長だが、スケジュール的には団体戦だけで三時間近く予定されている。

　トーナメントは、まだまだ始まったばかりだ。





　　　＊　＊　＊






　そんなこんなで選手控え室へと戻ってきた。寂しかったのか、転移が終わった瞬間にアルデが俺に抱だきついてきた。

『おかえり！』

『ただいま。少しはレイと話せたか？』

　俺の言葉にアルデは『なんとか』と、曖あい昧まいな返事をしてきた。

　レイは、帰ってきた港さん達の元へ近付こうか迷ってるような印象を受ける。もっとも、港さんが近付くと視線を逸そらし、また部屋の隅すみへと行ってしまったが。

　どうやら、アルデと少し話してはいるようだな──ともあれ、やはり打ち解けるのには少々時間が掛かるか。




『第二試合からのスケジュールはトーナメント表に記載されております。選手の皆様は開始時刻をしっかり把握した上、遅れぬようお願いいたします』




　アナウンスと共に、備え付けの液晶モニターに映るトーナメント表に変化が現れる。

　俺たちと戦った一組が黒く塗られ、俺たち二組が次の試合に駒こまを進めており、四組に勝利した三組とぶつかる形になっていた。

　俺たちと三組の試合は今から十分後で、どうやらその間に、別のブロックでも試合が進行しているらしい。ケンヤ達や銀灰さん達は勝ち進んでいるのだろうか。

「俺は控え室でこのまま待つが、ダイキはどうする？」

　そっぽを向くレイに、困ったような表情を見せる港さんが言う。

　時間もそんなに無いし、俺もこのまま控え室で待つことにしよう。

　俺が「待機してます」と答えると、港さんは小さく頷く。そして魔ま石せきを取り出しレイに見せるように動かすも──レイは全く動かない。飛びついたキングに魔石を奪われるという、見ていられない状態である。

　静かに傍観していたケビンが何かを訴えるようにこちらに視線を送ってきた。

『アルデ。レイとは何を話したんだ？』

『秘密だ！』

　アルデは、内緒話を聞くとは何事か！　とでも言いたげな声色で慌てながらレイに視線を移す。

　──一応向こうのチームの問題だから俺までもが踏み入っていい領域でもないか。アルデを話し相手として心を開いてくれるのを待つしかないだろう。
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　膝の上に仰向けになる部長の腹をワシャワシャと撫でながら先ほど届いたメールを確認する。差出人は椿トルダで、件名には『試合観てるよー！』と書かれていた。

　参加はしないと言っていたが……なんだ、観戦はしてくれているみたいだな。

　一人ぼっちで試合観戦するトルダの姿を想像しながら、本文を開く。

「一回戦突破おめでとう。ケンヤ達も無事に勝ち進んだみたいだよ。ダイキのチームは強いんだね……か」

　本文には俺たちの試合と、ケンヤ達の試合らしき動画が貼られていた。

　俺たちの試合は次の試合の参考までに観ておくか。ケンヤ達の試合は後でじっくり観るとしよう。

「んじゃあダイキ。次の対戦相手の動画でも観るか！」

　長椅子にどっかり座り、液晶モニターの前で腕を組む港さん。レイは少し遠くから、港さんの後ろ姿を眺めているようだ。

　体の向きを変え液晶の方へと座り直すと、俺の隣にダリアがぴったりとくっ付いて座った。撫でられている部長は動画を見る気がないらしく、くすぐったそうに足を動かしていた。
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　怒声が飛び交うフィールド上には、俺たちの他に対戦相手であるパーティの姿……人数は未だに五人しか集まっていない。

　相手パーティの最後の一人は試合開始間近になってもフィールド上に現れず、盾役タンクらしきプレイヤーが苛いら立だちを込め、罵ののしるように叫ぶ。

「ＺＥＴＡ！　あいつ、やりやがったな！　ただじゃおかねぇからな！」

　周りのメンバー達もそれに同調するように、現れぬ最後のメンバーへの不満を口にする。

　事情はよく分からないが……大方、リアルでのトラブルだろう。運がなかったといえばそれまでだ。

「し、審判さん！　俺たちは五人でもやれるよ！」

『許可できません。後30秒で全員が揃わない場合、貴方あなた達は失格となります』

「いや、だって！」

　トーナメントのルールにもあるが、時間内にメンバー全員が揃わなかった場合、そのチームは失格となり対戦する事すら許されない。

　ともあれ、同じ時間に六人人間が集まらなければいけないとなればこういうハプニングも発生するよな……俺たちは実質、俺と港さんさえ来られれば、他のメンバーが揃わないなんて事態はあり得ない。

　そういう意味では、召喚士には有利なルールなのかもしれないな。

『──時間となりました。三組が失格となりましたので、二組の不戦勝として試合を終了いたします』

「待ってくれよ！　せっかく練習してきたのに！」

　一いつ切さいの弁解も受け付けないと言わんばかりに、審判は光と共にその場から消えた。

　明らかに納得のいっていない相手チームは悔くやしそうな、恨うらめしそうな顔で俺たちを見つめながら光に包まれた。

「ラッキー……だったんだよな？　まあ、メンバー不揃いでもＯＫにしちまえば、ルールそのものが意味を成さなくなるからなあ」

　相手チームが消えた場所に目を向けながら、港さんは同情するような声色で言う。

　個人戦と違い、混合戦と団体戦はプレイ環境の違う他人と参加する必要がある。俺たちの対戦相手だったプレイヤーだけでなく、今のようなトラブルで失格になったパーティも少なくないだろう。




　不戦勝となった俺たちは、他の試合が消化されるまでの約二十分間が自由時間となった。

　次の対戦相手の試合を観るという港さんは、長椅子に座ろうとする俺たちに待ったをかける。

「いや、あー……なんだ。対戦相手の情報はしっかり抑えておくからよ、ダイキはちびっ子達連れて、屋台でも行ってきてくれねえか？」

「？　それは助かりますが……いいんですか？」

「気にすんな」

　俺たちに自由時間をくれた──ワケではなく、この時間を使ってレイとのコミュニケーションを取るつもりだろう。アルデが彼女と仲良くなろうとしている事を、港さんは知らない。

　男臭い、なんとも不器用な一面にほっこりしつつ、俺は「なら、お言葉に甘えて」と、ダリア達を連れ控え室の出口へ向かう。

『アルデはどうする？』

『拙者は……』

　俺たちが試合で居ない間この部屋でどんな会話がされていたのかは不明だが、俺が思っていた以上に、アルデはレイの事を気にかけてくれているらしい。

　彼女自身、俺の召喚獣となってからまだ日が浅い。そういう部分でも、未だ溶とけ込こめないレイの気持ちが分かるのかもしれない。

　困ったような声色で『えっと、えっと』と呟きながら、出口に向かう俺たちと、部屋の隅でそっぽを向くレイとに視線を往復させていた。

　人見知りのはずのアルデが俺たちと行くのではなくレイ達のいる部屋の方に留とどまろうとしている。それだけで大きな成長だと言えるが……ここは親として、助け舟をだしてあげようか。

「──アルデはこの場に残って、港さんからの伝言を俺に伝える係りをやってくれ。重要なミッションだぞ」

『え？』

「お、おう……助かる」

　俺の言葉にアルデは驚き、港さんは気まずそうにそれぞれ反応してみせた。

　港さんとしては、水入らずの状態でコミュニケーションをとりたかったのだろうが、自分の提案が一つ通った後だ、その上で俺の提案を蹴ける人じゃない。

　ともあれ、必要ならばメールなりなんなりで連絡は簡単に取れるのだが……放置状態になっているレイの事が余よ程ほど心配なのか、そこまで頭は回っていないようだった。

『と、いうことだ。しっかり仕事をこなしてくれ』

『わ、わかった！』

　なんとなく俺の意図を察さつしたのか、アルデは胸の前でガッツポーズをとりながらレイの方へと歩いていく。

　港さんがなんとも言えない表情でこちらを見てきたが、俺たちはそそくさと出口の向こうへと退散したのだった。
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「お。やっぱり、アルデがいたから遠慮してたんだな」

『そうじゃない』

『久し振りのてっぺんだー』

　会場内を歩く俺は、頭の上に部長を乗せたダリアを肩車しながら観客席へと向かっていく。

　まだどこか遠慮がちなアルデを気遣って、自分も俺と手を繋つなぐだけに抑えていたダリアの欲求が解放された今、少し懐かしい〝団だん子ごスタイル〟へと合体したのだった。

「確か、トルダの席は────」

　マップに表示された席へと目を落としながら、観客席で試合観戦を楽しむトルダの元へと向かう俺たち。

　この子達を屋台に連れ出すと試合の時間に間に合わなくなる可能性すらあるので、挨あい拶さつも兼ねてこちらへ来ていたのだった。

　と──、比較的空すいた区く画かくの席に座る、アイスグリーンの髪の女性プレイヤーの姿を見つけ、俺は手を振った。

「おーい、トルダ」

　それに気付いたトルダは、齧かじっていたフランクフルトを口に咥くわえながら、グラスを持っていない手を振り返し、それに答える。

　グラスの中身は──ビールか？

「不戦勝だったね。ラッキーだったじゃん」

「相手は気の毒だったけどね」

　トルダは二つ出していたモニターのうちの一つを指差し、笑顔を見せた。

　もう片方はケンヤ達の試合だろうか？

「お、部長ちゃんにダリアちゃん。久し振りだねー！　部長ちゃん、私の膝の上で寝ていいんだよ！」

『動くのしんどいからいかなーい』

　部長を見るなり、鼻息を荒くして自分の膝をポンポン叩たたくトルダだったが、部長は動く気がないらしい。

　しばらく部長に視線を向けていたトルダは「なんて言ってるの!?」と、俺に視線を移す。

「試合で疲れてるからごめんね。だってさ」

「あ、そうか……ごめんね、部長ちゃん」

　本来の部長の言葉ではないのだが、彼女の理想を壊すまいと努力した結果、若干しょぼくれた雰囲気を見せたトルダ。

　なんとか部長を説得して彼女の膝上に寝てもらおう……。













　試合観戦を終え選手控ひかえ室に戻った俺おれたちは、港みなとさんが神しん妙みような面持ちで液晶モニターを眺ながめている事に気が付いた。

　その雰ふん囲い気きはどこか重々しい。

「戻りました」

「おう。おかえり」

　レイとのコミニケーションが上う手まくいかなかった……というわけでもなさそうで、アルデもレイも、特別変わった雰囲気はない。

　傍そばで眠るキングを撫なでながら、港さんは設置された液晶に目を向けるよう、顎あごでしゃくってみせた。

「次の対戦相手だが……ちょっと面めん倒どうな事になったな」

「面倒な事、ですか？」

　とりあえず俺たちが液晶が見える場所まで移動し腰をかけると、テテテとやってきたアルデが俺の横に陣取った。

　すかさず収穫について聞いてみると、アルデは少し嬉うれしそうな声色でそれに答える。

『レイの様子はどうだった？』

『むふふ、拙せつ者しやが出る幕まくもないかもしれないぞ』

　港さんの気持ちが伝わり始めたのか、それともアルデが何か手助けをしたのか──彼女の言うように、レイと港さんの距離が心なしか近いようにも見えた。

　彼女達の様子に少しだけ安あん堵どしつつ、俺は港さんの言葉に耳を傾かたむける。

「相手はなんでもない、一般的な構成のパーティだ」

　港さんが指差す先に映るのは、第二試合と表示された団体戦の様子。激しい攻防が繰り広げられているその中で、俺はある物に視線を奪われた。

「……緑の鉢ハチ巻マキ」

　優勢なチームのメンバーは皆、額ひたいに緑色の鉢巻をしているのが見える。

　戦闘に関しては上うわ手てであり、試合は彼らのチームが主導権を握り、進んでいっているように思えた。

「こいつらはマイヤ──姫の王のギルドメンバーだな」

　港さんはため息まじりにそう言った。その声色には『強いチームに当たって運が悪い』という感情よりは、なにか別の意味合いが多分に含ふくまれているように感じる。

　姫の王という名前を聞いて、部長が嫌そうに鼻を鳴らした。

「マイヤさんのギルドメンバーですか。マイヤさん本人と当たるよりは勝機がありそうですが……確かにちょっと」

「きな臭くさい連中だからな。その上、あいつらはダイキの事を目の敵かたきにしている節ふしもある」

　さらっと、とんでもない事を言ってのけた港さん。初耳だった俺は、動揺した様子を隠さぬままに、慌てて聞き返す。

「え？　俺、目の敵にされてるんですか？」

「されている。というよりは、されていた。と、過去形にするべきか……ともかく、《剣けん王おうの墓はか》の後も俺はマイヤの事を頻ひん繁ぱんに話題にする掲示板を覗のぞいてみたんだよ──」

　港さん曰いわく、姫の王が俺に過剰に接触してきた事や、俺がアイテムルーレットの装備を取ってしまった事がファンの間では〝面白くなかった〟らしく、俺の情報から誹ひ謗ぼう中傷まで色々書き込まれていたという。

　隣に座るダリアが、苛いら立だつ気持ちを隠す事もなく顔に出している。

　確かにダンジョンの中では何度か話しかけられたし、ダリアもいたが《生いけ贄にえ》の際には絵え面づら的に二人きりだ。

　アイテムルーレットもダリアの強運によってもぎ取ったが──あれは正当なルールに則のつとって行われたものだし、誹謗される謂いわれはないのだが……。

「連中が今日まで引きずっているかどうかは不明だが──あれだけ姫の王を崇拝している奴らだ、妬ねたみや恨うらみ等の感情を強く残しているかもしれない」

「崇すう拝はいしている。が、＝イコール負の感情が強い人種には繋つながらないと思いますよ。警戒するに越した事はありませんが、気を張りすぎかもしれません」

　そうか。と、どこか納得いかなげな声色で呟つぶやいた港さんは、再び液晶へと視線を戻す。

　港さんにはああ言ったものの……港さんの予想はあながち間違いではないと理解している自分もいた。

　姫の王自身もそうだったが、そのギルドメンバーのダンジョン内での自己中心的な発言の数々、マナー違反に思える振ふる舞まいもあった。注意するのも正義だが、あれだけ人数の差があれば誰でも尻込みしてしまう。

　触さわらぬ神になんとやらで特別なアクションはとっていなかったのだが……今回は直接的な試合。それは避けられない。

　気を取り直すように、俺は港さんに彼らの立ち回りを研究した結果を聞いてみた。

「それはそうと、彼らの戦闘パターンや使用技能スキル等々はどうなっていましたか？」

「おう、そうだな。まずは────」

　次の試合……何事もなく終わればいいのだが。
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　フィールドに着いた俺たちに、じっとりとした視線が突き刺さる。

　ダリアもそれを感じたのか、繋いだ手にギュッと力を入れた。

　相手の構成は刀、剣、槍やりを装備した前衛攻撃役アタツカー三人と、片方が黒っぽい服、もう片方が紺色のローブに身を包んだ後衛攻撃役アタツカー二人──そして赤色のローブを着た回復役ヒーラーが一人。

　その全員が、額に緑色の鉢巻を巻いている。

　俺たちがフィールドに上がると、攻撃役アタツカーのうちの一人が一歩前に踏み出し、余裕の笑みを浮かべながら俺に視線を向けた。

　紺色のローブを纏まとったその男性プレイヤーは、口角を上げながら口を開く。

「やあ、ダイキ君。この間はどうも」

　開始早々、挑発でもされるのかと思いきや……どうやら《剣王の墓》で一緒になったプレイヤーの一人らしい。

　確か彼は……

「はい。色々と勉強になりました──」

「君に言っておかなければならない事があるんだけど」

　挨あい拶さつを返す俺の言葉を遮さえぎるように、男性プレイヤーが語り出す。

「君に盗とられたままの武器……俺たちが勝ったら返してくれないか？　あれはドロップアイテムの中でもかなりレアな部類でね、マイヤ様も昔欲しがってたんだよ」

　男性の言う武器とはアルデの持つ大たい剣けんの事だろう。港さんが言っていた通り、アイテムルーレットの件を未いまだに引きずっている様子。

　一言でも返しておこうと思い踏み出す俺より早く、港さんが待ったをかけた。

「悪いがあれは正当なルールでダイキが獲得した品だ。どんな理由があるにせよ、渡す義理も必要もない。──加えて、今の発言は試合直前に相手を精神的に追い詰める暴言とも取れる。これはちょっとマナー違反なんじゃないのか？」

　冷静を装よそおう港さんが審しん判ぱんの方に視線を送ると、男性プレイヤーは動揺した様子でパーティの中に戻っていった。

　予想はしていたけど、のっけから突っかかってきたな……と、呆あきれる俺に聞こえる程度の声で、前に立つ港さんが呟いた。

「いいか……作戦通りに動いてくれ」

「もちろんですけど、本当にそんな事になるんでしょうか？」

「今のを見て確信した。間違いない」

　短く打ち合わせを済すませた俺たちは、形の変わるフィールドに視線を戻した。

　俺の半身ほどある岩がフィールド上にいくつも出現し始めた。初戦の時とは違い、障害物的な存在となっているものの、これらも盾として応用できる事がわかる。

　作戦通り、部長をケビンに渡し、ダリアと手を離す。

『試合開始！』

　そして──審判の声を合図に、フィールド上を一気に駆かける。

　同時に駆け出す四つの影を視界の隅すみに捉とらえながら、自身に鼓こ舞ぶ術じゆつによる全体強バ化フを掛かけた。

（「──今回、ダイキには囮おとりとなってもらう」）

　選手控え室で告げられた作戦に、初めは耳を疑った俺だが……なるほど。港さんの目もく論ろ見み通り、奴やつこさん達は俺狙ねらいって訳だな。

　試合前に港さんが言っていた〝姫の王ファンに恨まれている説〟も、先ほどのピリピリとしたやり取りで立証されている。

　元々、狙われる対象は回復役ヒーラーである部長か、盾役タンクの俺。普段通り俺の頭に部長が乗っているとなれば、ここを狙わない手はないだろう。

　しかし今回、頭の上に部長を乗せたケビンではなく、明らかに俺を狙って向かってきているのが分かる。

　彼らは、なんとしても俺を自らの手で潰つぶしてやりたいようだ。

　相手に魔法職がいる事から、パーティで一ヶ所に固まるのは得策ではない事がわかる。

　初戦のダリアやケビンがやったように、強力な範囲系魔法を放たれては一いち網もう打だ尽じんである。魔法職が相手の場合、一定の距離を保って防御を固めるのがベストと言えるだろう。

「『氷帝の涙フリージング・シヤワー』！」

「『大噴火ボルケーノ』！」

　俺めがけて降り注ぐ氷柱つららの雨を盾で最小限ガードしつつ、前に大きく転がる事で地中からの噴火を回避する。

　俺が死ねばパーティ諸もろ共ともゲームオーバーとなるが、俺が囮になる事で発生するメリットは多い。

　相手は逃げ回る俺への苛立ちが募つのるし、それによって周りが見えなくなる。そして、俺以外のメンバーが殆ほとんどフリーになり、敵を内部から食い破る事ができる。

　先ほどの大噴火ボルケーノ、ダリアが炎獣フレイムベルシリーズよりも前に習得した魔法の一つだったな──威力は高いが範囲が狭く、今のように対象が動いている状態では当てる事が難しい。

　火属性魔法を使った相手の魔法職は自身の魔法の効果を把握しきれていない……若もしくは、もっとも威力がある魔法が大噴火ボルケーノだったのか？

　ともなれば、技能スキルレベルはダリアよりも低いという結論が出る。

　なぜなら、《大噴火ボルケーノ》よりも《炎獣フレイムベル》シリーズの方が威力も範囲も上をいくからだ。試合開始直後にＭＰマジツクポイントが涸かれているという状況もほぼないと言えるだろう。

　追いついた刀使いの大振りな横よこ薙なぎの技アーツを姿勢を低くし近づくように避よけつつ、地面を擦るように剣を滑らせながら下から上へ、抉えぐるように放つ技アーツ──《昇しよう斬ざん剣けん》を浴びせ、空中へと打ち上げる。

　すかさず《シンクロ》と《手だすけ》を使い、視界半分をダリアの視点へと変更、遠くで宙に打ち上げられた刀使いに向かい、回避不可能な魔法を叩たたき込んだ。

　宙を舞う刀使いを中心として発生した魔法陣に迷わず飛び込むと、流石さすがに追っ手は付いてこなかった。

　フィールドに突き刺さる光線を体に浴びた刀使いはみるみるうちにＬＰライフポイントバーが削けずられていき、その場に落下する。

　視界下方に微かすかに映ったのは、《炎獣の痛みフレイムベル・ペイン》とは別の魔法陣。

　視線を移す時間すら惜おしいと、突撃してきた槍使いに《隼はやぶさ斬ぎり》による超移動でカウンターを与えつつ、背後で発生した《大噴火ボルケーノ》を間一髪で回避した。

《手だすけ》をダリアから部長へと変更し、減へっていたＳＰスキルポイント・ＭＰを分ぶん配ぱいによって回復させる。

「ダイキ！　回復役ヒーラーと剣使いは倒した！　後は魔法職二人と槍使い一人だ！」

　聞こえてくる港さんの報告に心の中でガッツポーズを取りながら、《隼斬り》による不意打ちから立ち直った槍使いと相対した。

「んだよ、雑ざ魚こばっかで使えねえな」

「六対三では薬を使う時間を稼かせぐのは難しいですし、それに回復役ヒーラーは既に倒れています……勝負あったんじゃないですか？」

　吐き捨てるようにぼやく槍使いに、それとなしに降参する事を提案した直後────視界の隅に映ったのは、倒れるダリアと、杖を振り切った格好で止まる紺色ローブの姿。

「勝てないとなれば、最後の足あ掻がきでお前と同じ事をするまでだ」

　魔法を使うわけでもなく、紺色ローブは杖つえを乱暴に叩きつけ、倒れたダリアに追い打ちをかける。

「ダリア！　逃げろ!!」

　杖で打つだけでなく、蹴けりや、踏みつけまでも。それは明らかに戦闘における武術などではなく、ただの暴力に他ならない。

　とっさに叫ぶも敵からの攻撃をあまり受けた事がなかったダリアはうまく立てず、うずくまったままだ。

『七組。快楽目的での無む闇やみな攻撃は、ハラスメント行為に当たります。よって反則を言い渡します。二度、反則になると失格になりますので注意するように』

　審判ＡＩが悪質だと判断したのか、紺色ローブの男とダリアの間に薄い膜のような物が発生し、ダリアへの殴おう打だが妨げられた。

「おいおい、俺は対戦相手を〝攻撃〟していただけだろ？　なんでそれがハラスメント行為に当たるんだよ？」

　審判に対し不満を爆発させる紺色ローブ。対する審判は冷静な口く調ちようをそのままに、その理由を述べていく。

『私たち審判は参加者の思考を読み取り、その意図を汲くみ取とってジャッジしております。危険な意図を持つ攻撃はハラスメント行為に該当し、反則扱いです。やろうとしてそうなった。のと、結果としてそうなってしまった。のとは、完全に区別されます。トーナメントは喧けん嘩かの場所でも殺しの場所でもなく、スポーツの場所ですよ』

　正にＡＩだからこそできる正当な審判という事か……紺色ローブも、流石の審判には逆らえず、舌打ちと共に半歩後ずさる。

　それにしても──俺をいたぶるのが不可能だと判断し、対象をダリアに変えるだと？

　ＬＰ自体は殆ど減っていないとか、紺色ローブが審判によって〝反則〟を告つげられたとか、そんな事は関係ない。

　せせら笑う槍使いプレイヤー。

　俺は腹の底から沸き立つその感情を必死で抑おさえながら、技アーツを発動させる。

　弾はじき飛ばされる槍使いを無視しながら紺色ローブへと歩み寄り、汚れのついた服を払うダリアへと視線を移した。

「トーナメントだからある程度は黙認するつもりだったが────うちの子達は、お前の玩具おもちやじゃない」

　思えばこの試合、そもそも相手は勝つ気で戦っていたのだろうか？

　もっとも狙われやすいであろう回復役ヒーラーをフィールドの奥に待機させ港さん達を誘って戦力の分散を図はかり、ケビン達と俺をそれぞれ足止めさせ、俺から見える場所でダリアに悪質な攻撃を加える。

　そもそもの狙いがコレだと言うのなら、こいつらは救いようのないクズの集まりという事になる。

（「お前と同じ事をするまでだ」）

　自分達の崇拝する姫の王と、目の前で二人きりの空間に消えられ、心が引き裂かれたとでも言うのか？

　ルーレットで武器を取られ、姫の王の前で恥をかかされたからか？

「……どうでもいい……くだらない私し怨えんだな。言っておくが、お前らの蛮ばん行こうのせいで姫の王の評判は確実に落ちているぞ」

「マイヤ様は、俺たちがいればそれでいい。周りの評判なんか必要ない」

　本当にダリアをいたぶるのが目的だったのか、紺色ローブの男はヘラヘラと笑っているだけ。

「一生やってろ。他人を巻き込むな」

　俺は男の意識を刈りとるように、渾こん身しんの技アーツを放ったのだった。
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〝ケンヤ達も順調に三回戦を突破したよ〟という内容のメールに、『この後も応援ヨロシク』と短く返信を打ちながら、その後のダリアを気遣うような文に、思わず文字を打つ手を止めた。

「ダリアちゃんの様子はどう……かあ」

　モニターで試合を観みていたトルダも、ダリアを心配しているようだ。

（『きにしない』）

　相手の憂さ晴らしの標的にされたダリアは試合が終わった後、短くそう言い、それ以降はいつにも増して無言を貫つらぬいている。

　いくら自身のスペックが高いとはいえ、彼女はまだ幼い。俺と同じ異人プレイヤーから狂気染みた感情と共に襲われ、ＬＰこそ殆ど減っていなかったが、精神的に大きなダメージを受けていると考えられる。

　モンスターには何度か襲われているし、一つ目鬼サイクロプスやブラック・ドラゴンには戦闘不能状態に陥おとしいれられているが、そこには〝憎しみ〟や〝妬み〟の感情は含まれていない。

　召しよう喚かん獣じゆうはプレイヤーの感情に敏感だ。邪悪な笑みを浮かべ、狂ったように杖を振り回す相手の腹の中で渦うず巻まく感情に、恐怖したに違いない。

　例とするなら、犬や猫に嚙かみつかれ、以降それらが触れなくなるといった〝トラウマ〟。だが、様さま々ざまな感情が含まれていた分、あの紺色ローブのほうがタチが悪い。

『あねきー』

『めいそうちゅう　会話　きんし』

　心配そうに声をかける部長に、口の前で両手の人差し指をクロスさせ短く言うダリア。

　様子がおかしいと察さつしたアルデは俺や姉達の顔をきょろきょろ見ながら、困っている。

「ダリア……次の試合、戦えるか？」

　俺の言葉に、ダリアがピクリと反応を示す。

　港さんには申し訳ないが、試合できるような状態ではないダリアを無理矢理出場させる事はできない。

　体の傷は治るが心の傷はなかなか治らないとは、よく聞く言葉だ。

「ダイキ。あまり無理させるのも可か哀わい想そうだぜ。俺の事は気にしなくていいからよ、休ませてやれよ」

『もんだい　ない』

　俺の言葉を聞いた港さんは長なが椅い子すに腰掛けるダリアに視線を向けながら〝棄き権けんしても構わない〟と言ってくれた──が、ダリアはそれを強い口調で否定。出場の意思表示をしてみせる。

『ダリアが無理をして戦えば、俺も港さんも、部長やアルデも皆心配するんだ。俺はダリアを我慢させてまで戦って欲しくない』

　今度はシンクロによってダリアに語りかける。嫉しつ妬とや憎悪の感情をその身に受けるには、彼女はまだ幼すぎた。

『もんだい　ない』

　意地を張るダリアが答える。

　俺に向けていた視線を、ゆっくりと下ろしながら。

『そうじゃ　ない』

『そうじゃない？』

　聞き返しても、彼女はそれ以上何も語らなかった。

　付け加えるようにポツリと言った〝そうじゃない〟という言葉に、何か深い意味を探ってしまう。

　ショックを受けていると考えていたが……違うのか？
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　第四戦目の相手と対たい峙じする俺たちだが、港さんも試合とは別のことに心配な表情を送っている事が見て取れた。

　ハプニングがあったとしても、時間は待ってくれない。

　例外があるとするならば、あのＶＩＰ席らしき場所に腰を下ろす、王様の一声があった時くらいだろう。

　今まで三戦を勝ち抜いてきた俺たちだったが、王様が気にかけてくれている証あかしである〝注目度〟は、わずか十数ポイントしか増えていなかった。

　一戦目より二戦目、二戦目より三戦目に多くのポイントが入っていた事は認知しているが……特別手て応ごたえは感じない。

　側近の騎士達も含め、王様は真剣に試合を観戦しているように見えた。

「ダイキ……ダリアちゃんのほうは大丈夫なのか？　俺は、今後に響いて可哀想な想おもいをさせるのは見てられねえぜ」

　対戦相手の確認もそこそこに、耳打ちしてくる港さん。ダリアは杖を持ちながら仁王立ちをし、相手チームを見据えている。

「ダリアが大丈夫と言ったので、俺は大丈夫だと判断しました」

「おいおい、無茶を止めてやるのも召喚士の役目だろ？」

　俺の返答に不満を漏もらす港さん。

　港さんも港さんで、皆に溶とけ込めない新しい召喚獣の事を気遣う優しさの持ち主だ、ダリアの身を案じてくれているのだろう。

「子を信じてやるのも、親の役目だなと」

「……揺ゆるがねえなあ」

　少々、意地を張るような口ぶりの俺に、港さんは〝もはや何も言うまい〟といった様子で折れてくれた。

　言った後に気が付いたが、これでは意地を張るダリアの真ま似ねになっているではないか。

　ダリアの意地っ張りは一つ目鬼サイクロプスの時や、初めて野性解放を使った時にも見た光景だが……まさか俺がダリアに釣られてしまうとは。

『試合開始！』

　審判の声で我に返り、向かってくるプレイヤー達へと視線を向けた。

　三戦目の影響で、まともな情報を探る時間を得えられなかったため、四戦目の相手がどんな技を使ってくるのかも不明である。

　盾役タンク一人に、前衛攻撃役アタツカー二人、魔法職三人といったざっくりとした構成なのは分かるが……不利な状況である事は明白だ。

　遊撃手である港さんとキングも、相手の動きが分からなければ迂う闊かつに動く事ができない。仲間同士で一定の距離を保ちつつ、相手の動きを観察する。

『ダリア、攻撃役アタツカー二人の足を奪って盾役タンクを孤立させろ』

『うん』

　剣と盾を構えながら味方への強バ化フを展開しつつ、ダリアへと指示を飛ばす。

　俺の言葉に素早く反応したダリアは、闇やみ属性魔法の《闇の底なし沼ダーク・マーシユ》によって攻撃役アタツカー二人が踏み出した足の下に、黒色の沼を形成させた。

　すかさず隣にいたケビンが《闇霧ダークミスト》を使用し、同時に妨害を狙う──

「《浄化の加護》!!」

　盾役タンクが動く。

　シールドを天に向けるように何かを唱となえ、降ふり注そそぐ光に包まれた攻撃役アタツカーは沼と霧をかき消した。

　何らかの技能スキル、若しくは技アーツを使用したのだろうが詳細は不明。ただ言える事は、阻害系魔法が不発になったという事だ。

　攻撃役アタツカー二人と盾役タンクの位置が変わり、盾役タンクの前に飛び出した攻撃役アタツカーの二人。

　片方の武器は双剣だが……もう片方は武器を持っていないように見える。港さんと同じ、拳士グラツプラースタイルなのだろうか？

　俺の《隼斬り》に近い速度で港さんが攻撃役アタツカーの一人に殴りかかるも、相手の盾役タンクが何かを発動させたのかＬＰが殆ど削れていない。

　そのまま、港さんとキングが双剣士と盾役タンクを請け負う形で対峙し、俺は拳士グラツプラーを迎え撃つ。

『ダリアは港さんとキングの援護を優先しつつ、相手の魔法職の動きを警戒。部長は随時強バ化フと回復。優先順位は俺のＬＰ、港さん達のＬＰ、ダリアとケビンの──っ!?』

　シンクロで指示を飛ばしながら盾を構えていた俺の肩を、何かが貫いた。

　血こそ出ないが、細かいガラスの破は片へんのように散るポリゴンと共に、無視できない量のＬＰが減る。

　体勢を崩された俺を襲う謎なぞの攻撃。

　見極めるため深く盾を構えながら周りを確認すると、距離のあった拳士グラツプラー……いや、拳士グラツプラーだと思っていた攻撃役アタツカーが、何かを振り回すように腕を動かしているのが見えた。

　何かの技能スキルか……？

　いや、考えている余裕はなさそうだ。

　転がるように大きく避よけたコンマ数秒後──電撃で形成された矢のような魔法が、螺ら旋せん回転しながらその場所を通過する。

　ダリアとケビンが反撃の魔法を展開するも、俺への攻撃は止まらない。

「どんな原理で……ッ！」

　指揮者のごとく、俺に向けて何かを振るう攻撃役アタツカー。

　物理にせよ魔法にせよ、軌道が見えなければガードもままならない。

『ごしゅじん。ＭＰが尽きそうー』

『お、おう。ちょっと待ってくれ』

　視界右下に映るパーティのステータスは、部長のＭＰが枯こ渇かつ寸前を示している。

　全員の強バ化フに加え、俺のために回復魔法、魔法で激しく撃ち合うダリアとケビンのため分配をそれぞれ発動している部長だったが──今回は一段と減りが速いように思えた。

　阻害系魔法の中に、〝相手のＭＰ消費量の上昇〟に近い物があり、これを誰かが発動しているのだとすれば……相当戦い辛づらい。回復アイテムも限られている中で、長期戦は避けるべきか。

　大会支給のＭＰ回復薬による回復量は、部長の全ＭＰ量の60％程度──クールタイムなしの親切設計だが、残りは九つしかない。

『部長。皆のＭＰの減りが速い原因だとかは分かるか？』

『わかんなーい』

　そうだよな、俺も分からない。

　下調べの重要性を再認識する。

『でも、そこにいる人の武器が、ごしゅじんに貰もらった装備と同じなのかなーって、それだけ考えてた』

　記憶を辿たどるように遡さかのぼる──と。

『……そういう事か』

　部長のナイスパスにより目の前のプレイヤーが行う不可視の攻撃のカラクリに気が付いた俺は、相手の手の動きに合わせて盾を構え、《技術者の心得》の補正も借り、盾弾きシールドパリイを繰くり出だした。

　手応えは薄い──しかし、成功である。

　何かを振り切った形で止まる攻撃役アタツカーに、盾突進シールドタツクルで体をぶつける。

　接触の衝撃によって弾き飛ばされた攻撃役アタツカーは、確定Criticalクリテイカルによって大きくＬＰを減らした。

　相手の盾役タンクは港さん達に止められているのか、味方の防御力強化をする余裕がない様子。

　ここで一気に畳たたみかける！

　ダリアの視界をリンクさせ《手だすけ》を発動、俺が弾いた攻撃役アタツカーへ追い討ちの魔法を発動させた。

　黒紫色の花が、態勢を崩した攻撃役アタツカーを中心に花開き──弾けるように砕くだける。

　連続する斬ざん撃げき音と共に、継続Ｄｏｔダメージの域いきを超えた恐ろしいスピードでＬＰを減らしていく攻撃役アタツカー。遅れて飛んできたのは回復魔法だがダリアの火力に軍配が上がり、十秒と経たたぬ間にＬＰを削りきった。

「よ……!?」

　喜ぶのも束つかの間ま──赤色の全身鎧フルプレートメイルに身を包んだ盾役タンクが俺へ《挑発》するのが見えたが、時既すでに遅し。

　召喚獣達への指示と《手だすけ》に脳の処理を充てていたせいで回避行動が遅れ、体ががくりと重くなった。

　敵も対応が早い。と、評価するべきか。

　まるで重圧ヘヴイを待っていたかのごとく、俺を上と下から挟むように展開される巨大な魔法陣。

　ダリアの《炎獣フレイムベル》シリーズに匹ひつ敵てきするレベルの範囲で、その長い詠唱時間から、ＭＰが多く込められた高威力の魔法だという事を物語っていた。

《隼斬り》で港さんの所まで移動するか？

　……いや、効果の対象外で発動できない。その上、俺の防御技アーツを展開しても焼け石に水だ。

　脳内をフル回転させるも、現状打破の策さくが浮かばない。

『──させない』

　ダリアが呟きとともに発動させたのは二つの魔法。

　けたたましい音と共に、十の電撃が絡み合い……一束の雷イカヅチとなって降り注ぐ。

　それを迎え撃つかのように足元から打ち上がったのは、炎で形成された……《獅し子しの顎アギト》。

　エネルギーの性質は全くの別物。

　しかし、接触した力と力は拮きつ抗こうし──爆風と衝撃波を生み出した。

　けれども、力のぶつかり合いは一瞬にして幕を閉じる。

『たべていいよ』

　杖を振り上げるように動かしたダリアが、吐き捨てるようにそう言うと、俺を守る形で生まれた獅子が巨大な雷を喰くらい尽くした。

　技能スキルレベル、魔力。

　相手の魔法職をダリアのスペックが上回っていた。

『助かった。ありがとな』

『まかせて』

　頼もしい仲間によって、全滅の危機を免まぬかれた俺たち。

　港さん達は既に攻撃役アタツカーを倒し、盾役タンクと二対一で戦闘を行っている。ダリアとケビンには後衛達への牽けん制せい役を担になってもらい、俺も部長と共に港さん達に加勢する。

　いくら硬かたいとはいえ、四対一で生き残れる盾役タンクは居ないだろう。高火力なダリアとケビンによる魔法は回避せざるをえない威力であり、その都度、回復を妨害されている回復役ヒーラーが殆ど機能していない。

　これは勝負ありだな。
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　休憩から戻った俺が選手控え室にログインすると、液晶を食い入るように見つめる港さんの姿があった。

　小さくなったケビンを肩に乗せ、腕組みした状態でピクリとも動かない。

　少し離れた隣にはレイの姿があり、液晶と港さんとをチラチラ観察するような仕草を見せていた。

　召喚時と比べてかなり距離が近くなったなと感じつつ、明らかに様子のおかしい港さんに声をかける。

「戻りました」

「おう。とりあえず、コレを見てくれ」

　今日はずっと行動を共にしているから、挨拶もそこそこに……という例えは正しいのか定かではなかったが、港さんは俺に視線を向けるなり、単刀直入にそう言った。

　言われるがまま液晶の方へと視線を移すと、次の対戦相手であろうパーティがそこに映っているのが見える。

「統とう率そつの取れたいいチーム……ああ、なるほど」

「マイヤ信者とは違う意味で、厄介な相手だ。ともあれ、こっちのヤバイは大歓迎だがな」

　さも楽しげに語る港さんの見つめる先──液晶に映るのは、抜ばつ群ぐんのチームワークを見せる〝紋もん章しようギルド〟のパーティだった。

　見る限り、銀ぎん灰かいさんやアリスさんの姿がない事から、同じギルドメンバーという情報しか分からない。けれども、液晶越しでも分かる俊しゆん敏びんな動き、判断力、タイミング。そのどれもが〝積み重ねてきたもの〟を感じさせた。

　あの早い段階から、本部内に競技場を設もうけて備そなえていたギルドであるから……それに所属する隊員が相当に仕上がっている事は、想像に難かたくない。

　思わず見み惚とれる俺に苦笑を向ける港さんは、右手でプレートを操作しながら解説を加えてくれる。

「ダイキが知ってるかどうかは分からないが、俺はこのパーティの数名と、以前一緒に戦った事がある」

　俺と組む前は、色々なプレイヤーと最前線で戦っていたという港さん。

　姫の王や戦乙女にもその存在を認知されていた程だ、紋章ギルドの面々と共闘していても、なんら不思議ではない。

「じゃあ強さも……」

「ああ、把握済みだな。が、映像を見る限りじゃ連携の練習をこれに向けて相当積んできた事が窺うかがえる。何度も言うようだが、厄介な相手だぜ」

　姫の王のギルドメンバーの時とは違い、港さんは〝強者〟に対する警戒をしていた。

　楽しげな声色とは裏腹に、その目には闘志めいた何かが宿っているのが分かる。

　港さんは鎧よろいを身に纏まとったプレイヤーを指すように、顎でしゃくってみせた。

「こいつは紋章ギルドの三番隊隊長。身の丈以上ある盾と手て斧おのを得物とする盾役タンクでパーティの要かなめ。要注意人物の一人だな。技能スキルは知る限り、今見た限りでもオーソドックスな自身強化系のみだが、なにしろ技能スキル的にもステータス的にもレベルが高い」

「それはまた……」

　とんでもない人が混じっているな。と、滅め入いるような声になるのを抑えつつ、液晶の方へと再び視線を移す。

　重厚な大盾タワーシールドを構え、肉厚の斧を振り回すそのプレイヤーは、かなり特徴的な顔をしていた。

　上顎から伸びた二本の牙きばと、口の周りに生はえた硬そうな髭ひげ。つぶらな瞳ひとみと物騒な斧、鎧、そして盾はミスマッチと言わざるを得ないが、迫力という意味ではモンスターをも上回っているかもしれない。

　確かこの動物は──

「セイウチですね」

「セイウチだな」

　殆ど人の原形がない、そのままセイウチの顔を取って付けたようなアバターに、少しだけ戦意が削そがれてしまう。

　部長を相手にしているような、そんな罪悪感まで湧わいてくる可能性すらある。

　に、しても。

「獣型である部長やキングは分かりますが、この方は人型をしてますから獣じゆう人じん族ぞくですよね？　ここまで獣よりの顔をした人も、なかなか見ませんが……」

「まあ、アバターに目が行くよな。情報元ソースは掲示板だが、獣人族を選ぶと〝度合い〟ってのが決められるらしく、０に近いと人の顔に、１００に近いとベースとなった動物の顔になるらしいぜ」

　キャラメイキングの時に決められる、種族毎ごとのオプションみたいなものか。

　俺は特徴のない《人族》を選んだから特に弄いじる部分も無かったが──なるほど、この人のような獣人族だったり、もしかしたらアリスさんのような竜人族だったりも、その対象かもしれないな。

　猫のような耳と尻尾しつぽを付けたくて獣人族になった人もいれば、猫そのものになりたくて獣人族を選んだ人もいる。そんな幅広いニーズに応えるための〝度合い〟機能だろう。

「ちょっと脱線したな──ま、要注意人物はセイウチだけじゃあない」

　言いながら、港さんはセイウチ顔の後ろに控える巨人族のプレイヤーを指差した。

　いつか見た、戦乙女の召喚獣と同じ種族。周りのメンバーとの体格差は顕けん著ちよであり、彼女の持つ薙刀なぎなたも、俺の知る規格大きさを逸いつ脱だつしている。

「こっちが三番隊の副隊長さんだな。どうやら紋章ギルドは隊毎に面子メンツを絞しぼってそのまま参加させたようだ。……まあ、普段から連携は意識しているんだろうから、完成度は野良パーティの比じゃないだろ」

　後頭部を掻かきながら、呟くように言う港さん。

　液晶内には、セイウチ顔の男性プレイヤーと巨人族の女性プレイヤーのツートップで戦闘を繰り広げる様が映し出されており、相当なレベル差があったのか、ものの数分で相手は壊滅状態までに追いやられていた。

　続く三回戦目、四回戦目も圧勝で通過しており、控える四人のプレイヤーは誰も戦っておらず、彼らの技能スキルは疎おろか、職業すら不明だ。

「この薙刀大女が、このパーティのエース攻撃役アタツカー。今までの試合は、この二人だけでほとんど突破しているようだな」

「この盾役セイウチと攻撃役巨人族を先に潰すことができれば……」

　言いながら港さんの方へ視線を向けると、彼は液晶から視線を外さぬままにゆっくりと首を振る。

「いんや──後ろにいる回復役ヒーラーのこの男。コイツもかなり敏びん腕わんだし、他の三人も相当レベルが高い」

　それじゃあまるで。

　そう言いかけて、一度言葉を飲み込む。

　港さんの言いたいことが、なんとなくわかったからだ。

「隙すきが……ないんですね」

「そうだ。相手は超大型ギルドの三番手だから当たり前だが、トーナメント五回戦目に当たる相手としたら上玉も上玉──今までの相手とは〝格〟が違うな」

　港さんにここまで言わせる相手となれば、ダリアやケビンの広範囲高威力魔法を先制撃ちできる隙があるとも、先走って孤立するプレイヤーがいるとも思えない。

　文字通り、全力で当たらなければならない相手と言える。

「時間が惜しい。とりあえず、相手技能スキルの大まかな把握と武器や防具の特徴……無む駄だかもしれないが、弱点となる部分の選出。それに基もとづいた、俺たちの最初の陣形の確認を済ませよう」

「わかりました」

　それから──過去の試合映像と、昔港さんが共に戦ったという経験から彼らの職業や技能スキルを想定し、簡単なシミュレーションを進めていく。
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『──ダイキ』

『……ん？　どうした、ダリア』

　連戦がしんどいのか、いつも以上にダレつつ口数の少ない部長と、レイの傍で手を振ってくるアルデ。この二人の頭を交互に撫で、港さん達が立つ試合会場入り口の前に進む。

　既に戦闘態勢に入っている港さん達を横目に、俺の足をちょいちょいと突つつくダリアへ視線を落とした。

『ありがとう』

　入り口を見つめ、ぽつりと言うダリア。

　俺は、なぜ彼女に感謝されたのか理解できなかった。

『ダリアも　部長もアルデも　いままで攻撃を受けた事はほとんどない　それは　ダイキが守ってくれていたから』

『よせよ、くすぐったい。俺はお前達の親で盾役タンクなんだから、当然の役目ってわけだ』

『そうだけど　そうじゃなくて──』

　何を今更。と、苦笑しつつそれに答えると、なんとも煮え切らない物言いで、もじもじと体をよじらせるダリア。

　姫の王ギルドのメンバーの件に関係しているのだろうか？　あの時は結果としてダリアを守れなかったんだけどなあ。

『ダイキと同じ種族でも　いろんな人がいるのがわかった』

『……ダリアは人の醜みにくい部分に当てられたのは初めてだもんな。それに関しては、俺から謝るよ。それにこの先、ダリア達は沢山の人と出会うはずだから、今回限りとは約束できない』

　試合で負けて頭を冷やせた──そんなプレイヤーが、あの中にどれだけいるだろうか。逆上し、更に嫌がらせされる可能性の方が高い。

　俺が標的であるならば、召喚獣であるダリアや、部長やアルデも強制的に巻き込んでしまうのは明白。

　この先、あんな陰いん湿しつな手を使って憂さを晴らしてくる輩やからに対応していく上で、彼女達を悲しませてしまう場面がまたあるかもしれない。

『拙者は、ダイキ殿といられればそれで十分だぞ』

『わたしも。他が楽しければ気にしないよー』

　思いもよらぬ娘達からの告白に、何か込み上げてくるものを感じた。

　何か言葉を返そうにも、突然の事でうまく頭が回らない。

　部長とアルデへ交互に視線を送りながら、この感情の正体が〝喜び〟であるとわかる。

　まだ幼い彼女達に人間の醜さを見せてしまったという〝後悔〟と、この先それらに巻き込んでしまうという〝悲しみ〟。

　どちらの感情をも凌しのぎ、真っ先にやってきた〝喜び〟。愛する彼女達から向けられた純粋な気持ちは言葉にされると余計に効く。

『いろんな人がいる　特別にしてくれるのはダイキだけ　愛してくれるのはダイキだけ　だから改めて──ありがとう』

　そうか。

　落ち込んでたのはダリアじゃなく、俺だったのか。そして、彼女達にはそれが分かっていた。

　俺の方こそ、ありがとうだ。

「……さ、さあ。試合が始まるぞ！　気合い入れていこう！」

　試合開始時刻はもう間もなく。

　入り口の扉がゆっくり開くのを確認した俺は、気合いを入れるように声を上げる。

「お、気合い十分だな、ダ……お前、なんで泣いてるんだ？」

「なんでもないです！」

「そうか？　戦う前からプレッシャーにやられたのかと思ったが、まあ普段通りやろうや」

　なんだよ。ＶＲには涙を表現する機能まで備わっているのかよ。

　そこまでのリアルは、求めてないぞ。

『──いこう』

　様々な物から吹っ切れた俺たちは、試合会場へと一歩、踏み出した。













　対面すると改めて分かる、〝圧迫感〟にも似た何かが俺おれたちに向けられた。

　既すでにそういう類たぐいの技能スキルを使っているのかは不明だが、ともすれば、彼らが纏まとっている〝自信〟に押されているのかもしれない。と、向けた視線をそのままに、俺は彼らの分析を終了させた。

「やあ。マスター達から話は聞いてるよ。今日はいい試合にしよう」

「ええ、よろしくお願い致いたします」

　握あく手しゆこそないが、リーダー格であるセイウチが盾を持たない左手を挙げ、軽く挨あい拶さつをしてみせる。豪ごう快かいな見た目とは裏腹に、かなり律儀な性格をしている事に驚きながらも、それに返してみせた。

　動画で見た通り、盾役タンクのセイウチを筆ひつ頭とうに、薙刀なぎなたを持った巨人族の女性や、残りのメンバー達が並んでいる。

　彼らの陣形としては、前衛に盾役セイウチと薙刀、そして槍やりを持った男性プレイヤーのスリートップで、後ろに控ひかえる回復役ヒーラーを、残る二人のプレイヤーが守るようにポジションを取っていた。

　巨人族に関しては背丈もそうだが、腕の長さも人族とは比べ物にならない。その上、リーチの長い薙刀を使っているとなれば、盾役セイウチや槍使いを孤立させるのは難しい。距離を取ろうとも、ものの数歩で間合いを詰めてくるだろう。

　港みなとさんと事前に決めた作戦が上う手まくいけば流れを完全に掌しよう握あくできるが──失敗すれば容よう赦しやのない火力と射程によって返り討ちにあう。

　控えている二人のプレイヤーがどんな技を使ってくるのかは、残念ながら分からない。今の所、そこだけが不安定要素と言える。

「久し振りだな、ドンさん。動画を観みたが……相変わらず脳筋盾役タンクやってるな」

「港に言われたくはないねえ。魔法職である召しよう喚かん士しなのにもかかわらず、物理攻撃主体の超近接スタイルなんてね……という意味では、お義と父うさんの方も召喚士としては異端的スタイルみたいだけど」

　思っていた以上に親しい様子の港さん、そしてセイウチドンさん。

　俺のスタイルも知っているとなれば、やはり相手も俺たちの試合を予習してきているようだな。

　強つわ者もの揃ぞろいのチームなのに……というか、だからこそ……というか、勝負に対して余念がない事が読み取れる。

　驕おごらない強者ほど、厄やつ介かいな相手はいない。

　試合開始を告つげる審しん判ぱんの声と共に、俺たちは相手チームの前衛と一気に距離を詰めた。

　こちらの特攻メンバーは港さん、キング、俺、部ぶ長ちようだ。

　シンクロによる視界の共有を部長と繋つなぎ俺の死角となる場所をカバー。同時に、後方で援護射撃を行うダリアとケビンの姿も視界に入れる事ができる。

「殴なぐり合い希望か」

　ほぼ同時に駆かけ出した相手のパーティも標的ターゲツトを決めていたらしく、迎え撃つ形で技アーツを展開している。

　自身を含めた前衛達に《亀かめの甲こう羅ら》のような技アーツを発動しながら、セイウチ顔で笑ってみせるドンさん。相手の陣形は綺き麗れいな三点を維い持じしている。上空から見れば、正三角形がなぞれる事だろう。

「予想通りの陣形だな」

　隣を並走する港さんが、意外そうでもない声で呟つぶやいた。

　盾役タンクを要かなめとして小隊を作り、攻守共に隙すきの少ない形とされる《三角形の突撃トライアングル》。

　敏びん捷しよう性が乏しい盾役タンクの手が届く範囲に固まる事で、最大限に己の技能スキルを発はつ揮きする事ができる。

　俺たちの後ろではダリアとケビンが魔法陣を展開しはじめていた。

　ダリアは赤の、ケビンは黒の魔法陣から、発動までの時間が短く、且かつ威い力りよくの高い槍型魔法を打ち出すも、相手パーティの後衛として控える魔法職達がすかさずそれを撃ち落としていく。

　こっちも研究済みかよ──！

『やはり厳きびしいか……ダリアの方はケビンとうまく連携して、相手の魔法を捌さばく事に専念してくれ。属性はなるべく闇やみを使うんだ』

『わかった』

　こちらも想定通りだが、ダリアとケビンの援護射撃が望み薄となると少しだけ火力面が心配だ。《野性解放》をはじめとするステータスアップも加わっているとはいえ、それは相手も同じ事だろう。

　チーム編成は前衛三人後衛三人と同じであるが、こちらは部長が攻撃用の技能スキルを所持していないため、攻撃役アタツカーとしては期待できない。

　対する相手チームだが……。

『相手の回復役ヒーラーは青魔法使いの上位職である《青魔法士》。攻撃に比重が置かれている上、属性が《水》しか使えないが故ゆえに威力は高い──つまりは、ダリアちゃんと相性が悪い』

　試合前、港さんが言っていた相手の回復役ヒーラーへの懸け念ねん。

《水》の属性は、ダリアが使える三つの属性のうち最も育っている《火》の属性の弱点とされる。

　魔力の数値で上回っていたとしても、属性の相性というのは無視できぬほど重要な項目らしい。

　先ほどの魔法陣。実験的にダリアは赤──つまりは火属性魔法を使ったわけだが、結果として相手の回復役ヒーラーによって防がれた。ケビンの闇属性魔法も、相手の光属性魔法の使い手によって潰つぶされている。

　光と闇は優劣つかぬ属性と言えるが、それ故に相手との力量の差が大きければ単純に勝てない。簡単に相殺されたとなれば、言わずもがな……だ。

　相手は大型ギルドの№３のチーム。

　レベルが低いとは考え辛づらい。

「作戦通りに」

「はい」

　確認するように言う港さんの言葉に頷うなずきながら、俺たちは相手チームの前衛達とぶつかった。

　電撃を纏わせ、殴る港さんの初撃は、ドンさんの分厚い盾によって防がれている。

「『城じよう壁へき崩くずし』」

　ドンさんの後ろから飛び出してきたのは相手の槍使い。土色の光を放ちながら、俺の胸目がけて高速の突きが放たれた。

　咄とつ嗟さに──盾弾きシールドパリイの構えと共に、《技術者の心こころ得え》による光が現れる。

　俺の器用値と相手の力量から割り出される弾はじく難易度《光の強弱》は〝不可能ではない〟。この程度であると分かる。

　確実ではないが、弾く事ができない程でもない。と、まるで走り書きをした自分のノートを見ているような、俺自身にしか分からないような、なんとも曖あい昧まいでお粗そ末まつな結論に気落ちしつつも、相手の穂先と俺の盾とが接近し──

「ダイキ！　防がず避さけろ！」

「ッ！」

　声を荒あらげた港さんの言葉のままに、反射的に盾弾きシールドパリイの解除と回避を行う。

「おいおい、あの体勢から避けるかあ？」

　驚くような声色で呟いたのは、相手の槍使いだった。

　俺が先ほど居た場所である石の床が轟ごう音おんと共に砕くだかれ、立ち込めた土煙の中に見える《槍》と《薙刀》に一瞬、目を奪われる。

　槍使いは勿もち論ろんだが……薙刀巨人はあの距離から俺に攻撃したというのか？

　盾役ドンさんを挟はさんで、ここまで何メールあると思ってるんだ。

「あらー、残念ー、反射神経もいいみたいだねー」

　薙刀巨人がのんびりとした口く調ちようで呟く。

　彼女にはキングが攻撃を加えているというのに、僅わずかにできた隙から俺へ不意打ちを与えてくるとは──確かに、厄介な相手だな。

「魔法部隊も攻めあぐねているみたいだけど、要注意だったお義父さんとこの女の子を上手く封ふう殺さつできてラッキーだよ」

「そういうおたくらも同じじゃねぇのかっ！」

　まだまだ余裕の雰ふん囲い気きを維持するドンさんに、港さんが技アーツを纏わせた拳こぶしを打ち付ける。

　金属同士がぶつかり合うような鈍にぶい音が耳を劈つんざくも、音の大きさとは裏腹に勝負は全く動かない。

　盾役タンクの盾越しでは有効打はほぼ与えられない。まず相手の前衛攻撃役アタツカーを潰さなければ活かつ路ろは開けそうにない。

「いやいや、こっちは現状〝受けている〟だけだよ。攻めに転じて苦しくなるのは──君達の方だ」

　技アーツを発動しながら、手に持つ斧おのを地面に打ち付けるドンさん。

　岩が砕けるような爆発音に加え、割れた地面がその威力を物語る。

　些さ細さいな攻撃一つも致命傷となる攻撃役アタツカーは、なるべく攻撃は避けなければならない。

　大きくバックステップすることで咄嗟に回避した港さんだったが、ドンさんの目的は攻撃ではなかった。

　天空に現れたのは白の魔法陣。

　杖つえを振るうのは、ダリアとケビンの魔法を相殺していた二人ではなく、試合開始から今まで何の魔法も使っていなかった魔法職。

　多重展開された夥おびただしい数の魔法陣から白色の球体が出現し、俺たち前衛組が戦う場所へと降ふり注そそぐ。

「噓うそだろ……これまでの時間、溜めに充あててたって言うのかよ」

　もはや港さんの表情を確認する余裕はなかったが、その声色だけでも分かる〝焦り〟。

　ダリア達の先制攻撃から薙刀巨人の不意打ちまで、およそ五十秒。そのたっぷり五十秒を掛けて作り上げた魔法が、光の尾を引きながら炸さく裂れつした。

「『聖なる星の礫メテオ・シヤワー』」

　魔法陣の数と同数の光の球体は地面にぶつかると同時に爆発を生み、幾いく重えにも連れん鎖さする爆発が、俺たち前衛全体のＬＰライフポイントをみるみるうちに削けずっていく。

　予あらかじめかけておいた防御技アーツや部長の強バ化フ魔法も、大きな効果を見せていない。元々耐久面に難ありだった港さんとキングには、俺の防御技アーツを貫通した大ダメージが叩たたき込まれた。

　爆風に吹き飛ばされながら受け身をとり、地面へと転がる。

『部長、大丈夫か!?』

『ごしゅじんのおかげで、大きなダメージはなかったよー。けど、他の二人への回復が追いつかない。わたしのＭＰマジツクポイントも少なくなってきた』

　頭部を守るように盾を構えていたのが功を奏そうしたか、部長へのダメージは少ない。しかし、物理的な防御手段をとれない港さん達へのダメージは深刻だ。

　トーナメント専用のＭＰ回復薬を部長に与え、視界右下に表示されたパーティ全体のＬＰを再度確認する。

「残りＬＰは──港さんとキングが約二割、俺が五割に部長が七割……手て酷ひどいな。その上、敵も待ってはくれなそうだ」

　ゆっくり次の手を考える暇ひまはない。

　片膝ひざをついた状態から、横へと転がる。と、目標を破壊できなかった薙刀が、代わりに地面を大きく抉えぐった。

　続く槍での横よこ薙なぎを盾で受けるも、その威力を殺しきれず、再び吹き飛ばされる。

「港さん！」

　受け身を取りつつ、港さんへの安否確認を行う。

「前衛二人でダイキを潰す魂こん胆たんだろう！　すまない、キングがやられた！」

　ドンさんの強襲になんとか対応している港さんだったが、横にいたキングの姿が見当たらない。

「くそっ！」

　既に視界右下に表示されていたキングの名前が消えている。召しよう喚かん獣じゆうだからか、体は残っていない。

　召喚獣は蘇そ生せい魔法ではなく、魔ま石せきを使い、再度召喚する事で蘇よみがえる。それには港さんが再召喚できるだけの時間を稼かせぐ必要があるが……。

「こっちだ」

「無駄だ！」

　動きを制限できる《挑発》も、ドンさんによるなんらかの技能スキルまたは技アーツでもって防がれてしまった。

　部長から回復を受けているから俺も港さんもＬＰに余裕は生まれたものの、人数が一人減っただけで形勢は大きく変わる。

　完全に劣勢だ。

「二対一で可か哀わい想そうだけど、こっちも余よ裕ゆうがないもんでね！」

　連続して突きを放ってくる槍使いの言葉に返答するどころではない。盾で受けているのにもかかわらず少なくない量のＬＰが削られていくのがわかる。

　薙刀巨人と槍使い。

　どちらも攻撃力が高いため、盾以外の場所で受ける訳にはいかない。

『すまない部長。忙しいとは思うけど、回復頼んだ』

『はーい』

　相手の前衛攻撃役アタツカー二人の攻撃をなんとか捌きながら、部長の視界と自分の視界を合算し、戦場の状況を把握してみる。

　港さんは盾役ドンさんに完全にロックされ、攻める事はおろかその場から離れる事すら許されない状態だ。

　攻撃してもまともにダメージが通らない上、ドンさんは回復役ヒーラーによって随時回復されている。

　時間と共に不利になるのは港さんの方だという事は、誰の目からしても明らか。

　ダリアとケビンも試合開始直後とは立場が逆転し、相手の魔法に応戦する形になっていた。

　こちらが攻めきれない理由として、相手に水属性魔法の専門家がいるために火属性魔法が使えないダリアが、思うように攻撃できずにいる事。

　ケビンは氷属性魔法を、ダリアは闇属性魔法を駆く使ししているものの、相手の方が数も上。俺たちへの援護はあまり期待できない。

　当初の作戦は、相手の大魔法によって潰された──となれば、次の手に打って出るしかないだろう。

『ダリア。ケビンに伝えてくれ。作戦Ｃをやるぞ！』

　俺はダリアへ、そう端たん的てきに伝えた。

　器用に作戦を再確認する程、脳内に余裕はなかった。

　二人の前衛からの猛攻が次第にキレを増していき、俺が防ぎきれなかった攻撃が体を穿うがち、着実にＬＰが削られていく。

　緊急用としてＬＰ回復薬も使っているが、根本的な解決にはならない。

　港さんへ回復魔法、後衛二人へＭＰ分ぶん配ぱいをする部長だが、彼女のＭＰ使用量は回復量を上回っており緊急睡眠が発動する可能性すらある。

　部長の視界に映るダリアが杖を振るう手を止め、ケビンがどこか驚いているような様子を見せた。

　魔法の応戦が一瞬、途と切ぎれる。

　その一瞬の隙を見逃さない男がいた。

「赤髪の女の子の方はＭＰ切れが近い！　一気に叩け！」

　これを好機と見たドンさんは、港さんと打ち合いながらも後衛へ向け指示を飛ばす。

　召喚獣のシステムまで頭に入っている上、ダリアの僅かな動どう作さから推測する頭のキレ。

　流石さすがに多芸過ぎるだろう。と、セイウチ顔の知将に心中で拍手を送らざるを得えない。

　召喚獣が召喚士の指示なく魔法を止める理由には、主に二つの条件が関係している。

　一つは〝親密度が低い場合〟。

　これは互いの信頼関係が薄ければ、召喚獣が言う事を聞かない事が理由としてある。

　一つは〝ＭＰ切れが近い場合〟。

　自分の命の源たるＭＰの枯こ渇かつは、召喚獣にとっても由ゆ々ゆしき事態。自らを犠牲にしてまでＭＰを消費する者は少ない。

　俺個人の事も調べていたドンさんは、常に娘達とぎゅうぎゅうに行動している様も知っているのだろう。

　迷わず〝親密度が低い〟という線を、候補から外はずしたと考えられる。

　相手チームの魔法職が狙ねらったのは──俺たちではなく、ダリア達の方だった。

　一進一退の攻防を繰り広げていた相手の後衛陣は、これでトドメと言わんばかりに魔法陣を展開させていく。

「港さん！　ダリア達が！」

「わかってる！」

　ダリアとケビン。

　二人居て、ようやく対応できていた。

　片方がＭＰ枯渇状態になってしまえば、一人で踏ん張れる程の余裕はない。

　次の瞬間──ダリア達の居る場所に、水柱が、極太の光線が、渦巻く竜巻が、無情にも同時に発生した。

　ダリアとケビンの姿は確認できないが──視界右下のパーティＬＰに視線を移せば結果は分かる。

　俺は余裕の表情を崩さない槍使いに、半狂乱気味に盾で突進を繰り出した。

「っそおおお!!」

「はは！　攻撃が単調になったら、終わるのは目前だぜ」

　理性を失った者の攻撃は単調になる。秘めたる力が解き放たれるのは漫画や映画の世界だけだ。

　そうなると分かっていても、俺は感情のままに身を委ゆだね攻撃を繰り出していく。

「隙ありー」

　後ろに跳ぶ事で上手く威力を殺した槍使い。体勢が崩れた俺に、巨人の薙刀が振り下ろされた。

　俺は感情的に、且つ作戦通りに薙刀の動きに盾を合わせていく。




「──え？」




「エリーゼ！　罠わなだ！」




　気付いたドンさんが声を上げるも、彼女は既に攻撃に体が乗り切っている。

　ここからの回避はあり得ない。

　槍使い相手に確認しておいたのは、このチームに盾弾きシールドパリイが出来るか否か。

　レベル差の大きいプレイヤーをパーティに加えるのは理想的ではない。多く人が集まる大型ギルドだからこそ、考えられない。

　つまりは、たとえ薙刀巨人がエース攻撃役アタツカーだとしても、チームメイトとのレベル差は少ない。同じ物理攻撃役アタツカーである槍使いに盾弾きシールドパリイが可能であるなら、高い確率で彼女にも有効と言える。

　全て、このタイミングのためだけに立てた作戦への布ふ石せき！

「っわ！」

　驚き一色に染まる彼女の声は撥はね上げられた薙刀への物か……それとも、身を潜ひそめていたダリアへの物か。




　現れたのは、いつか見た《赤き竜》。




　放たれた赤色の衝撃波は、薙刀巨人、槍使い、ドンさんの前衛陣をなぎ倒し、まるで三日月型の斬ざん撃げきが地面を滑すべるように、敵陣地の後衛陣の方まで迫っていく。

　空中へと投げ出されたドンさんが自身の着地より後衛への支援を優先。それにより、後衛陣の前に薄い緑色の盾が形成されるのが見えた。

「立て直せ!!」

　肩からぐしゃりと落ちたドンさんは素早く立ち上がり、状況を把握するかのように辺りを見渡した。

　ダリアの竜属性魔法を至近距離から受けたのは、薙刀巨人と槍使い。

　盾弾きシールドパリイによる確定Criticalクリテイカルも相あいまって、薙刀巨人の頭上に表示されたＬＰバーが全ぜん損そんしているのが見えた。

　槍使いの方は僅かにＬＰが残っている様子。予めドンさんが張っていた防御技アーツによるものか、仕留め損ねたらしい。

　なんにせよ、態勢を立て直させる訳にはいかない。

「全力だ!!」

　体に緑と紫のオーラを纏った港さんが、槍使いに向け、凄すさまじい速度で駆け出した。

　咄嗟のことに、阻害技アーツが出せないドンさん。相手チームは完全に混乱していた。

　蘇生魔法を展開する回復役ヒーラーの上空に現れた赤色の魔法陣と、黒色の魔法陣。視界の隅で杖を振るうダリアと、後方に現れたケビンが、魔力を練る。

「さっき魔法で倒した筈はずの召喚獣達が……」

「ありゃ闇属性の幻影系魔法だぜ」

　立ち上がれない槍使いに対し簡単に答えた港さんが拳を振り下ろす。

　僅かなＬＰで耐えられる筈もなく薙刀巨人同様に槍使いも地に伏ふした。

「参まいったね、こりゃ」

　全てが作戦だと知ったドンさんが、やられたと言わんばかりに頭を叩く。

　この博はく識しきのリーダーが魔法を見破ってくる可能性も考えてはいたが、技能スキルだけ見ても数万種あるとされる「Frontierフロンテイア Worldワールド」の、これまた膨ぼう大だいな種類がある魔法の一つを看かん破ぱするのは人間業の域いきを超こえているだろう。

　召喚獣のシステムを理解していたのはさすがに驚いたが、結果として相手を完全に油断させてくれた。

「混乱に不意打ち。これで後衛陣が殲せん滅めつされれば、形成逆転ですね」

　真まっ当とうな手とは思わないが格上相手になら許される作戦だろう。

　槍使いを撃破した港さんが、ドンさんと対面する俺の所へ駆けてくる。

「幻影魔法はやられたなあ。まさか俺にミスリードさせたのも作戦？」

「いえ、それは〝棚ぼた〟でした」

「参ったね、こりゃ」

　相手後衛陣に業火と、黒こく槍そうの雨が襲い掛かる。

　回復魔法に気を取られた青魔法士が水属性魔法を使えない、今が絶好の機会と言えた。

　立ち込める砂すな埃ぼこりから視線を外した港さんが、ドンさんに向き直り口を開く。

「じゃあ、最後にセイウチおじさんをボコって終わりだな」

　腕を回す港さんが一歩踏み出し────横から伸びた光線によって貫つらぬかれた。




「……え？」




　咄嗟に、攻撃が来た方向へと視線を向けた俺に第二波が迫っていた。

　俺はドンさんに対し《隼はやぶさ斬ぎり》を使う事で緊急回避を行う。

「はっは！　これも避けてくるのか！」

　あくまで余裕の雰囲気を崩さないドンさんは俺の苦し紛まぎれの不意打ちにも対応してみせ、剣と盾がぶつかり合った。

　二度目の光線をも体に受けた港さんはＬＰを全損させ、糸の切れた人形のようにその場に崩れ落ちる。

　視界の隅に映るケビンが、溶とけるように消えるのが見えた。

　相手の後衛陣は濃い色の光のドームで守られていた。その中に、杖を突き出すプレイヤーの姿も見える。

　ダリアとケビンの魔法を防ぎつつ、港さんを討ち取った光線を発動した魔法職。

　あの状況下で防御と攻撃を並行して行うなんて……いや、今はそんな事に頭を使っている場合じゃない！

　港さんに蘇生薬が使えるか否か。

　対面する盾役タンクの隙をつき、強力な魔法を使う後衛の攻撃を避けつつ、ボックスから薬を取り出せるのだろうか？

『部長！　港さんの蘇生を優先してくれ！』

『了解ー！』

　アイテムを取り出す仕草──よりも先、取り出す仕草に〝入る段階〟で、ドンさんは大盾を突き出し、斧を繰り出し、その隙を与えない。

　これが盾本役物だと言うのか？

　即座に蘇生させるのは不可能だと判断し、部長に蘇生を一任する。

「うちのエースは俺じゃないし、巨人のエリーゼでもないんだよ」

　唐突に、無邪気な子供のような口調で語り出すドンさん。

　後方で、蘇生された薙刀巨人と槍使いが起き上がるのが見える。

「うちのエースは《聖なる星の礫メテオ・シヤワー》を使った、現在魔法職最強と名高い《賢者》の彼だ。ここまで温存していたんだけど、そうも言ってられなくなったからね」

　後衛陣の一人が杖を振るい、ダリアの周囲と俺の周囲に魔法陣が現れる。

　最初の《聖なる星の礫メテオ・シヤワー》の時よりも少ないものの、この状況下では避けられない。

「……」

『まだやれる』そう訴えているような目でこちらを見つめるダリアに目配せし、盾を装備した左手を上げた。




「降参します」





　　　＊　＊　＊






「これは私の……わ、わかった、あげるから、ね？」

　どこかの屋台で購入してきたであろう果くだ物ものを、トルダの手から強ごう奪だつせんとする部長。

　抵抗を二秒で止やめたトルダは、満まん更ざらでもないような顔で部長に果物全てを譲ゆずった。

　先ほどから部長は、いつになく底なしの食欲を見せている。

　まるで何かに取とり憑つかれたかのようだ。

　隣のダリアも部長に負けず劣おとらずの食いっぷりで、特大唐揚げと格闘している。

　こちらは相変わらずとも言えるが、時折、手を止め俺の顔を見上げては、所謂いわゆる〝ジト目〟を向けてくる。

　何かの感情を食欲へと変換しているのだとしたら、その感情は相当に大きなものだったに違いない。

　その感情が何か、俺自身理解しているからこそ、食にあたってくれている彼女達が微笑ほほえましく感じた。

　アルデは横でチョコバナナを食べながら、試合観戦を楽しんでいる。

　相変わらず、被かぶり物を取る様子はないものの、物を食べる事に支障はないようなので大丈夫だろう。

　ともあれ、次の混合戦では彼女と二人で出場する予定であるから、試合前に作戦の再確認もしておかなきゃだな。

「あ！　そろそろ始まりそうだよ」

　選手の入場と共に、トルダが楽しげにフィールドを指差した。

　割れんばかりの大歓声の中、第六戦目に挑む選手達が、各々の試合場所へと足を進めている。

　俺は観客席でポップコーンをつまみながら、ぼんやりと試合に目を向けた。

（「賢明な判断だった。相手に奥の手を出させただけでも大健闘だと、俺は思う。なんにせよ、試合お疲れさん！」）

　試合後に控え室で言われた港さんからの言葉が、ふと脳内で再生された。

　俺が降参した事により試合は終了し、選手控え室に飛ばされた俺たちは暗い空気に包まれていた。

　俺の降参が納得いかず、抗議するような顔を向けるダリアとリアクションのない部長。

　ともあれ、敗北の直接的な原因は自分だと責せめる港さんと、一番初めに倒されてしまったキングの落ち込み度合いは大きい。

　間接的に、彼らを責める事になると判断したのか、二人が醸かもし出だす雰囲気を察したダリアと部長が俺を責める事はなかった。

　港さんと今までの感謝を込め握手を交わした。

　悲しげな表情を浮かべるキングを抱きしめた。

　頭を下げるケビンを撫でた。

　会うのが最後になるわけじゃないのに、その都度彼らとの思い出が蘇ってくる。

　短いようで長かった彼らとの特訓の日々は、漠ばく然ぜんと召喚獣達と過すごしていた俺に目標をくれた。

　最前線で戦っていた港さんは、俺に合わせて狩場を選んでくれた。彼自身には旨うま味みが少ないはずなのに、一度も嫌な顔は見せなかったのを覚えている。

　俺が砂の町で勝手に行動した時も、黙って付いてきてくれた。

　サンド・デビルに追い回されたり、ボス級のサンド・デビルと皆で戦ったり……。

　パーティ戦闘練習もだ。

　最初はダリアも部長も自分勝手に動いてたのに、次第に連携ができるようになってきて、目に見えて成長していたのが嬉うれしかった。

　技能スキルのレベルも上がって、ダリアも部長も色々な技アーツを習得して……。

《剣王の墓》では姫の王に散々振り回されたけど、ブロードさんやマイさんとも仲良くなって、予想外のトラブルにもなんとか対応して、アイテムルーレットでダリアが高得点を出して、姫の王のギルドメンバーから恨うらみを買って……。

　不戦勝含めて四勝できたのは、俺としては満足のいく結果だった。もちろん、目標はもっとずっと先だったけど、練習した成果は十分出ていたし、最後の試合も……最後の試合も……。

「──ダイキ？　大丈夫？」

「あ、いや。大丈夫大丈夫！」

　いつの間にか目の前に立つトルダが、心配そうな顔で俺の顔を覗のぞき込んできていた。

　心ここに在らずだった俺は、驚きと共に思わず、手に持っていたポップコーンを半分程こぼす。

　地面に落ちたポップコーンは、ワンバウンドすると同時に光の粒子となって掻き消えた。隣のアルデが『もったいない……』と呟いている。

「落ち込むのは分かるけど、ダリアちゃん達が気を遣っているんだから早く気持ちを切きり替かえる！　パーティ組んでいた人とも、もう会えなくなるわけじゃないから！」

　俺の状態を見透かしていたトルダが活を入れた。

　召喚獣達がいる手前、普通を装ってはいたものの、やはり自主的に降参した事が、自分の中で予想以上に尾を引いているようだ。

　六対六の状態で既に劣勢だった俺たちが、三対六になって勝てる確率は非常に低いと瞬時に判断できた。ダリアや部長、そして控え室で待つアルデを無駄に死なせる意味も無いと考えた。

　今でも間違っているとは思わない。思わないが、勝てないと判断したのも、召喚獣達を死なせるまいと判断したのも俺のワガママだ。

「ダイキ達の試合は最初から最後まで全部観てたけど、気落ちする内容だったとは思わないよ。パーティの人も、ダリアちゃんや部長ちゃんも、ダイキも１００％で戦ってたように見えたけど？」

「試合内容に不満はないよ。皆、全力を出した結果の負け、悔くいもない」

「なら、落ち込む前に言うこと、あるんじゃないの？」

　ぐぐぐ。と、俺の顔を無理やり横へと向かせるトルダ。

　視界の先には、暴食を続けながらこちらを見上げる二人の娘の姿があった。

　全く、その通りだな。

「二人共、ありがとう。楽しい試合だった」





　　　＊　＊　＊






　観客席からはフィールドはもちろん、用意された巨大スクリーンに表示されている試合風景も観ることができた。モニターで観るのと、スクリーンで観るのとでは迫力が段違いだと言える。

　スクリーンに表示されるのは〝選えりすぐりの熱い試合〟。

　有名どころの選手が頻ひん繁ぱんに映っており、中でも観客の多くを釘くぎ付づけにしているのは《紋章ギルド№１パーティ vs 姫の王パーティ》の試合だ。

「なにあの子！　ちっちゃくて可愛かわいい！」

　焼き鳥らしき物を口に運びながらビール片手に観戦するトルダは、モニターで観ていたケンヤ達の試合から目を離し、スクリーンに映る姫の王への感想を漏もらした。

　姫の王、マイヤはいつか見た金属製のメイスを杖のようにして地面に突き、自信に満ちた表情で対面する《強者》達と睨にらみ合あっている。

　彼女が率いるのは、見るからに値が張りそうな装備に身を包んだプレイヤー達。

　やはりトレードマークである〝緑の鉢ハチ巻マキ〟を皆が付けており、反射的に自分の拳に力が入っていくのを感じた。

　対するは紋章ギルド──つまり、俺たちを破ったドンさん達の所属する大型ギルド《Coat of Armsコート　オブ　アームズ》の№１パーティ。

　全員が騎士のような装備に身を包んでいるため、姫の王達パーティを超える〝一体感〟が感じられた。

　四人の騎士を後ろに控ひかえさせ、二人の騎士が姫の王達と睨み合っている。二人共、俺の知り合いだ。

「こんな中盤でぶつかる事になるなんテ、イチゴは最後に食べる派なんだけどナ」

　スクリーンからプレイヤー同士の会話がクリアに聴こえてくる事に驚きつつ、挑発するような姫の王の物言いに、彼らがどう返すのか聞き耳を立てる。

　挑発を受け取った紋章ギルド。前に立つ〝眩まぶしい銀の鎧を着た女性〟が、更に一歩、前に出たのが見えた。

「──貴女あなた個人に恨みはないんだけど。私は貴女達に……最ッ高に腹が立っている」

　紋章ギルドの№１パーティ。

　その中にはギルドマスターの《アリス》さん、そしてトッププレイヤーである銀騎士《銀ぎん灰かい》さんという、錚そう々そうたる面々が所属していた。

　中でもアリスさんの様子は異様。

〝怒り〟の感情が強く籠こもった声色とは裏腹に鎧で半分を隠している顔はどこまでも冷めており、底無しの恐ろしさを感じさせる。

「向こうのチームの人は……なんかブチ切れてるみたいだけど試合前に何かあったのかな？」

　身震いするトルダと、恐怖故に身をすり寄せてくるアルデ。

　スクリーン内では、アリスさんの隣に立つ銀灰さんがいつものように困ったような苦笑いを浮かべているのが見える。

「よくわからないけド、君たちが相手となるト、こちらも全力で行かなきゃ駄目そうだネ」

　明らかな〝怒り〟の感情をぶつけられている姫の王はそれでも余裕の笑みを浮かべ、準備完了と言わんばかりにメイスを構えた。

　それを合図に、姫の王のパーティメンバー達は彼女を守るような陣形をとり各々の武器を取り出す。

「姫の王が相手だから僕も本気で行くつもりだったけど、マスターがこうなったから、サポートに徹する事にするよ」

　銀灰さんは、鎧と同色のカイトシールドを構えながらシンプルな作りの剣を抜いた。

　片手剣としては少し長いその剣は、先端が四角い特徴的な形をしている。同様に四角い鍔つばも相まって、まるで十字架のように見えた。

　アリスさんを除いたメンバーも続くように武器を抜き、両パーティとも臨戦態勢になっている。

「悪いけど──」

　試合開始の合図と共に、両パーティが駆け出した。

　未だ武器すら構えていないアリスさんは銀色のオーラを体に纏う。

　目前に迫る斧を全く意に介さず、アリスさんは冷めた声で呟いた。

「悪いけど……試合を楽しむ気なんて、更さら々さらないから」




　次の瞬間────フィールド上に、一匹の《竜》が現れた。















　突撃してきた姫の王のパーティメンバーは跳ね返され、パーティ同士の混戦が予想された戦場が一気に静まり返った。

　純度の高い金属のような美しい銀色の鱗うろこに包まれた〝銀色の竜ドラゴン〟が、巨大な翼を羽ばたかせ、フィールドの中央に君臨する。

　鋭い爪つめでフィールドを抉り、牙きばの隙間から青の炎を覗かせながら、青色の瞳を姫の王へと向けている。

「え？　……なにあれ」

　食べ物を運ぶ手を止め、わけがわからないといった声色でスクリーンに呟くトルダ。

　俺も俺で、まるでボスそのものなドラゴンに釘付けとなっていた。体長は巨人族をも軽く上回る勢いだ。

「ありゃ《竜化》だな。にしても、竜の戦士以外にもその領域に到達する猛も者さがいるとはな……って、紋章ギルドのマスターさんならあり得るか」

「あ、港さん」

　理解できていない俺たちに解説するようにして、抱えるほど食べ物を買い込んだ港さんが歩いてきた。

　飛びついてきたキングを受け止めながら、俺たちの後ろの席に座る港さんに声をかける。

「満まん喫きつしてますね」

「まあ試合に負けたのは悔しいが、こんだけ屋台が出てるんだ。楽しまなきゃ損そんだろ」

　カラカラと笑う港さんも俺同様に、敗戦したという暗い気持ちを清算してきていた。

　肩に小さくなったケビンを乗せ、隣にレイを連れている。

『レイだー！』

　それを見つけたアルデは、食べかけのチョコバナナを握り締めながらレイの膝上へと飛び込んだ。

　レイもアルデを嬉しそうに迎えている。

「あ、ダイキのパーティメンバーの人」

「召喚士の港だ。よろしくな」

　トルダが思い出したかのように声を上げると、港さんは屈くつ託たくのない笑みを浮かべ軽く自己紹介してみせたのだった。

　トルダもお返しにと自己紹介を済ませ、膝上に乗せた部長を撫でながら、再びスクリーンへと視線を戻す。

「港さん。竜化とは？」

　トルダ同様に、俺もスクリーンへと視線を戻しながら詳くわしそうな港さんに解説を求めた。

「竜人族のプレイヤーは、他の種族のように様々な属性の魔法が使えない代わりに特殊な《竜属性魔法》が使える。アレは色んな条件を満たした竜人族だけが使える、現時点で最強の《竜属性魔法》だな」

　彼女に〝理性〟が残っているのかは不明だが、フィールド上で姫の王パーティに青の炎を吐き、尻尾しつぽでなぎ払い、爪を振り下ろす銀色の竜。

　姫の王パーティは防戦一方になっており、姫の王自身もメイスから杖へと装備を変更し回復魔法を展開している。

「竜化は自身に強力な強バ化フ効果と圧倒的な攻撃のリーチ、そしてブレスが使えるようになるがもちろん欠点はある。まず一切の回復を受け付けない上に、ＭＰとＳＰスキルポイントは垂れ流しだ。どちらかが切れれば竜化は解とかれるし、その後は反動で動けなくなる。そして魔法自体もしばらく使えなくなる。短期決戦特化の奥の手だな」

　港さんの解説が合っているのなら、竜と化したアリスさんが姫の王の回復能力を圧倒的な火力で超える作戦だろう。

　試合開始直後に使ったとなれば竜化が解かれるまでに勝負を決する考えだと予想できるが、姫の王の能力を間近で見た身としては一瞬で壊滅させられるほどの相手とは思えない。

　姫の王パーティのメンバーが既に一人死亡判定となったが、姫の王はすかさず蘇生魔法を発動し即座に態勢を立て直している。

　しかしながら銀色の竜の攻撃は正に苛か烈れつであり、姫の王達が消しよう耗もうするスピードの方が速く感じられた。

「竜化したマスターと銀騎士君を同時に捌くのハ、ちょっと骨が折れるネ」

「個々のレベルは高いようだけど、寄せ集めパーティじゃ僕ぼく等らは倒せないよ」

　銀色の竜の火力を更に底上げしているのが、人間離れした動きで相手の攻撃を跳ね返していく銀灰さんだった。

　彼は真まっ直すぐに姫の王を討つべく足を進めており、それを阻止すべく立ち向かう者の攻撃を流れるような動きで全て盾弾きシールドパリイ、そして剣弾きソードパリイで無力化していた。

　自身では攻撃せずに徹てつ底ていして弾きパリイを行う銀灰さん。それを瞬時に攻撃対象として捉え、確実にブレスを与えていく銀色の竜。

　これにより、確定Criticalとなった姫の王パーティの面々がバタバタと倒されていく。

「ちょっとだケ、回復が追いつかないかナ……」

「トーナメントのルールで蘇生魔法が弱体化されてるからね。それと、うちのメンバーが君に随時、阻害魔法で魔法妨害をしているのも大きいかな」

　困ったように呟く姫の王に対し、涼しい顔で弾きパリイを繰り返していく銀灰さん。

　確かに姫の王は《剣王の墓》で見せていた動きができておらず、回復魔法も追いついていない。何よりも、銀灰さんへの攻撃が全て無力化され姫の王の仲間達は攻撃する事が許されない。

「ここで全体蘇生魔法を発動できるなんて──恐れ入る」

　しかし、やはり姫の王もトッププレイヤーの一角。

　銀色の竜と銀灰さん、そして紋章ギルドメンバーによって総攻撃を受けているにもかかわらず、全く全滅する様子を見せない。

　偏ひとえに姫の王の回復能力の高さが理由ではあるが、彼女は仲間が攻撃される瞬間に回復か蘇生かを見み極きわめ、三人以上が同時に倒れる瞬間に範囲蘇生魔法を発動しているのが見てとれる。そしてクールタイムは武器をメイスへと変更し、相手に攻撃を与える余裕すら見せていた。

　姫の王によって倒された紋章ギルドのメンバーも出てきているほどだ。

　紋章ギルドが有利なのは明らか。

　しかし、不思議と勝負が決する気配はない。

「一体どんなレベルだよ……」

　まるで別次元の戦いに港さんが震える声で呟く。

　いつの間にか観客席からの歓声は消え、皆がこの戦いを食い入るように見つめていた。

　画面には銀灰さんと姫の王がぶつかり合う姿が映し出されている。

　多彩な技アーツで翻弄する銀灰さんと、最小限の動きで受ける姫の王。

　しかし一対一のこの状況で軍配が上がったのは、個人戦優勝候補とまで謳うたわれる銀灰さんだった。

　僅かな隙を見せた銀灰さんへ、姫の王がすかさず攻撃を加える──この超反応は流石とも言えた。

「しまッ!?」

「残念」

　それすらも誘発したと思わせる程に、銀灰さんの動きには無駄がなかった。

　恐ろしい速度で迫るメイスを、難なく盾弾きシールドパリイしてみせた銀灰さん。姫の王の表情に初めて焦りの色が見えた。

「僕に通常攻撃は通用しないよ」

　トッププレイヤー同士の対決とはいえ、純粋な前衛攻撃役アタツカーである銀灰さんと、回復がメインの攻撃役アタツカーである姫の王とでは打ち合いに関して明確な実力差が生まれていた。

　たった一度、姫の王が銀灰さんに攻撃した結果……彼女が試合開始から全く見せなかった〝隙〟を、強制的に作らされてしまう──それを銀色の竜は見逃さない。

　瞬く間に青色の業ごう火かに焼かれた姫の王。

　いつかの《剣王の墓》のときと同様に、このパーティには彼女以外の回復役ヒーラーは存在しない。

　姫の王というパーティの絶対的な要が倒れた彼らに、単騎で彼女を圧倒した銀灰さんと、凶悪な銀色の竜を倒す術すべは残されていなかった。

　蘇生薬を使う暇すら与えない動きで、残りのメンバー全てをなぎ払う銀色の竜。僅かに残ったＬＰさえも、青い炎によって瞬またたく間に消え去っていく。

　トーナメント団体戦。

　トッププレイヤー同士がぶつかり合ったこの試合。

　圧倒的な実力で勝利を納めたのは、紋章ギルドのメンバーだった。













　時刻は12時53分──混合戦控え室。




　今回出番のないダリアと部ぶ長ちようは、早速備そなえ付けの長なが椅い子すへと小走りで移動しいっぱいの食べ物を椅子の上に広げていった。

「こんだけ買わされるとは……躾しつけも親の仕事なんだけどなあ」

『お留る守す番ばん　ひま』

『あねき、これ食べたいー』

　控ひかえ室にたどり着くまでに留守番は暇ひまだのお腹なかが減へるに決まってるだのと長女と次女が騒さわぎ、二人のおやつを購入するに至いたる。控え室は小さなパーティ会場のような有あり様さまになっていた。

　アルデはおやつがなくてもレイと大人しく待っていたというのに……この二人の図太さには脱だつ帽ぼうと言わざるを得えない。

　一方団体戦では大人しく待っていたアルデだったが──

『アルデ、リラックスリラックス。一緒に練習頑張ってきたんだ、自信もっていこう』

『そ、そ、そうだな！』

　控え室に入った途と端たん、こんな調子である。

　ダリアも部長もその図太さ故ゆえか緊張という感情を持ち合わせていない様子だったが、アルデは大観衆の中で戦う事にかなり緊張しているようだ。




『試合開始まで、残り５分となりました。選手の皆様は試合の準備を完了させ、開かれた扉から入場してください。尚、試合開始時刻30秒前までにプレイヤーが全員揃そろわなかった場合、そのチームは強制失格となります──試合開始まで、残り５分と……』




『うわっ！』

『アルデ、落ち着け。これはアナウンスだ』

　試合時間五分前のアナウンスに飛び上がるアルデは、続く扉のせり上がる音にも驚きの声を上げている。

　これは言葉で緊張を解ときほぐすのは難しいレベルだ……荒療治だが、試ためしてみるか。

『とりあえず、試合が始まるから入場するぞ。ダリアと部長は留守番任まかせた』

『が、がんば、がんばってく……』

　緊張でガチガチのアルデを片腕で抱だき上げながら、開かれた扉から会場へと足を進める。

　後ろではダリアと部長が『がんば』『いってらっしゃーい』と、覇気のない鼓こ舞ぶで見送りをしてくれていた。

　進むにつれて扉が閉まっていき、会場内を包む割れんばかりの歓声が耳に届く。同時にアルデが腕を摑つかむ力を強めていくのが分かる。

　対戦相手の二人に会え釈しやくした後、アルデを降ろして戦闘態勢へ移行。右下に表示される二つのプレートの位置を操作しながら、緊張するアルデに声をかける。

『俺の合図があったら、思いっきり戦ってこい。頑張らなくていいから、いつも通りにやってくれ』

　俺の言葉にアルデは頭を縦に振る事で答えてみせた。

　アルデの背中に身の丈ほどある大たい剣けんが装備される。




『ここで試合のルール説明を致いたします。制限時間は15分で、相手を全滅させるか、時間切れの際に相手よりも多い人数が生き残っている方が勝ちとなります──』




　審しん判ぱんによるルール説明を聞き流しつつ、遠目から相手の構成を予想していく。

　二人共攻撃役アタツカーであるらしく、片方は細身の剣──いわゆるレイピアを腰に下げていた。防具の種類や形状から見ても、素早さに重点を置いていると推測できる。

　もう一人はメリケンのような武器を装備している事から拳士グラツプラーという線が濃厚。装備もレイピアの彼女と同じように、素早さ重視の革製だった。

　動画での予習ができないため構成技能スキルの予想は漠ばく然ぜんとしかできないが、これは戦闘の中で考察していくしかなさそうだな──と、そろそろか。




『試合開始！』




　審判のかけ声と共に混合戦の一回戦が始まった。

　相手チームの二人は、予想した通りに開始直後に駆け出しながら速度を上げ一直線に俺を狙ねらって向かってきている。

『とりあえず、アルデは待機！』

『う、うん！』

　カチコチのアルデを待機させ単身で敵を迎え撃つ。

　アルデを気遣ってではなく、これは俺の最終確認であるから一連の作戦通りとなっている。

「相手が召喚士なら、召しよう喚かん獣じゆうと戦わなくとも本体を叩たたけば楽に倒せるっ！」

　拳士らしき男が、声を上げながら電撃を纏まとった拳こぶしを繰り出し、ワンテンポ遅れてレイピアが突き入れられた。

　先に放たれた拳に合わせ盾を動かすと、《技術者の心こころ得え》による光の拡大縮しゆく小しようが始まっている。

『アルデ、標的はレイピア使いだ』

　アルデへ短く指示を送りながら盾で拳を受け、削けずれたＬＰライフポイントを確認する間もなくレイピアへと盾を動かしていく。

　攻撃が終わった拳士は、次の攻撃へ移るためのクールタイムが発生しており連続した攻撃ができない。

　よって、レイピア使いの攻撃をしのげば反撃する時間が生まれる。

　俺はレイピア使いの攻撃に問題なく盾弾きシールドパリイをしてみせ、胸元がガラ空あきになるように上へと打ち上げた。

「ユウタ！　援護！」

「まってろ！」

　盾弾きシールドパリイによって生まれた隙すき……たとえ一秒だったとしても、味方の少ない混合戦では命取りである。

　──いけ、アルデ！

　突とつ如じよ、俺たちの間に飛び込んできた小さな影に、レイピア使いが目を丸くしているのが見えた。

　既すでに大剣を振り上げていたアルデは、ぎこちない動きながらも強力な一撃を叩き込んだ。

『やあああぁ!!』

　爆発音に似た凄すさまじい音と共に地面が割れ、抉えぐれたフィールドの破は片へんが辺りに飛び散る。

　次の攻撃へと移行していた拳士は何が起こったのか理解できていないかのように、吹き飛ばされていく仲間の名前を、最後に疑問符を付けながら小さく呟つぶやいた。

　アルデの一撃を体に受けたレイピア使いは、あまりの威い力りよくに踏ん張りきれず、遮しや蔽へい物ぶつとして備えられた壁へと激突。そのまま、一瞬にしてＬＰを散らせたのだった。




『……あれ？』




　一時の静せい寂じやく。




　この状況に一番困惑していたのが、攻撃した張本人であるアルデだった。

　彼女の技能スキルには凶悪な物も多く含ふくまれているが、何よりの武器はその筋力値。脳筋武器である《剣けん王おうの大剣》を装備したアルデは、ただ剣を振るうだけでも、恐ろしい火力が出るようになっていた。

　団体戦同様に俺は混合戦のためにアルデとも練習を重ねていたが、実は戦闘において高い才能をみせるアルデに戦闘的指導は何一つ行っていない。




　では、トーナメントの今日まで何をしてきたのか……彼女のレベル上げだ。




【アルデ　Lv．28】




　彼らの装備は先に考察したように速度重視という印象があり、耐久性に優すぐれているとは考え辛づらかった。二人共が避よけ続けるスタイルであるから、攻撃が当たれば相当なダメージが入ると考えられた。

　アルデの持ち味は、脳筋とも言えるその筋力値。彼女の一撃は、ダリアの魔法をも超こえる火力になる。

　既にこの段階で俺が彼らの攻撃を盾弾きシールドパリイできるかどうかの問題だけが残る。

　そして拳士の彼に盾弾きシールドパリイで確認した結果、光の点滅は〝非常に遅かった〟。レイピアの彼女の攻撃も問題なく弾はじく事ができると判断し、アルデへと指示を飛ばすに至る。

　たとえ素早さが売りだとしても、盾弾きシールドパリイをされていては避さける事はできない。

　それこそ、味方のもう一人がフォローに回らなければ一気に戦況が変わると断言できる。

「な……え？」

　一瞬にして味方が戦闘不能となったのが理解できないのか、拳士は俺たちと倒れたレイピア使いとを見比べるように視線を動かしていた。

『今のアルデがそれだけ強いって事だよ。だから初めに言っただろ？　頑張らなくていいから、いつも通りにやってくれって』

　単純に敵とのレベル差があった……というだけの話である。

　簡単に盾弾きシールドパリイができる相手なら俺とステータス上だけでも相当な差があると考えられる。

　そんな俺のステータスを軽く超えているダリアと同等まで成長しているアルデなら、レベル差のある相手を圧倒するのも自然の流れだ。

『そ、そうか……！』

　強さは自信になる。

　自信は安心につながる。

　不安でいっぱいだったアルデが自分の力に自信を持ち、緊張もほぐれていくのも時間の問題だろう。

　荒療治として俺が開始早々に盾弾きシールドパリイをしてみせ、アルデの高い攻撃力が確定Criticalクリテイカルによって底上げされる。それに耐え切れるプレイヤーは、たとえ同レベル帯でも多くないだろうと考えた。

　そういう意味でも初戦の相手がレベル差のある敵で本当に良かった。ここで実力が拮きつ抗こうした相手にあたっていれば、アルデが本来の調子を取り戻す前にやられていたかもしれない。

「態勢を立て直すぞ！」

「ありがとう、ごめん！」

　ともあれ、相手の素早さは脅きよう威いだ。相当ステータスを敏びん捷しように充あてていると考えられる。

　一瞬の隙すきをついた拳士が蘇そ生せい薬によってレイピア使いを蘇生させ、既に戦闘態勢になっていた。一度痛い目を見た後だ、戦い方も慎重になってくると予想できる。

『どうだアルデ。もう緊張は解けたか？』

『もう大丈夫だ！』

　しかしこっちのアルデエースも本調子だ。

　既にはっきりとした実力差のある相手に、負ける要素は存在しない。





　　　＊　＊　＊






　試合時間、約七分のあいだにダリアと部長はパーティ会場を全すべて空からにしていたのだった。

　試合から戻った俺たちに、退たい屈くつそうな声色で『おかえり』『おかえりー』と言う二人。アルデはそれに元気な声で『た、ただいまー!!』と返事をしてみせた。

『アルデ　その調子』

　ガチガチに緊張していたアルデを察さつしていた様子のダリアが、親指を立ててアルデを褒ほめる。

　部長は挨あい拶さつを済すませたからと、再びコロリと昼寝に突入していた。彼女には、アルデの緊張を少しだけ分けてやりたいくらいである。

　ドキドキの初戦はアルデの活躍もあって圧勝という形で終了した。

　装備に詳くわしいプレイヤーには、アルデの装備している武器が《剣王の大剣》という事がバレているかもしれない。それに伴い、装備するために必要な筋力も把握されていると考えられる。

　しかし、アルデは先ほどの試合で技能スキルだったり技アーツだったりを殆ほとんど発動していないため、二回戦にして完全に不利な状況になるとは考え辛い。

　とにもかくにも、アルデがあの緊張を克こく服ふくできただけでも満点を贈りたい。

『お疲れさん。いつも通り、いい動きだったぞ』

『次も頑張る！』

　既に二回戦への気合いを入れ、ファイティングポーズをとるアルデ。

　この様子なら、もう心配する必要はなさそうだ。

　二回戦も、しっかり勝ちにいこう。





　　　＊　＊　＊






　快勝した一回戦に続き二回戦、三戦目も難なく突破した俺たちは、仲良く横並びになって、第四戦で当たる対戦相手の試合風景を観みていた。

「かなり凝こった作りの装備……見るからに高そうだな」

　画面に映るのは、身の丈ほどある黄金の杖つえを振るう豪ごう華か絢けん爛らんなローブを纏った男性プレイヤー。

　夥おびただしい数の魔法陣が画面を包み、直後、轟ごう音おんと爆風と共に試合を終了させていた。

　黒地に金と銀の刺し繡しゆうが複雑な模様を描き、それが足首まで伸びたローブの細部まで施ほどこされているのが見える。

　エルフの象しよう徴ちようたる尖とがった耳は浅黒く、漆しつ黒こくの瞳ひとみには青色の炎のようなエフェクトが揺らいでいる。

　オールバックにセットされた黒色の髪は、両手の指全てに嵌はめ込こまれた指輪のように美しく光沢を放ち、杖の先端で存在感を放つ宝石も相あいまって、彼自身がひとかたまりの宝のようだ。

　試合風景を彼等らの一試合目の映像から二試合目の映像へと切きり替かえる。

　一試合目同様、フィールド全域を取り囲む魔法陣から極太の光線がいくつも降ふり注そそぎ、瞬またたく間に戦場を墓地へと変えていく。

　もはや数合わせとして手配されたと思われる味方プレイヤーも、圧倒的な魔法の暴力を近場で目の当たりにし腰を抜かしている始末。

　彼等──いや、彼は一回戦・二回戦共に一撃で突破していた。




《大だい兵へい器き》




〝トッププレイヤー〟と呼ばれる者の一人。




　一人でレイドを支える規模の回復魔法を操り、それらを完かん璧ぺきなタイミングで展開する状況判断能力を見せた姫の王や、その彼女が支援するパーティを完全に抑おさえ込んだ銀ぎん灰かいさんなど、規格外のプレイヤーが名を連つらねるその中で、魔法職最強を謳うたわれるプレイヤー。

　好んで使うとされる範囲系魔法は、極きよく振ぶりされた魔力によって凶悪な威力を孕はらんでいると聞く。

　タイプ的にはダリアと似ているが、動画を見る限り彼の戦術は戦術であって戦術ではない。ただ強力な魔法を開始直後に展開する。これだけであっさりと勝ち進んでいた。

　数多あまたのプレイヤーが参加する混合戦で、こんな早い段階にトッププレイヤーとぶつかるのは運が良いのか悪いのか。

『あれ？　姉あね御ご、ここにあった拙せつ者しやの肉巻きおにぎりは？』

『悪くなっちゃうから　食べてあげた』

『やられた!!』

　ドタバタと、二人が追いかけ合う様さまを、部長がおもちゃで遊びながら眺ながめているのが見えた。

　まるで緊張感がないが──せっかく緊張がほぐれたアルデに、四試合目で当あたるビッグネームの事を言うのも可か哀わい想そうか……プレッシャーを与える必要もないだろう。

「お？　激げき励れいかな？」

　そんな俺の元へケンヤとライラさんからメールが届いた。

　今度はダリアが自分のおやつを横取りした部長を追いかけている風景を遮さえぎるように、目の前に半透明のプレートが出現した。

「〝対戦カード見たぞ。お義と父うさんが大兵器とぶつかるってんで掲示板は大盛り上がりだ。勝敗予想は９：１で大兵器だが勝算はあるのか？　ちなみに俺は大兵器に一万Ｇゴールド賭かけたがな〟……ったく」

　大兵器の弱点や攻略部分が書かれていればな……と、少なからず期待した自分が馬鹿だったと読み終えた瞬間そう感じた。

　ケンヤからのメール内容を読み解いてみるに、名前だけ有名な俺と名前も実力も有名なトッププレイヤーとの試合は、俺が想像していた以上の人間に観られていると考えられる。

　俺は戦闘能力において並だと自覚しているが、姫の王と紋もん章しようギルドの一番隊の試合みたく名が売れた同士の試合が注目を集めるのは必然といえば必然か……その試合が異次元だっただけに、過か度どに期待されている可能性も大いにある。

　折せつ角かくアルデの緊張がとれたと思ったら、今度は俺が緊張してきたな……と、急に違和感を覚えた腹部を確認するように二、三度さすって次のメールを開く。

「〝面白い試合、期待してるねー。ちなみに私は大兵器に一万Ｇ賭けたよ〟……か。まったく。二人ともいいキャラしてるな」

　この人もかよ！　と、心の中で声を大にして突っ込みつつ、〝爆ばく損ぞんして半ベソかくなよ〟という内容のメールを返信しておいた。

「アルデ。次の試合、作戦Ｃをやるぞ」

『え？　わ、わかった！』

　ケンヤ達からのメールによって、俺の中で〝勝ちたい〟という意志が高まっている事に気付く。

　大人数が観る前で、その上大多数が相手が勝つと予想している試合で負けるのは全く面白くない。

　なによりも、相手が大兵器だからこそ、自信があった。




　試合開始時間を告つげるアナウンスと共に、重厚な扉が開かれ、俺はアルデを抱き上げ歩き出した。





　　　＊　＊　＊






　俺たちと対面した大兵器は、まるで芸能人と遭遇したかのような反応をみせ声をあげた。

「うおぉ！　知ってる知ってる！　君、お義と父うさんだよね！　いやあ、光栄だなあ！」

　動画で見たとおり、煌きらびやかな服装に身を包んだ褐かつ色しよくの肌のエルフは興味深そうに俺とアルデとを見比べた。

　隣に立つ大兵器の仲間のプレイヤーは、俺たちの事も、そして試合の事にも興味がないのか頭の後ろで手を組んでその様子を傍ぼう観かんしているだけだった。

「ダイキと申します。よろしくお願いします。こっちはアルデといいます」

　こちらが丁てい寧ねいに挨拶してみせると、大兵器サイドも釣つられるように挨拶を返してきた。

「僕はＯさん。〝さん〟までが名前だけど、Ｏさんさんって呼ばないように！　こっちは即席パーティを組んだ……Ａ君だっけ？」

　大兵器──Ｏさんは柔らかい口く調ちようで簡素な自己紹介を済ませる。

　傍そばにいるＡ君と呼ばれたプレイヤーは「ＡＫｉＲＡって名前が……」と呟いているが、大兵器はお構かまいなしに続ける。

「可愛かわいいお嬢ちゃんと参加じゃないんだ」

　少し意外そうな声色で言う大兵器。

　俺としては部長もアルデも可愛いお嬢ちゃんに含まれるのだが、彼の言うお嬢ちゃんはダリアの事を指していると予想がつく。

　俺の名称と同じくらいに、ダリアの存在は有名になっているからだ。

「ダリアは顔が知られている分、多くの情報がバレてしまっています。情報は武器ですからね。その点この子はまだ情報の露出は少ないので」

　抱き上げたままのアルデを被かぶり物の上から撫なでつつ大兵器の反応を見る。

　大兵器は右へ左へ体を揺ゆらしながらアルデを観察した後、「ふーん」と、興味を失ったように呟いた。

「まあ、なんでもいいや！　試合よろしくッ！」

　自分の勝利に絶対の自信があるかのように、余裕の口調で手をひらひらさせる大兵器。

　大兵器の方がこの試合を舐めている事だけは、はっきりとわかる。

　大兵器の反応は、とても自然と言えた。

　それ故に、彼が〝試合の予習〟を怠おこたっているのも同時に分かった。

　事前に試合を観ていれば、次の相手の情報くらいは手に入る。

　こっちとしても、やりやすい。

　開始位置まで距離を開け審判がカウントダウンを進めていく。

　大兵器は豪華な杖を構えながら既に勝利を確信した顔で佇たたずんでおり、隣に立つＡ君は腕を組んで戦う気すらないポージングをしているのが見える。

　対する俺たちも、俺がアルデを抱き上げている状態を解かぬまま、試合開始の合図を待っていた。

　端はたから見れば俺たちの方がＡ君よりも試合を捨てているように思えるだろう。




『試合開始！』




　開始直後、全速力で駆かける俺の周囲──というよりも、フィールド全てを包む魔法陣が展開されていく。

　一つの巨大な魔法陣ではなく膨ぼう大だいな量の魔法陣がびっしりと並んでおり、その中心に光が収束している様が見て取れた。

　大兵器が杖を振るう。

　魔法陣から勢いよく放出された光の束は標的を俺たちへと定めず、フィールド全てを貫つらぬくかのように無差別的に降り注ぐ。

「はやっ！」

　自らが組み立てた魔法陣と、それらから放たれた魔法に恍こう惚こつの表情を浮かべていた大兵器は、常識を超える速度で近付く俺たちに目を見開く。

　彼の魔法が完成する数秒前──俺は《隼はやぶさ斬ぎり》を使い、一気に彼との距離を縮ちぢめていた。

　しかし大兵器の動揺は一瞬だけ。すぐに迎撃用の魔法を展開し素早く杖を振るうのが見える。

『アルデ！』

　目の前に迫る巨大な光線をアルデは剣で吸い込むようにして掻かき消した。

　アルデの剣は光の束と同じように、白色に発光している。

「うそ、ちょっ、まっ！」












　範囲魔法を避けられた段階で咄とつ嗟さにもう一つ魔法を展開する頭の回転は賞しよう賛さんに値あたいする。流石さすがはトッププレイヤーと呼ばれるプレイヤーだとも思う。

　──しかし、だ。

（〝本人曰いわく、魔力全振りのため近付かれたら終わりらしいが、そもそも近付くことの出来るプレイヤーが皆無である〟）

　つまりは攻撃超特化型の魔法職であり、初手の範囲魔法をかい潜くぐって攻撃できるようなプレイヤーが彼の天敵であると、昔見た掲示板の書き込みにはあった。

　団体戦で万が一トッププレイヤーと当たった場合のシミュレーションを港みなとさんと行った際も、大兵器の本領は離れた距離からの回避困難な範囲魔法と持久戦であり、大兵器を相手とするならば〝速攻で近付き一撃で倒すのが絶対条件〟と言われたほどだ。

　裏を返せば、範囲魔法をやりすごす手段と反撃の魔法を許さぬ力を持つ者がいれば、攻略可能となる。

　俺たちへの対策や作戦を練らなかった大兵器が、この不意打ちに対応する術すべはない。

　開始早々範囲魔法で敵を一いつ掃そうする相手なら、それより早く懐ふところへ潜ればいい。

　迎え撃つように展開された黒色の魔法は、上から叩きつけるように射出された光の塊かたまりによって爆散。分厚い大剣と共に叩き込まれた膨大なエネルギー砲は、大兵器のＬＰを一秒と経たたずして消し飛ばす！

　アルデの魔法剣は大兵器を戦闘不能にするだけにとどまらず、隣で驚きよう愕がくの表情を浮かべるＡ君までも一緒くたに貫き、なおも衰おとろえぬエネルギーがフィールド外の壁に突き刺さった。




『試合終了！』




　俺が持つ技アーツと、迎え撃つ魔法を自分の力にできるアルデの技能スキル。そして、相手を確実に一撃で仕し留とめる攻撃。

　短期決戦しかあり得ない。

　そう決めていた。

　アルデの能力を活いかし、且かつ大兵器を下す事のできる手段──One of the best唯一にして最高の手。

　ジャイアントキリングを達成したこの試合は、皮肉にも俺たちが戦った混合戦の三試合のどれよりも短い時間で決着した。
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　皆が待つ観客席には、燃もえ尽つきたような形で椅子に座るケンヤとライラさんの姿があった。

　並んで座る二人の後ろの席でアイスグリーンの髪を揺らしながら手を振るトルダと、両脇には雨う天てんさん、クリンさんが座っているのが見える。

「どうも。皆さんお揃いで」

「やっと来たか」

　クリンさんの横に腰を掛けると、トルダが〝遅い〟と言わんばかりに頰ほおを膨ふくらます。

「まずは四回戦突破おめでとうございます！　まさかアルデちゃんにあんな奥の手があったなんて……それにしても凄すごい威力でしたね」

　我慢できないといった様子で立ち上がった雨天さんが嬉うれしさと驚きが入り混じる声色で声を上げる。

　それに同調するように、俺の隣に座るクリンさんも「お、同じ召喚士として鼻が高いです。アルデちゃんもすごく頑張ってたね」と手を叩いてくれた。

　雨天さんとクリンさんに褒められたアルデは『でしょー！』と、得意げに小躍りしている。

「ありがとうございます。アルデの奥の手は、一度使ったことにより他の対戦相手への牽けん制せいにもなりますから、寧むしろ有利になったかなと考えています」

「へぇー。奥の手使っちゃったのに、なんで有利になるの？」

　トーナメント自体に興味を示さなかったトルダも、ケンヤ達や俺たちの試合を観続けたせいか、興味津々な様子で身を乗り出した。

　ケンヤ達パーティと一緒にいるのは意外だったが、彼女もケンヤ同様にコミュ力は高いから、どこかのタイミングで意気投合したのだろうと勝手に想像しておく。

「あの試合で見せた技には色々と制限があるんだけど、あの場面だけ見た人からすれば〝魔法を無効化して跳ね返す恐ろしい技〟に映ったはずだ。対戦相手が魔法職最強と呼ばれる人だったのも大きい」

　アルデの魔ま装そうは魔法を跳ね返したり無効化したりできるわけではない。うまいタイミングで使うことで跳ね返したり無効化した様に見せることができただけなのだが、観ていた人がそんな事を知るはずもない。

　つまりは、次から対戦する魔法職のプレイヤーへ〝魔法封じ〟をする事ができたと考えられる。全て跳ね返されると分かっていれば迂う闊かつに魔法は使えない。

　もちろん、アルデと同じ技能スキルを所持するプレイヤーには既にカラクリがバレているとは思うが。

　そのまましばらく雑談していると、ダリアがしびれを切らしたように俺の体を揺さぶってきた。

　顔は無表情のままだが『おやつ』を連呼している。

「あ、ダイキ。そういえばダリアちゃん達用のおやつ買ったんだけど……」

　グッドタイミングだトルダ。俺の周りには世話焼きお姉さんが沢たく山さんいて助かる。

「お、ありがとう！」

「とりあえずいっぱいあるからこれ全部トレードで送るね」

　雨天さんやクリンさんみたく、甘やかして買いすぎてなければいいんだが……って、全部ってなんだ？

　トレード画面には屋台で売ってるたこ焼き、お好み焼き、イカ焼き、焼きそば、骨つき肉などに加え、アルデの好きな甘い物がどっさりと、部長の好きな野菜と果物がどっさり……用途不明のおもちゃまでも、数え切れない量が並んでいた。

　全部で30種類まで一度にトレードできる画面は、おやつとおもちゃでパンパンになっている。

「待て待て待て買いすぎ買いすぎ！　予想外の量だよ！　これだけ買うのにいくらかかったんだよ」

　気を遣ったとか、それ以前の問題である。

　屋台の食べ物はお祭り料金で高い物が多いのだ。

　慌てる俺を無視する形でトルダは澄すまし顔で送信ボタンをタップする。

「いや、別にいいよ。私の好きで買ってきたんだし。実はギャンブル運があるみたいだからさ」

「なんだって？」

　秘密……と、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ話を締しめくくったトルダから、ダリア達用のおやつとおもちゃを入手した。

　姉達に盗とられるのは可哀想だし、試合中はアルデのおやつを俺のボックス内に保管しておいてやろう。

　一連の流れから何が行われたのかを察したダリアが背中から抱きつくようにぶら下がり、肩越しにアイテム欄を覗のぞき見ている。

「ダリア。お前達の〝あればあるだけ食べる〟精神には感かん服ぷくした。故に俺にも考えがある」

『いい子に　する』

　アルデのおやつ同様に、ダリアと部長の分も俺が管理しようと考えた矢先、ダリアがそれを見み透すかしているかのように甘えてくる。

　トルダから貰もらったおやつはとても食べきれる量じゃないし、渡しておいても流石に大丈夫……いや、ダメだ甘やかしては。こうやってダメ親が生まれるんだ。

「ダメだ。これは俺が管理する」

『もういい　雨天に　買ってもらう』

「賢い奴だな」

　俺とラリーする事なく早々に見限ったダリアはてくてくと雨天さんの方へと歩いていこうとする。

　すかさず抱き上げ、膝ひざ上うえへと座らせた。

「俺も大たい概がいだが、周りの人達も甘いからダメだ。あと何戦か進めば混合戦も終わるから、それまで我慢な」

『ざんねん』

　いやに聞き分けが良かったが、何も企たくらんでいない事を願うばかりだ。

　試合の時間が近付いている事に気が付き、流石にいつまでも和なごんではいられないと席を立つ。

　アメリカンドッグを頰張るダリアを右手に、イチゴシロップのかき氷をつつくアルデを左手に、ひょっとこのお面を被った部長を頭に乗せSeedシードの面々とトルダに別れを告げた。













　心臓の鼓動が速くなるのを感じる。

　皮肉にもトッププレイヤーたる大だい兵へい器きとの試合より、次の試合で自身にかかる重圧プレツシヤーは大きいと感じていた。

　──緊張。

　この緊張は、団体戦を敗退した経緯があってこそ生まれたもの。

〝勝てればいいな〟という楽観的な気持ちは、一つの負けによって塗ぬり替かえられた。

　これまでダリアや部長、そして港みなとさん達と共に頑張ってきた日々が、漠ばく然ぜんと参加するつもりだったトーナメントに意味をくれた。

　敗北して初めて湧わいた、勝利への欲。

　根底にあった気持ちは既すでに〝勝ちたい〟と、ただその一点に染まっていた。

　ぶるりと震える体を……高ぶる気持ちを抑おさえるように腰に差す剣の柄つか頭がしらを撫なでる。

　液晶に映るのは、堅固な守備で攻撃を通さぬレベルもＰＳプレイヤースキルも高い熟練盾役タンクと、雨天さんみたく攻撃魔法にも高い性能を誇る回復役ヒーラーのペア。パーティ戦闘・レイド戦闘では欠かせないポジションではあるが、混合戦となると少々特殊な組み合わせだ。

　職種などから導き出される弱点は〝火力不足〟と分析できるが、ここまで勝ち進むほどのプレイヤーとなればそれらを補おぎなう何かを保持していると考えて間違いないだろう。

　魔法に特化したプレイヤーが仲間にいない分、アルデの脅しによる効果は薄い。

　ぴったりとくっ付くような距離で右隣に座るダリアは、床に届かない足をぶらぶらと動かし液晶を見つめている。

　現在俺が観みている次の対戦相手の試合動画など、戦闘員とはいえまだ子供のダリアにはつまらない映像だろう。

　しかし、自分の妹分が戦うであろう相手を自分なりに分析しているのか、試合に置いていかれている事に文句も漏もらさず、黙だまっている。

　俺の膝ひざ上うえに鎮ちん座ざする部長も妙みように大人しい。

　待っている際にダリアに何か言われたのかは不明だが、次の試合の邪魔にならないよう彼女なりに配はい慮りよしているのかもしれない。

『アルデ。《手だすけ》でお前のカバーは確実にこなすよ。だから自分のやりたいように、全力でぶつかってこい』

　ダリアと同じように、俺の左隣にぴったりくっ付くようにして座るアルデの頭を撫なで、作戦とも言えない作戦を伝える。アルデは少し沈黙した後に『うん』と、答えてみせた。

　俺は彼女達に指示を出すが、基本的な戦闘は殆ほとんど任まかせっきりである。

　というより、思い通りに動く仲間が欲しいのなら《調教術》を使うのが一番効率がいいだろう。人間という司令塔の下、正確に動く召しよう喚かん獣じゆうなら連れん携けいに特化したクオリティの高い戦闘が期待できる。

　俺が彼女達に求めるのは〝彼女達なりの自由な判断能力〟。想定外の事態には、俺が《手だすけ》してあげればいい。

　彼女達は考える。

　彼女達は成長する。

　故ゆえに、彼女達と共に強くなっていく事ができる。

　トッププレイヤーを倒してしまった勢いもあってか、第五試合も難なく制した俺達。

　第六試合は、ブロック決勝と呼ばれる各種目毎ごとのトリを飾る試合。明日の試合に出場するための最難関だ。

　団体戦では届かなかった場所……そこに俺たちは、駒こまを進めていた。

『拙せつ者しやは……』

　おずおずと、呟つぶやくような声量でアルデがこちらを見上げてくる。

　二つの目には緊張の色こそなかったものの、不安の色が見えていた。

　しまった。

　俺の緊張感が悪い方向に伝染したか。

　ぺたり……と、何かの音の後に続くぺたぺたという足音が俺の前を通り過ぎ、アルデの前で止まった。

　ダークレッドがふわりと揺れ、仮面の少女を包み込む。

『ダイキを信じて　アルデなら大丈夫』

　同じ召喚獣だからか──はたまた妹分だからか、不安故に弱気になるアルデを察さつしたダリアが優しく彼女を抱だきしめる。

『試合開始まで、残り５分となりました。選手の皆様は試合の準備を完了させ、開かれた扉から入場してく……』

　扉の開く音と共に、会場の沸き立つ声が流れ込む。

　部ぶ長ちようを長なが椅い子すの上に置き、ダリアを隣に座らせ席を立つ。

　開いた扉の前で大きく手招きをするアルデと、見送るように小さく手を振るダリアと部長。

「いってきます」

　何度目かの、いってきます。

　二つの『いってらっしゃい』を背に受けながら、アルデと共に歩き出す。

　変に熱いきり立つ必要はない。

　普段通り、今まで通りを行えばいい。

　心は熱く、頭は冷静に。

　心地の良い緊張感を維持しながらブロック決勝の相手と対たい峙じした。
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　試合開始の合図と共に俺とアルデは同時に駆かけ出だす。狙ねらいは当然ながら、回復が厄やつ介かいな回復役ヒーラーだ。

《剣けん王おうの大たい剣けん》を構えるアルデ。

　彼女の斜め後ろを守るように、盾を構えて速度を上げる。

「純粋な筋力攻撃役アタツカー。俺相手には火力が数段落ちるだろう！」

　盾役タンクが吠ほえる。

　舐なめられている……そう感じているのかもしれないが、こちらは大おお真ま面じ目めだ。

「『双頭の竜巻ツイン・トルネード！』」

　盾役タンクの両脇をすり抜けるように発生したのは水の竜巻。

　アルデは剣の腹で受けるように魔法をかき消し、地面を削けずるように剣を滑すべらせながら目の前の盾役タンクに突き入れた！　同じ性質の魔法が、盾役タンクへと襲いかかる！

「属性は関係ないのね。こりゃいよいよ……」

　膨ぼう大だいな水の強襲を難なく盾で受ける盾役タンクは、アテが外れたと言わんばかりにため息を吐つく。

　後ろで杖つえを振るっていた回復役ヒーラーは一瞬だけ悔くやしそうな表情を浮かべたのち、切きり替かえるように再び杖を掲かかげた。

　魔法名と別の魔法を発動か。確かに、属性や特定の魔法に限った絶対防御なら今ので騙だまされ不意打ちを受けていたのだろう。

　しかしアルデの魔法武器付属に属性は関係ない──それを今、相手も学んだと考えられる。

　視界右下にある装備画面を素早く操作し、アルデの武器を《黒くろ鉄がねの大おお槌づち》へと変更。前後入れ替わるように、俺が盾役タンクへ攻撃を仕掛ける。

　盾役タンクは不敵な笑みを浮かべ、身の丈ほどある大盾タワーシールドをどっしりと構えた。

「突破を諦あきらめて俺に絞しぼるか！　柔じゆう軟なん性せいもあるようだな！」

「あってないような作戦なんです、よ！」

　剣と盾とが交わる〝ギリリリッ〟という金属音が響く。

　後方からコンマ遅れて攻撃を仕掛けるアルデの大槌を、盾役タンクは受けずに後退した。

　大槌が地面を叩たたき、ビシリと大きな亀き裂れつが走る。

　自信家っぽい性格に見えたが、あっちもまだまだ冷静か。

「『炎獣の痛みフレイムベル・ペイン』」

　回復役ヒーラーの掛かけ声と共に、上空に現れた紫の魔法陣。

　シンクロによる視界共有と《手だすけ》を発動させつつ、右手でアルデの武器を直剣へと変える。

　ギザギザの軌道を描きながら落ちたのは炎獣フレイムベルではなく、五本の紫し電でん。

　武器を振り切った状態のアルデの体を借り、小回りの効く直剣で五つの紫電を全すべてかき消していく。

　行動を起こす盾役タンクを左目で捉とらえ右手の剣で応戦、相手の剣と鍔つば迫ぜり合あいの状態へと縺もつれ込む。

　ダリアの使う魔法名を調べてきている。

　展開場所が同じでも、軌道が違うとなると防ぎきるのは難しい。

《炎獣の痛みフレイムベル・ペイン》は頭上から真下へ真まっ直すぐ降ふり注そそぐ極太の火炎放射。先ほどの魔法は性質からして雷属性で本数も多い、混乱からの取りこぼしを狙った攻撃か。

　ともあれ、俺の主体は弾きパリイによる攻撃の無効化。相手の攻撃に合わせて武器を動かすのは、恐らくアルデより秀ひいでている。

　軽い直剣に替えているのは、俺が扱いやすい武器に合わせるため。アルデが攻撃する時に、アルデの使いやすい物に替えてやればいい。

『アルデ。俺がコイツの動きを一瞬だけ止めるから、お前は回復役ヒーラーを叩くんだ。武器替えは心配するな』

『わかった！』

　短く会話を終わらせた俺たちは目線を交まじえる事なく作戦へと移行する。

　どんな状況下でも相手に悟られず会話ができる。

　これが俺たちだけの特権。

「『こっちだ』」

「おっと！」

　わざと剣を大きく弾はじきながら《挑発》を発動、盾役タンクも流石さすがの反応速度で何らかの技アーツによって防御の態勢に入るも、動きが鈍にぶっていくのが分かった。

　その隙すきに俺を壁にして駆け抜けたアルデに反応が遅れ、彼の目に初めて焦あせりの色が現れる。

「『こっちを向け！』」

「『抵抗レジスト』」

　アルデに向けられた《挑発》を、片手盾技アーツ《抵抗レジスト》によって打ち消した。

　盾役タンクの顔が、更に強こわ張ばっていくのが見える。

「『絶対抵抗ジヤストレジスト』だぁ？　やれって言われてできる技じゃねぇぞ！」

「できるまでの反復練習ですよ。弾きパリイよりは成功率低いですけどね」

《挑発》に対するテクニックに《抵抗》が存在する。扇状に広範囲まで効果のある《挑発》に比べ効果範囲の狭い《抵抗》は、防御よりも効果軽減を目的として使われる事が多い。効果軽減では数秒間、重圧ヘヴイの餌え食じきとなる。

　けれども、《抵抗》には奥義的テクニックが一つだけ存在する。

　それが《絶対抵抗ジヤストレジスト》と呼ばれる技であり、発動タイミング、場所、向きをピンポイントで合わせる事により、《挑発》そのものを封じる。

　掲示板にあった情報によると、成功するタイミングは約秒の世界。ＶＲにおける微量なラグも考えると、更に難しい。

　この数日間、俺は弾きパリイ・技繋ぎアーツスイツチ・絶対抵抗ジヤストレジストの練習を徹底して行った。

　ステータス面でハンデを背負う俺の、試合で通用する武器たり得るのはこのテクニック群だと結論が出たからだ。

　彼女達を全力で守る、そのための技。

　アルデに続くように、俺も回復役ヒーラーを無力化するべく走り出す。

「イリア!!」

　重圧ヘヴイの餌食となった盾役タンクが叫ぶ。

『やあぁぁぁぁ！』

　大きく跳躍したアルデが紫色に光る直剣を掲げるように構え、目の前の女性を斬きり伏ふせんとするのが見えた。

　イリアと呼ばれた回復役ヒーラーは素早く槍やりのような形状の電撃を展開し、無防備なアルデへ射出する。

　焦るな。俺はこっちだ。

　まさに魔法と激突する寸前のアルデに視線を向けながら、必死に右手を動かす。

　視界に映るのは、高出力の電気が弾ける眩まばゆい光がアルデの体へ深々と突き刺さる姿。

　骨を被かぶる少女が、無慈悲な電撃に包まれた。

『っりゃあああ!!』

　電撃を体に纏まとい、剣を振り下ろすアルデ。

　回復役ヒーラーの顔が、驚きよう愕がくと絶望へと変わる。

「『赤き鋼亀の加護レツド・メタルシールド』」

　ただではやらせん！　そんな言葉が聞こえるかのように盾役タンクが対斬ざん撃げき用防御技アーツを展開、回復役ヒーラーの頭上に赤い亀かめの甲羅が形成される。

　お前の勝ちだ、アルデ。

　アルデの武器が、黒塗りの巨大な槌へと替わる！

　魔法武器付属の効果が消えるのも意に介さず、アルデはトドメと言わんばかりに叩きつけた。




　突如起こった爆発と衝撃波！




　飛び散る石片。




　消し飛ぶＬＰ。




　冗談のような威力をみせたアルデの全力攻撃は、回復役ヒーラーが立っていた場所を半壊させた。

　遠くの岩にもたれるように、ＬＰを散らした回復役ヒーラーが倒れている。

「ッ!!」

　冷静さを失った者は弱い。

　ただ振り下ろされるだけの剣には重みがない……そんな言葉を体現するかのように、動揺した彼の攻撃は不思議なくらいに軽かった。

　いとも簡単に盾弾きシールドパリイを許した盾役タンクに、すかさずアルデが追撃を加える。

「まいったね。完敗だ」

　確定CriticalによってＬＰの七割を削けずり取られた盾役タンクは、片膝をつきながら呟いた。

　審しん判ぱんが彼の意図を読み取り、試合終了を告げる。

　完全防音のはずのフィールドに割れんばかりの歓声が沸き起こる。

　まるで本当の決勝戦に勝ったかのような大おお袈げ裟さともいえる歓声の量に困惑していると、小さな影が俺の胸に飛び込んでくるのが見えた。

　がちゃり……と、何かが落ちて砕くだけるような音と共に、アルデが今にも泣きそうな様子で顔を押し付けてくる。

『ダイキ、ダイキ殿どのぉ！　勝ち、勝った！　嬉うれしい、よかった……』

　色々な感情が渦うず巻まいているのか、気持ちをうまく表現できていないアルデ。

　抱きしめ返してやりたい気持ちを抑え、アルデの黒髪を優しく撫でる。

『可愛かわいいやつだな。被り物はどうした？』

『もう、必要、ない！』

　顔をぐしゃぐしゃにしながら言うアルデ。

　被り物が落ちた場所には、もう何も残っていない。

『帰ろう。ダリアと部長が待ってるぞ』

　しがみつくアルデを抱き上げながら、なだめるように頭を撫でる。

『うん！』

　短い髪を揺ゆらしながら、可か憐れんな少女に笑顔が咲いた。




　観客席に手を振るアルデと共に手を振りながら、控ひかえ室へ帰るための転移が始まる。




　仮面という殻からを自ら破った彼女。




　彼女の中で、どんな気持ちの変化があったのか……この笑顔が全ての答えじゃないだろうか。









































　しばらく適当な露ろ店てんや見せ物らしき店を見て回ったり、声をかけてくれた人に対応しつつ、召しよう喚かん獣じゆう達と散歩を満まん喫きつしていた。

　部ぶ長ちようが付けていたお面が欲しいだのと騒さわいだダリアとアルデのワガママに付き合うため、自分を含ふくめた分のお面を購入する。

『ダリアの　かわいい　げこ』

『拙せつ者しやのはカッコイイ！』

　カエルのお面を被かぶるダリアと、狼おおかみのお面を被るアルデ。

　自分用に買った猿さるのお面もそうだが、アルデの被っていた骨と同じようにこれらも頭装備の扱いにはならない特殊なアイテムということがわかった。

　ステータスアップも何もない普通のお面だから当然といえば当然だが、これを被れば俺たちの存在をある程度誤ご魔ま化かせる可能性がある。

『ごしゅじんの可愛かわいいねー』

　明らかに馬鹿にした口く調ちようで言う部長にダリアが賛同し、アルデはケラケラと笑っている。

　確かに、何でも良いかなと選んだデザインはデフォルメしたような少し間の抜けた顔の猿のお面。

『だって猿以外は虫しかなかったんだから、仕方ないだろ』

『いもむし　良かったのに』

　芋虫なんか付けられるか。

　なんで虫シリーズだけデフォルメせずリアルな作りしてるんだ。

　店を出していたプレイヤーの趣味が強すぎて虫シリーズが凝こったデザインと化したのは推測できたが、大量に売れ残っては本末転倒だろう。

　お面の効果が出たのか、俺たちに話しかけてくるプレイヤーは減へり、のんびりと露店巡めぐりをする事ができていた。

　食べ物類はあらかた食べ尽くしていたからか、三姉妹がおやつをねだる事もなく遊び的な露店を重点的に回っていく。

「お！　兄ちゃん？　姉ちゃん？　分からんが、コレやってみない？」

　調子の良いエルフ族のお兄さんに声をかけられ視線を向ける。

　そこには《型かた抜ぬき》と書かれた看板と、数名の男女が針はりのような物で何かを削けずっている姿があった。

　型抜きか、懐なつかしいな。

　昔よく一人で祭りに行った時に必ずやっていた記憶がある。

　一回50Ｇゴールド。

　お面の１／10の値段か。

「やりたいか？」

『やる』

『やりたい！』

『やりたいー』

　三姉妹も乗り気なのでお兄さんに人数分の料金を支払い、店の奥にあるボックス席へと腰をかける。

　受け取った針と四枚の型が入った紙をそれぞれに渡し広げていくと、目の前に《ルール説明》と書かれたプレートが出現した。

　そこにはやり方はもちろん、絵柄に合わせた賞金と難易度が書かれており、四人共違う絵柄の型という事が見て取れる。

「部長のが一番簡単なやつだ……って、何食べてるんだ？」

『あまりおいしくなーい』

　もはやルールを無視して型を食べだした部長。

　お面を後ろに回し、カピバラの素顔を晒さらしながらもくもくと口を動かしている。

　渡す前にある程度話しておけばよかったか……。

　ダリアとアルデは型抜きのなんたるかを理解しているらしく、小さい針でチクチクと丁てい寧ねいに削っている姿が見える。

　ポリポリと最後の一ひと欠片かけらを食べきった部長は『どういうゲームなのー？』と、首を傾かしげていた。

「じゃあ俺と一緒に型抜きしようか」

　部長が食べてしまった最初の型より少し難易度は上がるものの、型抜きしないままに終わらせてしまうのは可か哀わい想そうだ。

　部長を膝ひざの上に移動させ、支給された針を持たせてやる。

　器用に手を使って遊ぶ型抜きはそもそも部長には難易度が高いと言わざるをえないが、それでも頑張って針を握り、削っていく姿は微笑ほほえましい。

　鼻をヒクヒクと動かしながら『うーんと、うーんと……』と、悪戦苦闘している。

『むむ』

　半分程削ったところで、ダリアの型がパキリと割れる。

　削ろうとした矢先に割れてしまったのか、針を持ったまま思考停止状態となるダリア。

『あっ』

　ほぼ同時にアルデの型も割れてしまったらしい。

　対面するように座っていた狼とカエルが、揃そろって思考停止しているのが見える。

「ほら、もうちょっとだ。頑張って」

『えーっと、ここを……』

　残ったのは部長の型。

　ぎこちない動きだが、とても丁寧に削れている。

　──そして。

「お！」

『んー？』

　最後の部分を削った所で目の前に再びプレートが出現。部長の型に決められていた賞金がジャラジャラと俺の所持金へと収まっていく。

『うわ！　すごい!!』

『やったね』

　途中からハラハラした様子で見守っていた狼とカエルが同時に万ばん歳ざいしてみせ、部長は嬉うれしそうに『ふふーん』と鼻を動かしていた。

　こんなに器用だったとは、部長の意外な一面を見たな。

　部長の活躍もあって型抜きは黒字で終了し、三姉妹を定位置に装備し店を出る。

　初めてやったお祭りのゲームに興奮したのか、ダリアとアルデの〝あれやりたいこれやりたい〟が始まった。

　先程の型抜きで全すべての力を使い果たしたのか、部長は頭の上で寝息を立てている。

　続く二軒目は定番中の定番である《金魚掬すくい》。

　しかしどうやら、魚は金魚だけでなく特殊なものも入っているらしく、まさにゲーム世界ならではである。

「いらっしゃい！」

　頭にタオルを巻いた恰かつ幅ぷくの良いドワーフ族のプレイヤーが店主らしく、広い水槽のような所に数名のプレイヤーが金魚掬いをしている姿が見える。

　中には明らかに大きさの違う、金魚とも言えない形のものも泳いでいるが……魔物とかじゃないだろうな？

「こんばんは。入ってる魚って、金魚だけじゃないってありますが」

「おう。俺が水の町付近で捕まえてきた魚達だ！　とりあえず稚ち魚ぎよを厳げん選せんして捕まえたんだが、何になるかは知らん！」

　いいのかそれは。

「どうやって飼えばいいんでしょうか？」

「それは心配いらない。別売りの特殊な水槽に入れておけば、十メートル以下の魚まで飼うことができる！　餌エサは何かしらの骨を砕くだいた物をやればいい！」

　ふむ。なかなか考えられているもんだな。

　そして別売りとは抜け目のない。

「どうする？」

『やる』

『やりたい！』

　寝ている部長はやらないとして、今回はダリアとアルデの二人が挑戦となった。

　金魚掬いの料金である５００Ｇを二人分払い、材料不明のポイのような物を受け取った。

　型抜きの時同様に、目の前にプレートが出現。金魚掬いのやり方をざっくり読み流しつつ、水槽の前でしゃがみこむ二人にレクチャーする。

「この紙が破れたら終わりだぞ。破れない限りは、何匹でも取れる。取った魚は器に入れるんだ」

『これは　燃える』

『あの子ちっこくて可愛かわいい！』

　ポイを片手に闘志を燃やすダリアと、魚に興味津々のアルデ。

　二人共お面をずらし、素顔を晒して水槽を見つめている。

　一緒になって水槽の中を覗のぞいてみると、体長五センチ程の小さい魚が優雅に泳いでいるのが見えた。

　やはりゲーム世界というだけあって、種類も何も分からない。そして色もカラフルだ。

　それにしても、水の町……か。

　冒険、風、石、草、砂、火、そして王都と、なんだかんだで色々な町を開放してきてはいるが、どうやら行っていない町もまだ残っているようだ。

　心当たりといえば、冒険の町から行ける西側はまだ探索していない事。物理攻撃が効かない幽霊型モンスターが出てきて退散した記憶がある。

　今のダリアなら、そして魔法付属武器が使えるアルデもいれば、普通に攻略できそうだ。

　今後の予定として西側にチェックを入れつつ、召喚獣達の調子を確認していく。

　さっそく金魚掬いを開始するダリアは尾ひれの長い黒の魚に狙ねらいを絞しぼり、頭の方からゆっくりとポイを近付けていく。

　スカッ！

　ポイを破るでもなく、素早い動きで回避する魚。

　もしかして、個体によってはプレイヤー同様にステータス等があるのかもしれない。

『てごわい』

　一度ポイを水中から出し、気難しそうに呟つぶやくダリア。

　小さな手から水が滴したたり、ポイを伝って水槽に落ちる。

『まってー！』

　アルデは初めから狙いをつけていた青色の魚を追いながら、ポイを並走させている。

　アルデの動きに耐えきれなくなったポイが、端はしから徐じよ々じよに破れてきていた。

　口を出すのもヤボだと見守りつつ、再びダリアの方へと視線を向ける。

『やられた』

「あらら」

　少し悔くやしそうに、ポッカリと穴が空あいたポイを見つめるダリア。












　こうなってしまうともう魚は取れないだろう。

「嬢じようちゃん残念だったなあ。嬢ちゃんが狙ってた黒いやつ、俺がやっても速くて捕まらねんだわ」

「水槽の主ですね」

『負けて　悔くいなし』

　申し訳なさそうに頭を掻かく店主の言葉に、ダリアはどこか満足そうに呟いた。

　水槽で一番手て強ごわい奴に負けた──それに満足したのかもしれない。

「アルデは……ダメだったか」

『うぅ……』

　両手を水槽の中に入れ、悲しそうに肩を落とすアルデ。

　ガラスの奥に映るポイは破れ、器の中に魚はいなかった。

「あー。嬢ちゃんもダメだったか」

『うぅ……あおきちぃ……』

「名前ももう決めてたのか」

　アルデは恨うらめしそうに水槽を眺ながめ、既すでに飼う気満々だった魚の名前をか細く呟いた。

　悲ひ愴そう感漂うその姿があまりに気の毒だったのか、店主の人が腰に括くくり付つけていた網を取り出し、アルデの近くに腰を下ろす。

「嬢ちゃん。目当ての魚はどの子だったんだ？」

『あの子……』

　今にも泣きそうな声で指をさす先に、優雅に泳ぐ青色の魚が見えた。

　店主にはアルデの声が聞こえないのだが、指差す所にいた魚を見て伝わったのか、網で丁寧に魚を掬ってみせる。

　その光景にアルデが『え？　うわぁ！』と、歓喜の声をあげ、自分の器に収まった魚を愛いとおしそうに見つめていた。

　店主が俺に視線を向ける。

「水槽は別料金だぜ」

「商売上手ですね」

　アルデの様子から〝この客は買ってくれる〟と確信したのか、店主は店の端に設もうけてある販売スペースに並ぶ水槽の方を指差した。

　俺の一言を店主は褒ほめ言葉と受け取ったらしく、「たりめぇだ！」と、胸を張る。

　水槽の料金を見て思わず硬直する俺を、アルデが足元から涙目で見上げていた。

　これは……断れん。

「水槽お願いします」

「まいどー！」

　もはや俺が決めるより先に水槽を手にしていた店主が、水槽について軽く説明を付け加えてくる。

　魚のサイズに合わせて水槽も大きくなるらしく、どうやらオルさんの店や紅葉もみじさんの簡易露店にも施ほどこしてあった拡張機能が付いているようだ。

　魚のためとしては豪華な家ではあるが、アルデが喜んでいるから……まあ、いいか。

　店主は購入した水槽に水晶のような物を入れ、器に入っていた青い魚を丁寧に落とした。

　青い魚は水槽の中をしばらくクルクル回った後、落ち着いたように泳ぎ始める。

「一応インテリアとしてホームに飾るのが一番だが、ホームがなければアイテムボックスにでも入れておいてくれ。魚は餌をやっていれば死なない」

「わかりました」

　営業スマイルをみせる店主から水槽を受け取り、べそをかいていたアルデにそれを差し出す。

「ちゃんと餌あげるんだぞ」

『うん！　わぁ……』

　宝物を見つけたかのように喜ぶアルデは、キラキラと光る水槽に歓喜の声をあげ、抱だくようにしてそれを受け取った。

　店主の商売上手に脱だつ帽ぼうしつつ、俺たちは金魚掬いのブースを後にする。

　ダリアも欲しがるかと思いきや、彼女は金魚掬いというゲームそのものを堪たん能のうできた事に満足しているようで、アルデを羨うらやましがる事はなかった。

　俺の腕の中で魚に話しかけるアルデに顔を綻ほころばせながら、再び露店巡りを開始する。

　その隣にあった露店にダリアが反応し『あれ　やりたい』と頰ほおをつついてきた。

　見ると、こちらも定番の《射しや的てき》が開かれており、銃じゆうらしきおもちゃがズラリと並んでいる。

　お祭り仕様なのか、獣人アバターの女性プレイヤーが胸をサラシで巻いたスタイルで立っていた。

　俺たちが客だと分かるや否いなや、可愛い営業スマイルを見せて近付いてくる。

「っしゃぁーせー！」

　料金は一回３００Ｇ。

　商品は何が良いものなのか見当もつかない。

「やるか？」

『うん』

『やるー！』

　ダリアとアルデが素早く手を上げ、俺は二人分の料金を支払う。

　気を利きかせてくれた女店主が踏み台を二つ用意してくれたお陰かげで、背の低い彼女達も卓に届くような状態だ。

　銃の使い方は一般的な物と一緒で弾たまは殺傷性のない物。五発だけ入っており、撃ち切った段階で終了となるらしい。

　銃というものを見た事のない召喚獣達に持ち方や遊び方を教えてやり、後は彼女達に委ゆだねて見守る。アルデに渡された水槽を持ちつつ、二人の後ろに立つ。

　ポコン！

「あら、すごい！　お姉ちゃん、上手だねえ！」

　第一射目にして景品を獲得したのはダリア。

　景品の詳細が目の前にプレートとして現れ、俺のアイテムボックスに収まる。

　中身は一時的に筋力が上がる棒付きの飴あめ。

　味はイチゴ味らしい。

『むずかしい』

『当たらない……』

　あっという間に全弾終わらせてしまった二人が、しょんぼりした雰ふん囲い気きで戻ってきた。

　ダリアに景品としてゲットした飴を渡しながら店主に礼を言い、射的屋を後にした。
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　視界の隅すみに表示された時計に視線を移し、そろそろ帰るかとコロシアムの方へと足を向ける。

　型抜きで疲れて寝てしまった部長は分からないが、ダリアもアルデもかなり満足した様子。

「兄ちゃん兄ちゃん！　ちょっとやってかない？」

　──と、不意に声をかけられそちらへ顔を向けると、笑みを浮かべた竜りゆう人じん族ぞくの男性プレイヤーが自身の店の看板を指差し、アピールしているのが見えた。

　視線を上へと移動すると、そこには《くじ引き》と書かれていた。

　最後にやっていくか。

「これやったら帰るか」

『うん』

『わかったー！』

　俺の言葉に店主は反応し、上機嫌で店へと案内してみせる。

　そこにあったのは大きめのモニター。表示されているのは、何十個も並ぶ宝物のようなイラスト。

「一回３００Ｇだよ！　この中の宝物を一つ押して、出た数字に応じて景品が出る！」

　金色の眼めを無邪気に細める店主の声と同時に、表示されたプレートには数字と景品がズラリと並んでいた。

　アイテムの価値がイマイチ分からないが、上から一等、三等、五等、六等などなど、結構良い景品が残っているようだ。

　とりあえず店主に二人分の料金を支払い、二人を店の前に立たせ、俺は景品へと視線を移した。




　一等　ヴァーミリオン・リング

　二等　マキシマム・ブレード［出ました］

　三等　スキル取得券

　四等　竜の鱗うろこ［出ました］

　五等　銀のインゴット×５

　六等　鉱石詰め合わせ




　まず、三等に見知った《スキル取得券》がある事に驚いた。

　この券の価値はなんとなく理解しているつもりだが、それだけにスキル取得券より価値のある位置に存在する一等と二等がかなり気になる。

　既に二等は当選してしまっているが、一等のヴァーミリオン・リングとやらは未いまだ当選者がいない。

　姫の王のギルドメンバーなら、出るまでくじ引きし続けそうだな。

　カランカラン！　カランカラン！

　あれこれ思考している間に、店主が驚いたような表情で何かを鳴らしているのが見えた。

　店の前では、口の中で飴をコロコロと転がすダリアが、宝物を押した状態で店主の顔を見上げている。

　頭をボリボリと掻かきながら〝やられた〟と言わんばかりに苦笑いを浮かべる店主。

「いや……まさか一等が出るとは。流石さすがは幼よう女じよ神がみ様だ！」

　側頭部にお面を付けていたからか、店主にダリアの正体がバレていた。

　途と端たんに辺りにいたプレイヤーが騒ぎを聞きつけ、こちらに集まってきている。

『拙者は伸びる剣だった！』

「アルデも良いもの貰もらったな」

　明らかにハズレである、安っぽい作りの剣を満足気に持っているアルデの頭を撫なでながら、一等を当てたダリアへと視線を向ける。

「お前は本当に運が強いな。もしカジノでもあったら、大金持ちになれる才能があるぞ」

『お金　興味ない』

　心なしかドヤ顔気味に顔を向けてくるダリアも撫でてやっていると、店主が誇ほこらしげに景品を渡してきた。

　ダリアがそれを受け取ると同時に、ヴァーミリオン・リングの詳細が表示される。







【ヴァーミリオン・リング】#初個体撃破報ほう酬しゆう


　竜の洞どう窟くつに住まう赤竜ヴァーミリオンの力が宿ったリング。かつての英雄ローランドは、この洞窟で見つけた赤竜の鱗を使って鎧よろいを作り、強大なる魔物との最後の戦いに赴おもむいたと言われている。



　筋力＋45

　耐久値＋45

　敏捷値＋45

　器用値＋45

　魔力＋45

　竜属性魔法効果アップ

　竜属性耐性効果アップ

　セットボーナス

［ヴァーミリオンシリーズ四つ以上で全能力＋15］

　分類：指装備







　……これは、かなり強い。初個体撃破報酬なら納得の強さだが、それにしても強い。

　試練の洞窟に行く途中に港みなとさんが言っていた推奨レベル70以上の《竜の渓けい谷こく》。

　もしかしたら、その付近で入手できる代物という可能性がある。

「い、いいんですか？　こんな高価そうなもの」

「気にすんな！　一ヶ月記念の祭りなんだから！　それに、幼女神様が一等を当てたとなれば俺の店にも箔はくがつく！」

　店主は当てられたショックなど微み塵じんも見せず、寧むしろ感謝するような表情でダリアを見て言った。

　当てた本人はリングの価値がよくわかっていないのか、食べ物じゃないと分かるや否や、残念そうな雰囲気を全面に醸かもし出している。

　──《剣けん王おうの墓はか》でも見たが、恐ろしい強運だ。

「ではありがたく貰っておきます。ありがとうございます」

「おう、またよろしく！」

　こんな高級そうな装備をどこで手に入れたのか気になったものの、聞くだけヤボだと心に仕舞い、店主へ手を振り店を後にした。

　景品であるヴァーミリオン・リングは、くじ引きしたダリアへと装備してやる。

「今日は宿屋行って終わりだな」

『うん』

『青あお吉きち！　帰ったらご飯あげるからな！』

　その後、石の町の宿屋へと向かい一度ログアウトした俺は、家事を終わらせ再びログイン。

　キングサイズのベッドに三人娘を寝かしつけ、長い一日を終了したのだった。













『ダイキ』




　俺おれを覗のぞき込むように、ムッとした表情の三人娘が仲良く頭をくっ付けていた。

　時刻は朝７時10分。

　場所は石の町にある宿屋の一室。

　俺を取り囲むように座るダリアとアルデ、そして部ぶ長ちよう。

　この三人に起こされるのはもしかしたら今日が初めてかもしれない。

「おはよう」

　短く言う俺に、召しよう喚かん獣じゆう達が口々に挨あい拶さつを返してきた。

　あれだけはしゃいで遊び疲れてたのに、皆早起きだな。

『ダイキ殿どの！　ダイキ殿！　青あお吉きちにあげる餌えさ、何かない？』

　思い出したかのように、慌てて俺に詰め寄るアルデ。

　艶つやのある黒髪と、立派な角。

　褐かつ色しよくの肌と山やま吹ぶき色いろの目、はじける笑顔。

　大きな窓の縁に、日の光を浴びて輝く水槽が見える。

『お、そうかそうか。えーっと……じゃあこれ、あげてごらん』

『おぉ！　わかった！』

　言われるがままアイテムボックス内を物色すると、ボックスの一番奥の所に《ナットラットの骨》が眠っている事に気が付き、それをアルデへ幾いくつか渡してやる。

　嬉うれしそうに受け取ったアルデは、小魚のように小さく細いその骨をすり鉢ばちで粉末状にしながら鼻歌を歌っていた。

　錬れん成せい術じゆつで使うかもと買っておいたすり鉢が、思わぬ所で大活躍だ。

『ごっはん！　ごっはん！』

『ごはんー』

　すり潰つぶしたナットラットの骨を鼻歌交じりに水槽へと入れながら、餌を食べる青吉を上機嫌で眺ながめるアルデ。

　一緒に餌やりを楽しんでいるのかと思いきや、部長は俺の服の裾すそを嚙かみながら、駄だ々だをこねるように引っ張っている。

　そういえば、昨日の夕飯は早かったし、その後部長はずっと寝てたからな。

　もしかしたら、空腹からいち早く起きて皆を起こして回ったのかもしれない。

『青吉への餌やりが終わったら食べに行こう』

『はーい』

　鼻をヒクヒクさせる部長の頭を撫なでながら連れて行くことを約束すると、部長はやりきったかのように服を離し、バフバフと音を立てながらベッドの上を歩いて行った。

　さて──と。

　メニュー画面に目を落とし、王国騎士からの手紙にもう一度目を通していく。

　期限は今日の夕方までだが……団体戦をやっている間に済すませておいたほうが良さそうかな。

　その他、ずらりと並ぶフレンドからのメッセージにも目を通していき──手を止める。

「花カ蓮レンさんからか……なんだろう」

　中には一言《個人戦の時間、屋台巡めぐりしたい》とだけ書かれており、簡素な文に、クールな戦いくさ乙女おとめらしさを感じる。

　彼女は個人戦に出場しなかったのだろうか？

　もしかしたら俺のように参加した結果敗退した可能性もあるが、文脈から察さつするに、この時間は空あいているのだろう。

　屋台巡り──

　花蓮さんならこの子達も喜ぶだろうと、行く旨むねと集合時間・場所を添えて返信した。

『餌やり終わりー！』

　たっぷりと青吉を堪たん能のうしたアルデが、ベッドをトランポリンにして飛びついてきた。

　ペット──もしくは子分のような存在ができて嬉しいのだろう。今の所彼女が一番の年下であるから、お姉さんぶりたい気持ちも分からんでもない。

　便乗するようにくっ付いていたダリア共々、お腹なかと背中に居る二人を乗せて回転していると、部長が急せかすように跳ねているのが見えた。

『うし。じゃあ食べに行こうか』

　青吉をアイテムボックスに入れ、三人を纏まとわりつかせて部屋を後にした。

　王様イベントに団体戦の観戦、混合戦二日目に、個人の頂点を決める戦い……そして花蓮さんとの屋台巡り。

　今日も長い一日になりそうだ。
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　宿からほど近い場所にある食事処どころに到着した俺たちは、通されたボックス席に腰をかけた。既すでに多くの人で賑にぎわっている。

　俺たちは、ボックス席なのに何な故ぜか片側だけ大所帯だった。

　大きなメニュー表にくっ付くようにして目を向ける三姉妹の間で、各々の目的とするページの開きあいが勃ぼつ発ぱつしていた。

　俺が選ぶのをダリアがいつも待ってくれないので、何枚もページが行き交う一瞬のうちに狙ねらいを定め注文を決めておく。

　俺も成長したなあ。

『ダリアは　火偽竜サラマンダーの姿……あ』

『拙せつ者しやはスペシャルタワー……あれ!?』

『わたしこれー』

　最後に勝ったのは、まさかの部長だったようだ。

　もはや何かの勝負と化していた料理選びに負け、心なしかダリアとアルデがショボくれているように見える。

　それでも、予想通り俺を待たずして店員を呼んだダリアのお決まりパターンには驚かされるが、今回は俺の作戦勝ちだと、したり顔をしてやった。

　テーブルに並ぶ、大皿のカレーと巨大パフェ、リンゴが四つと火偽竜サラマンダーの姿焼きが一匹。

　子豚サイズのトカゲを丸ごと焼いたワイルド料理もさる事ながら、アルデの注文したタワーなんちゃらも壮そう観かんだ。

　リンゴ四つとなれば割と多い量だと思うが、その両側の料理が規格外すぎて部長が食べなすぎなんじゃないかという謎なぞの錯さつ覚かくに陥おちいる。

　というか、これいくらすんの？　と、何気なくメニュー表を覗いて軽く戦せん慄りつしていると、窓ガラスの向こうに見知った顔の人物が歩いているのを見つけた。

「あれは、銀ぎん灰かいさんとアリスさんか」

　銀灰さんが側そばにいるのを見るに、今回アリスさんが脱走しているわけではなさそうだ。

　ただ雑談して歩いているように見えたので、一応手を振ってアピールしてみる。

　と──流石さすがはトッププレイヤー、人の動きに敏感なのか瞬時に反応してみせた銀灰さんがこちらに気付き、視線を向けると同時に笑顔を見せた。

　銀灰さんが隣を歩くアリスさんに教えるような仕し草ぐさをしてみせると、まるで瞬間移動したかのように窓ガラスへと張り付いたアリスさんは、額ひたいをめり込ませるような勢いでこちらを覗き込む。

「……!!」

「……？」

「……！　……、……」

　窓越しなので会話の内容は分からなかったが、召喚獣達を見つけたアリスさんが表情を明るくしたのは一瞬──その後、銀灰さんと一言二言会話した後、悔くやしそうな、悲しそうな顔をしてみせその場を去って行った。

　召喚獣達の様子は普通だが、一体どうしたんだろう。

　店の扉をくぐった銀灰さんが、一人だけでこちらへやって来た。

　俺は団体戦の白熱した試合を思い出し、軽い挨拶の後、感想を口にする。

「観みてましたよ、団体戦のブロック決勝。他の追つい槌ずいを許さない強さに驚きました！」

「あはは。ありがとね。といっても、あの試合は僕ぼくじゃなくてマスターの功績がでかいんだよね」

　下手に謙けん遜そんするでもなく素直に賞しよう賛さんを受け取ってくれた銀灰さんは、アリスさんが駆けて行った方へと視線を向けながら、呟つぶやくようにそう言った。

　外でのやり取りが何だったのか知らない俺は、試合の内容含ふくめてそれとなしに聞いてみる事にした。

「あの試合……アリスさんは何な故ぜあんなに」

「怒ってたか、でしょ？」

　苦笑いするように眉まゆをハの字にした銀灰さんは、近くにいた店員に珈琲コーヒーを頼み、思い出すようにして言葉を続ける。

「彼女は姫の王──と言うより姫の王のギルドメンバーのやった事が許せなかったんだよ。ダイキ君、心当たりあるでしょ？」

　困ったように言いながら、優しい口く調ちようで聞いてくる銀灰さん。

　俺だけでなく、召喚獣にも言っているように思えた。

　肉を齧かじっていたダリアの手が止まる。

「そっか。アリスさんはダリアのために……」

「試合の場まで連れて行くだけでも一苦労だったんだ。あんな状態のマスター、僕たちじゃ到底止められないよ」

　再び、彼はあの時のことを思い出しているのか、何とも言えない表情で額を掻かいた。

　店員が持ってきた珈琲の香りが、沈黙するボックス席に広がる。

「ダリアの事を想おもって怒ってくれたんですから、感謝の気持ちはあれど……あんな悲しい顔をするような事、ないのに」

「うん、そうなんだけどね。事が終わって冷静になった彼女は──」

（『ダリアちゃんは泣きもしないで気丈に振る舞っていたのにッ！　彼女の気持ちも考えず私は感情のままに暴れ、事を大きくしてしまった』）

　ダリアちゃんに合わせる顔がない。と、額をガラスに押し付けたまま、涙を溜ためて去って行った、と。

　ガラス越しには聞こえなかった彼女との会話を、銀灰さんはそのまま俺たちに伝えてくれた。

　それを聞いた俺は、釣られるように窓ガラスへと視線を向ける。

　プレイヤーが行き交う窓の外に、銀色の女性の姿はない。

『ダイキ』

　凜りんとした声に、聞こえていないはずの銀灰さんまで反応する。

　横に立つダリアが、強い意志のこもった瞳ひとみで見つめていた。

「あの、銀灰さん──」

「うん。もうそろそろ、来る頃だと思うよ」

　俺が……いや、ダリアが何を言いたかったのかを理解していたのか、既に何かを送信し終えた状態の銀灰さんが窓の外へと微笑ほほえんだ。

　ダリアが店の扉へと走り出す。

　再びガラスの向こうへ視線を向けると、輝く銀の鎧よろいに身を包んだ女性が立っていた。

　彼女の元へ、赤色の子供が駆け寄っていく。

「……？」

　驚いたような、そしてどうしたらいいのか分からないような困り顔を浮かべ、アリスさんは一歩、ダリアから後ずさる。

　それをダリアは、ただジッと見つめていた。

「……！　……！」

　狼狽うろたえるように、そして縋すがるように。

　ゆっくりとダリアに近付いていくアリスさんは、目線を合わせるように両膝ひざをついた。

　そのまま、何かが切れたかのように感情を爆発させるアリスさんを、ダリアはなぐさめるように抱だきしめた。

「…………!!」

　いくさ場に立ったアリスさんが、ダリアを想って振るったもの──それは、ダリアへ向けられたものと同じ〝私し怨えん〟だった。

　ダリアを想うあまり、自分の中の黒い感情に身を任まかせたアリスさんはそれに気付き、悔くやみ、そして沢たく山さん悩んだのだろう。

　下唇を目一杯嚙み、こみ上げてくる物を必死で抑おさえる。

　ダリアをここまで想ってくれる人がいる。

　それだけでも俺は、幸せだと思った。
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　観客席へと着いた俺は部長を膝上に置き、両隣の椅い子すにダリアとアルデを座らせた。

　アイテムボックスに収まる大量のおやつをあれこれと取り出しつつ、掲示板に掲載された対戦カードへと目を落とす。

「──初戦でドンさん達と花蓮さん達の試合があるのか。流石は二日目、いきなり内容が濃いな」

　二日目の初戦でもっとも注目されている試合は、紋もん章しようギルドの三番隊 vs 戦乙女の試合だった。

　俺たちを破ったドンさん達には是ぜ非ひ優勝を目指してもらいたい所だが、花蓮さん達にも頑張ってもらいたい。

　どちらも応援したいという複雑な心境の中視線を移すと、試合なんか興味ないとでも言いたげにおやつを食べる、三人娘の姿があった。

　三人揃そろって焼き饅まん頭じゆうをかじっているのが見える。

「お、いたいた。よおダイキ」

「港みなとさん、おはようございます」

　と、後方からこちらへと歩いてきた港さんが、ビール片手に手を挙げる。

　朝っぱらから酒か──と、心中で苦笑しつつ挨拶を返すと、足元にいた黒い影が嬉しそうに飛びついてくるのが見えた。

　小ちゃくなったキングだ。

「よっ！　キング」

　ばふりと胸の中に収まったキングを撫でてやると、特有の低い音で喉のどを鳴らしながら顔を擦すり付つけてきた。

　お約束の光景に、港さんが苦笑いを浮かべている。

『だめ』

　ムッとした表情のダリアが、焼き饅頭を刺さしていた木の棒で俺の足を突つついてきた。

　危ないと分かっているのか、気を遣って尖とがってない方を向けて突いているものの、込める力はそこそこ強い。

　見かねた港さんがキングを抱き上げるも、あっちはあっちで似たような状況が発生している事に気がつく。

『レイ！　港殿の隣に座れたか!?　また拙者と遊んでくれ！　おやつもあるんだ！』

「アルデも、レイが困ってるぞ」

　俺に飛びつくキングのような勢いで、レイに張り付いているアルデ。

　女性らしい光のシルエットと宝石のような瞳しか持たないレイではあるが、嬉し恥ずかしといった慌てた様子を見せているのがわかる。

　にしても、港さんの隣に座りたいって願いは……ウブな女の子みたいで、ちょっと可愛かわいいな。彼女の中で港さんの印象もかなり変わってきているのだろう。

　そこにはアルデの貢献度もあるし、彼女アルデの素直さ故ゆえの今、とも言える。

『ダイキ殿！　青吉を見せてあげたい！』

　レイの登場によってすっかり上機嫌になったアルデが、お祭りで貰もらった青吉を彼女に見せたいとせがむ。

　見た目の年相応に無邪気なアルデに和なごみながら青吉の水槽を持たせてやると、まるで宝物を自慢するかのように、アルデが『見て！　どう!?』と、くるくる回っているのが見える。

　精神年齢はレイの方が高いのか、アルデを『よかったね』と、子供を見守るお母さんのような雰ふん囲い気きで頭を撫でてやっていた。




　試合開始時間が迫るにつれ、ポツポツあった空席の殆ほとんどが埋まり会場を包む熱気も上がっていく。

　そして、正面に設もうけられた巨大スクリーンに映るのは、もっとも注目を集めている《紋章ギルド№３ vs 戦乙女》のフィールドだ。

　すっかり観戦モードになった俺たち。

　隣に座るダリアは、もさもさとポップコーンをつまんでおり、部長は膝上で焼きトウモロコシを貪むさぼっている。

　視線をスクリーンに戻すと、団体戦の時に見た全身鎧フルプレートメイルに身を包んだセイウチを先頭に、薙刀なぎなたを持つ巨人族、槍やりを持つ男性が前衛ポジションへと足を進めていくのが見えた。

　後ろの魔法職三人もそれぞれが距離をとって杖つえを構え、既に臨戦態勢へと移行していた。

　陣形を整える紋章ギルドの三番隊に対し、召しよう喚かん士しの戦乙女は一歩だけ後ろに下がると、準備完了と言わんばかりに杖を構えて見せたのだった。

　陣形は巨人族の盾役ウルテイマと、万能型と言われる戦乙女ヘルヴオルのツートップを置いて、後方に固まる状態で完成らしい。

　──ドンさんが斧おのを構え、ヘルヴォルが黄金の剣をゆっくりと抜く。

『試合開始！』

　割れんばかりの歓声と共に始まった、団体戦第七試合。

　ドンさんを先頭に一糸乱れぬ足並みで駆ける三番隊に対し、黒塗りの鎧を纏った盾役ウルテイマが身の丈ほどある巨大な盾を地面に突き刺し応戦する。

　──突如発生した半透明の壁が、横にいる戦乙女ヘルヴオルの更に先にまで伸び、三番隊の前衛組に圧力をかけた。

　ドンさん達は速度を緩めず突進を続け、その間に後衛陣が魔法を完成させる。

　極太の光線が三本降ふり注そそぎ、巨大な壁を打ち砕く。

　それを合図に盾役ウルテイマが三人全員に《挑発》を入れるも、ドンさんによって無効化され、互いの前衛達が衝突する。

　乱戦へと突入する──かに思えた。

『「残念賞！」』

『「こっちは囮おとりなのよーん!!」』

　三番隊の前衛と後衛の間にできた大きな隙すき間まに躍り出たのは、よく喋しやべる小鬼のような召喚獣、風ふう神じんと雷らい神じん。

　気付いていたのか読んでいたのか、三番隊の後衛の一人──あの賢者の魔法職が範囲魔法を完成させ、風神雷神を囲うように光の剣が現れる。

　盾役ウルテイマ達の後方にいる花蓮さんは杖を突き出し何かを唱え、その周りを光を纏った妖よう精せい族ぞくのコーラルが無邪気に飛び回っている。

　妖精族はＭＰマジツクポイントの回復に努めているのか、詠唱の手助けをしているのか……どちらにせよ、召喚獣は自みずからのすべき事を全すべて理解しているような動きで立ち回っていた。

『「エロ・ハリケーン!!」』

　いやらしい笑みを浮かべた風神が手をかざすと、風神雷神の周りに緑色の竜巻が発生。落下する光の剣全てを弾はじき、巻き込み、ねじり上げ、そのままお返しとばかりに後衛に向けて竜巻を放った。

　回復役ヒーラーが水色の盾を素早く展開。何かを唱える賢者と、その隣で魔法職が迎え撃つ雷いかずちの槍を形成させる。

『「そんなチンケなビリビリじゃ、俺様の雷コレは止められねぇんだよ！」』

　風神が魔法を操る最さ中なか、彼よりも少し長く魔法を唱えていた雷神が太たい鼓こを叩たたき、汚い口調でバチを振りかざした。

　彼を発生源とする濃密な電気の塊かたまりが形を成し、四つ首の龍りゆうへと姿を変える。

　強大な勢力を保つ竜巻は未いまだ健在なうえ、新たに展開された巨大な龍──後衛陣の表情が凍りつく。

『「隊長！　後衛がヤバイ！」』

『「ッ！　こりゃあ、突破できない」』

　前衛達は無防備な風神雷神を追撃せんと攻撃対象を変えるものの、二人が盾役ウルテイマによって完全に封ふう殺さつされ身動きが取れず、薙刀の巨人族は戦乙女ヘルヴオルによって追い詰められている。

　ドンさんが咄とつ嗟さに張った防御技アーツも盾役ウルテイマによって破壊され、薙刀巨人のＬＰライフポイントがみるみるうちに減へっていく。

　防御虚むなしく、後衛陣に四つ首の龍と緑の竜巻が襲い掛かる。

『「儚はかない身代わりの盾」』

　盾役ウルテイマが盾を振りかぶる、そのコンマ数秒の隙を突き──ドンさんが捨て身で後衛の賢者に技アーツを使い、初めてまともに攻撃を受ける。

　後衛は賢者一人が生き残る……が、それを全て見越した上で継続して魔法を唱えていた賢者が杖を振った。

『「聖なる星の礫メテオ・シヤワー」』

　無慈悲な暴力をそのまま体現させたようなあの魔法が発動され、夥おびただしい数の魔法陣が展開されていく。

　その一つ一つから光の球体が現れ、フィールド全域を破壊するかのごとく降り注いだ。

　薙刀巨人が斬きり伏ふせられるも、ドンさん達の目にはまだ闘志が宿っているのが見える。

　この魔法が炸さく裂れつすれば、半はん端ぱなダメージでは済まない。




『「ありがとう──ヘルヴォル」』




　膨ぼう大だいな量の球体が落ちるそのタイミングで、魔法を完成させた花蓮さんが優しく言った。




　その凜とした表情は、窮地に陥った者のする顔ではない。くるくると回転するように花蓮さんの元へと戻ったヘルヴォルが黄金の剣を掲かかげ、それと交差させるように杖を掲げた刹せつ那な──




　全てを薙なぎ払はらう、

　神の一撃が落とされた。




『「主神の鉄槌ヴアルハラ・ゲート」』




　フィールド全てを包み込む圧倒的な雷は、この世界から──音を奪い去った。

　発生した衝撃波による攻撃の余波が、観戦していた俺たちをも飲み込んでいき、あまりの衝撃にスクリーンが一瞬、砂すな嵐あらしに包まれる。

　膝上の部長が落とした食べかけのトウモロコシが、ポリゴンの屑くずとなって散っていく。

『試合終了！』

　果たして審しん判ぱんは、一部始終を見ていたのだろうか。と、高性能のＡＩを初めてまともに疑いながら、呆あつ気けにとられて旅立っていた自分の精神を元に戻す。

　──未だ砂煙りで周りが見えないフィールド。

　たっぷり十五秒程の沈黙を破るようにして、どちらかの勝利を告つげるアナウンスが響き渡る。

　そして、何かに吸われるように砂煙りが晴れていき──杖を戻して深呼吸をする花蓮さんの姿が見えた。

　たちまち沸き起こる、割れんばかりの大歓声。

　後ろに座る港さんも、あまりの威い力りよくに口をあんぐりしている。

　剣を収めて踵きびすを返すヘルヴォルと、盾を背中に戻すウルティマ。

　クレーターの中心で怯おびえるように抱き合う風神と雷神に、花蓮さんの肩に止まって万ばん歳ざいしてみせたコーラル。

　あの三番隊相手に、圧勝。

　実力の底が全く見えない。

　俺たちが接戦の末に敗れたドンさん達を、終始圧倒した花蓮さん達。

　最後の派手な技ばかりが評価されそうではあるが──同じ召喚士だからこそ分かる、彼女達の完かん璧ぺきな連れん携けいには脱だつ帽ぼうせざるを得ない。花蓮さん自身は試合開始と同時に大技の発動に移っていたし、簡単だとしても指示があればスクリーン越しに声が届く。

　けれども、見た限りでは目配せすらなかった。

　あらかじめ相手の戦術に的を絞しぼって召喚獣達に指示を出していたとしても、知将ドンさんがいるあのチームが過去の試合と同じ一辺倒の攻めをするとは考え難い。

　考えられるのは、〝相手の動きをコントロールし、あの大技で一掃するまでの時間・条件を作り出す〟という事。

　召喚獣達の個々のスペックの高さも大きい。

　巨人族の盾役ウルテイマは、ドンさんだけでなく槍使い、そして薙刀使いの動きをも制限し、高い防御面だけでなく阻害役ジヤマーとしての役割も担っていた。ドンさん達前衛陣は、結局全く攻めさせてもらえず封殺され、後衛へのサポートすら許されない。

　目立った技アーツも使わず薙刀使いを倒しきったヘルヴォルは力を温存してのことだろうか……掲示板では全てをこなす《万能型》と称されていたが、攻撃役アタツカー相手に火力で押し切っただけでも、高い戦闘能力が窺うかがえる。

「今の試合……俺たちだったら、もっと渡り合えていたと思うか？」

「いえ。恐らく無理でした」

　後ろに座る港さんが震える声で俺に問い、それに少しも沈黙せずに答えてみせた。

　それほどの差がある。

　結論を出すために、少しの時間も必要なかった。

　もしも俺たちがドンさん達を破り二日目に残っていた場合、当然ながらあの試合に臨のぞんでいたのは俺たちだったはず。

　けれど、先ほどの試合を自分達に置き換えシミュレーションしてみても、勝利のビジョンは見えてこない。

　文字通り、レベルが違うのだ。

「あれほどの差が生まれるって事は、戦乙女は最低でも二度目のクラスチェンジは済ませてあるだろうな。ドンさん達と僅きん差さだったって事は、彼らと俺たちにレベルの差はそこまでなかったはずだ」

　技術や職業などの全てを覆くつがえす程に開いたレベルの差。これが、今回の試合を決定付けたものだろう。

　チームのエースたる賢者の攻撃を難なく防いだ風神もそうだ。

　辛うじて風属性魔法であることは分かったものの、それがどれほどの技能練度スキルレベルでもって扱う事ができる魔法なのかは見当もつかない。

　続く雷神の作った雷の龍も、竜巻と相あいまって後衛陣は確実に必要以上のダメージオーバーでＬＰを全損キルされていた。

　彼等はダリアと同じタイプの魔法型攻撃役アタツカーだ。

　試合時間自体が短かったため細かい部分は分からなかったが、よくよく考えると花蓮さん達は殆ど手札を見せていない。

　花蓮さん自身とヘルヴォルの混合技らしき《主神の鉄槌ヴアルハラ・ゲート》は間違いなく切り札だが、妖精コーラルは殆ど何もしていないように見えた。

　──ドンさん達を相手にしてもなお、時間と余力を残す余裕。

　トッププレイヤーを倒せるパーティは、やはりトッププレイヤーでなければ難しいのかもしれない……。
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『ふん、ふふん、ふんふふん……』

　レイの膝上で鼻歌を歌いながら、抱える水槽で優雅に泳ぐ青吉に餌をやるアルデ。レイは彼女を愛いとおしそうに見つめながら、優しく頭を撫でてやっている。

　興奮冷めやらぬといった様子の観客席に同調するように、俺の胸の内には形容し難がたい熱い何かが渦うず巻まいていた。これは、花蓮さんが自分と同じ〝召喚士〟であった事が大きいのだろう。

　相手はトッププレイヤーで日本の召喚士達の頂点。

　張り合うのもおこがましいが、少なくともダリア、部長、アルデの三人が秘めるポテンシャルは決して劣おとっていない。

　今回のトーナメントでこそ戦えなかったものの、いつかは彼女と全力でぶつかってみたい。そんな目標めいた何かを心に秘めながら、部長の頭を撫でた。

『トウモロコシ落ちちゃったー』

『ダリアも　何か食べたい』

　酷ひどくショボくれた声色で呟く部長と、肩を突いてくるダリア。

　おやつはまだ大量にある。問題はない。

「──間違えてたこ焼きを買いすぎてしまったのですが、食べますか？」

　アイテムボックスを操作する俺の後方から、凜とした声が届いた。

　何ど処こかで聞いたような声に振り返ると、抱えるほどのたこ焼きを持った花蓮さんが、小さくなった召喚獣達を連れて立っていた。

　氷のような表情は変わらぬままだが、後ろに港さんが座っていることもあって召喚獣が大量発生しているこの空間に、入りたくてウズウズしている様子が窺える。

　いや、それにしても。

「花蓮さん、試合お疲れ様です。皆もお疲れ様。カッコ良かったですよ」

　なんでダリア達の声が聞こえたのだろうか？

　そんな疑問を抱いだきながら軽く会え釈しやくすると、花蓮さんは少し照れたような表情を見せ「ありがとう」と呟いた。

　ダリアの席から一つ空けて座った花蓮さんは、物欲しそうにたこ焼きを見つめるダリアに視線を向けソワソワしている。

「ダリア。花蓮さんがたこ焼きくれるってさ」

『もらう』

　促うながすように声を掛けると、『じゃあ遠慮なく』といった様子でテクテク近付いていくダリア。

　まともに接するのが初めてだからか、花蓮さんは先程までの凜とした雰囲気を霧む散さんさせ、見上げてくるダリアを見て顔を上気させていた。

　昔のアルデを見ているようだ……と、試合であれほど強さを見せた最強の召喚士の弱い部分を垣かい間ま見みて苦笑する。

「おいガキ！　花蓮ちゃんは俺様達のために買ったんだよ！　たかってくるんじゃねぇ！」

「つるぺた女が！　ヘルちんみたいなボインちゃんになって出直してこい！」

　──と、騒がしく躍り出たのは口の悪い風神と雷神コンビ。

　元々そこまでの大きさではなかったからか、通常のサイズのまま花蓮さん達の周りを浮遊しながらダリアにちょっかいを出している。

　最初に会った日のように、ダリアの頭には怒りマークが刻きざまれたように見えた。

「いぎゃ！」

「ふげっ！」

　そんな彼かれ等らを成せい敗ばいしたのは、ダリアでも花蓮さんでもなく、見慣れぬ一人の少女だった。

　少しだけサイズの合っていない鎧に身を包んだ少女は、剣を鞘さやに収めたまま風神雷神を叩き落とし、雷神の頭を鞘で押さえ風神を踏ふみつけた。

　……この子はヴァルキュリアのヘルヴォルか？

　金色の髪も煌きらびやかな鎧も、羽根つきの兜ヘルムも彼女のもの。縮ちぢんでいるが、纏う雰囲気は戦士のそれだ。

「ヘルちん！　暴力反対！」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

「ウルティマ。この二人を拘束しておいて」

　プンスカ怒る雷神と嬉しそうに踏まれている風神を、花蓮さんはゴミを見るような目で一いち瞥べつした後ウルティマに指示を飛ばした。

　成人男性程の大きさまで縮んだウルティマがヘルヴォルの下敷きになっている二人を抱き抱え、動けないようにロックをかける。

「ああぁぁぁあぁ!!」

「うぎゃぁぁぁあ!!」

　ミシミシと音が聞こえる程に締しめ付けられた風神雷神は堪たまらず絶叫し、やがて気絶したようにだらりと大人しくなった。

　妖精族のコーラルが、ピンク色の光を振りまいて笑っているように見える。

「うるせえ奴らだな。相変わらず」

「最近はお仕置きも喜んでしまってお手上げ状態、なんです」

　風神雷神に苦笑しつつ、俺の席の背もたれ部分に肘ひじをつく港さん。

　花蓮さんは再度、風神雷神に視線を移しながら、とても残念そうにため息を吐ついた。

　ケビンの周りをコーラルがくるくる回っている。

「……この子は私に懐なついてくれないんですね、残念」

「キングは好き嫌いが激しくてなあ。今の所、主あるじの俺とダイキにしか懐いてない」

　散歩中の犬に寄っていくような感覚でキングの頭を撫でにいく花蓮さんを、キングは『触さわるな』と言わんばかりに避け、別の場所へと移動する。

　動物だから、匂においとか雰囲気とかに敏感なのかもしれないが……花蓮さんに懐かないのは意外だな。

『たこ焼き』

「ふふ、いっぱい買ってきてあるから」

　キングにそっぽを向かれて悔しがる花蓮さんのマントをダリアがクイクイと引っ張ると、花蓮さんは途と端たんに表情を明るくさせ、手に持っていたたこ焼きを二パック渡してくれた。

「ダリア、ありがとうは？」

『ありがとう』

「どういたしまして」

　お礼を言うダリアに、花蓮さんは淀よどみなく返事をしてみせた。

　これは決定的だ──

「ちなみに、つかぬ事をお聞きしますが、花蓮さんって召喚獣の言葉が分かるんですか？　秘密なら秘密でも構いません」

　話さなくていいと付け足すのは聞いておいて変な話だが、召喚獣好きとしてはどうしても聞かずにはいられなかった。

　他人の召喚獣の言葉までも理解できるとなれば、俺のシンクロとは違った何か……もしくは、シンクロの進化派生で得た何か、と推測できる。

　俺の問いに港さんも興味があったらしく、隠すそぶりも見せずに聞き耳を立てていた。

「──ええ。私は心情愛の召喚士ですから特殊な技能を得、レベルが上がった末に進化し殆どの召喚獣との会話が可能となりました。ＭＰを消費しないメリットもありますが戦闘中は発動できませんので娯楽技能の一種、でしょう」

　と、包み隠さず語ってくれた花蓮さん。

　名前の雰囲気から、俺の職である存在愛や、癒いやしの風の店主である葉は月づきさんの良心愛と同列の職業である事がわかる。

　戦闘中に会話ができないのはかなり痛手ではあるが、無む償しようで数多あまたの召喚獣達の声を聞けるのは本当に羨うらやましい。

「へえ。試ためしに、レイがアルデちゃんに何て言ってるのか教えてくれないか？」

　港さんも召喚獣大好き人間だ。

　自分の召喚獣が何を言い、何を考えているのか気になっているらしい。

　港さんの言葉に体をビクつかせたレイは、花蓮さんの顔を見つめてフルフルと頭を振っている。

　花蓮さんは何かを読み取ったのか、興味津々な港さんにため息まじりに言葉を返す。

「それは彼女のプライバシーを侵害する恐れがあるのでお教えできません。もっと女心を学んで自分の心で感じて察してください」

「え、あの……すんませんでした」

　これはアレだ。

　トルダが灼しやく熱ねつ洞どう窟くつで見せた時の顔だ。

　ホッとしたようにアルデを抱きしめるレイを、アルデは不思議そうな顔で見上げている。

　ダリアと初めてシンクロした時の状況と酷こく似じしていただけに、今回俺は何もフォローができない。ダリアがジト目で俺を見ていた。





　　　＊　＊　＊






「青吉って言うんですか、立派なお魚になるといいですね」

『うん！　いっぱい餌あげてるから！』

　第七試合の全てが終わりに近づく頃にはアルデも花蓮さんにすっかり懐いたようで、自慢の青吉を見せて笑みを浮かべている。

　部長は相変わらずで睡眠と食べ物と移動時の乗り物にしか興味を示さない。花蓮さんはキングとは違う意味で素そっ気けなくされている事に残念そうな顔をしていたものの、午後の屋台巡りで絶対仲良くなってやると意気込んでいた。

　花蓮さんの隣に座るウルティマは、まるで機械のように微動だにせず試合を眺めており、抱えられた風神雷神もロックされてからとても大人しい。

　俺や花蓮さん達が座る席の列に背を向けるようにして立つヘルヴォルは、小さい体からは想像できぬような何かを発し、腕を組んで静かに佇たたずんでいた。

　彼女の事が気になった俺は、少しだけ踏み込んだ質問をしてみる事にする。

「ヘルヴォルは人見知りなんですか？」

「あの子はそういう子なんです。親密度はこれ以上上がらないためあの状態が最大限心を開いているのだと考えられます。私達だけでいても一定の距離感を保って接してきます、ので」

　どうやら、知り合って間もない俺たちを警戒しているというわけではなく、単純にクールな性格らしい。

　見た目も相まってとても様になっている──とはいえ、あれでは完全に重要人物を守るＳＰ……例えを変えるなら、王様を守る騎士のようだ。

「ちなみに、彼女も小さくなれるんですね」

「ええ。ただ彼女の場合は少し特殊で召喚獣を究極の個体へと昇華させる《真しん名めい解かい放ほうクエスト》のクリアと共に得た報ほう酬しゆうの一つ、です。変化とは違いこちらは《幼体化》になりますが」

　サラッと言ってのけた花蓮さんの言葉に過剰反応を見せたのは、港さんだった。

「お、おい！　なんだその真名なんちゃらクエストって！」

　しかし、それは俺とて同じこと。

　これこそが、花蓮さんの異常な強さの秘密なのかもしれないと感じたからだ。

「真名解放クエスト、です。ソースがヘルヴォルしかなく確証がないため掲示板にはまだ書いていませんが恐らくトリガーは《個体の親密度上限ＭＡＸ》と、《固有武器の所持》ですね。あとはクラスの段階も関係しているかもしれませんが──条件を満たした状態でその個体所縁ゆかりの土地に行けばクエストが受けられると思い、ます」

　佇むヘルヴォルを横目で見ながら、花蓮さんは思い出すようにして語っていく。

　どれもこれも、本当に掲示板にはまだ載っていない情報らしく、港さんがやや興奮気味に質問を挟はさむ。

「それによる召喚獣への恩恵は!?」

　港さんの問いに花蓮さんは俺に視線を向けつつ「言っても？」と、反応をあおってくる。

　こちらとしても願ったり叶かなったりの情報だから、迷うことなく頭を下げた。

「私の場合──それもヘルヴォルの場合に限った事ですが、固有武器の能力解放に伴ともなう特殊固有技エクストラアビリテイの習得と個体の最終進化先解放。それとオマケ的な要素での《幼体化》がありましたね」

「おぉ……」

　召喚獣の終着点らしき情報を聞いた港さんは、感激のあまり、なんとも言えない声を漏らす。

　それは俺とて同じ事であり、花蓮さんからの言葉を一つ一つ嚙みしめるように頭の中で復唱していた。

　固有武器。

　特殊固有技エクストラアビリテイ。

　最終進化先解放。

　そして幼体化。

　能力上限解放や単純な進化だけでない、召喚獣達の未知の強さがまだまだある。と、花蓮さんはそう言っていたのだ。そして花蓮さんはその段階に、既に到達していた。

　花蓮さんは席を立ち「それでは午後に」と召喚獣達を連れて観客席を後にした。

　召喚獣達の真の力を解放するクエスト。

　何故か一波乱ありそうな……そんな気がしてならなかった。





　　　＊　＊　＊






　世紀の一戦が始まる。

　そこかしこから上がっていた歓声は、噓うそのように収まっていた。

　フィールドに立つのは、どちらも優勝候補。

　準決勝で大だい兵へい器き率いるチームを下し、未だ一切の隙を見せない完結された猛も者さ達の集団。皆が同じように銀色の鎧を纏ったギルド〝Coat of Armsコート　オブ　アームズ〟の頂点に君臨する隊。

　そして、彼らギルドの二番隊を圧倒して決勝へと勝ち進んだ日本最強の召喚士。

　これまで両者ともに別次元の戦いを繰り広げているだけに、どちらが勝つのかは予測不可能。ただ、彼らの戦闘スタイルが異ことなっているという部分では、相性の問題として有利不利が生まれると予想できた。

　風神雷神の魔法に始まり、ウルティマとヘルヴォルの連携から繰り出される鋭い連撃。そして《主神の鉄槌ヴアルハラ・ゲート》という絶対的な火力で試合を終結させる〝攻めの戦い〟を得意とする花蓮さん達。

　銀灰さんを軸とする堅けん固ごな防御と、後衛陣による完璧な支援によって、敵が隙を見せるまで攻めずに動かない〝守りの戦い〟を得意とする一番隊。

　一番隊に関しては、アリスさんの竜化による凶悪な火力も控ひかえているためこちらは攻守とも切きり替かえ可能と言えるが、姫の王の試合以降、アリスさんは落ち着いた戦いを続けている。港さんが言っていた竜化に伴うデメリットを考えると、安易に使えないというのも頷うなずけるが……。

『「覚悟はしてたけど、まさかクーロンさん達でも勝てないとは。一番隊うちは最さい精せい鋭えいだけど、二番隊も三番隊も強つわ者もの揃いなのに」』

　決勝という事もあり、フィールド内にもピリピリとした空気が流れているのはスクリーン越しでも感じられる。

　誰もが口を噤つぐむような張り詰めた緊張感の中、いつものトーンで話し出したのは銀灰さんだった。

『「なんだあ？　《挑発》か？　それとも俺たちにビビってんのかあ!?」』

『「野郎は黙ってろ！　後ろのネーちゃん達は後で連絡先を教えてください」』

　それに食ってかかるように躍り出たのはやはり風神雷神コンビ。

　雷神は左手の親指で首をなぞった後、勢いよくその手を動かすも何かの力によってモザイクがかけられている。

　風神は銀灰さんに舌を出して挑発した後、アリスさんや後衛陣に向かって手をワキワキしているのが見えた。

『四十三組。相手を侮ぶ辱じよくする行動はハラスメント行為に当たります。よって反則を言い渡します。二度、反則になると失格になりますので、注意するように』

『「ほげぇ!!」』

『「ごめんなさい!!」』

　審判の冷静なジャッジによって、試合開始前に反則を言い渡された戦乙女チーム。

　即座に土下座する風神雷神の尻を、ヘルヴォルが冷たい表情で蹴けり飛ばす。

『「……大変ね」』

『「すみませんが早く試合を開始してほしいですこれでは試合前のいらない発言によって反則負けしかね、ません」』

　明らかに同情する声色で額に手を当てているアリスさんに、花蓮さんはうんざりした様子で審判に向けて手を上げた。

　目線は尻をさする風神雷神に、それもゴミを見るようなものである。

　緊張の糸が切れたように、観客席から笑いが起こる。

『試合開始時間になりましたので要望通りに試合を始めます……では、試合開始！』

　一番隊の支援役サポーターが十字を切り、パーティ全域に届く緑のライトエフェクトが走る。続くようにして赤のエフェクトが弾けた。

　銀灰さんを先頭に、斜め後ろに納刀した状態で立つアリスさんと、斧を持ったプレイヤー。そしてフィールドギリギリの場所で三度目の詠唱に入る支援役サポーターと、彼のＭＰもしくはＳＰスキルポイントの回復に努つとめる回復役ヒーラーが一列に並んでいた。

　二番隊、そしてドンさん達三番隊も花蓮さんに対して先手を打つ形で攻撃を仕掛け、うまくいなされた後に大技にて葬ほうむられている。

　慎重だ。

　召喚士が相手となれば極端な話、時間切れを狙った立ち回りを選んだ時点で及きゆう第だい点てんだろう。もちろん、引き分けが目的ではなくあくまで結果として勝ちに行くのなら、の話ではあるが。

　個々が独立した個体であるプレイヤー六人パーティに比べ、花蓮さんの場合は全て彼女自身が使し役えきする召喚獣がパーティメンバーだ。蘇そ生せいを待つ事ができるプレイヤーと、死んだら再召喚しか蘇生方法がない彼女とでは掛かる時間とリスクが段違いと言える。

　要かなめとなるヘルヴォル辺りの召喚獣を仕留めさえすれば、花蓮さんには必ず大きな隙ができる。また、欠員が出ている状態で銀灰さん達を相手にするのは、レベル差があれど難しいだろう。

　守りの態勢に入った彼らを動かすには……多分アレを見せていくしか──

『かれん　仕掛ける』

　アルデ共々真剣に試合を見つめていたダリアが、確信したような声色で呟き、その数秒後──花蓮さん達に動きがあった。

「ヴァルハラゲート？」

「げえ！　あの会場までも破壊しかねないぶっ壊れ技か!?」

「ゲーム音量を下げておかなきゃだわ……」

「綺き麗れいだ」

　盾役ウルテイマとヘルヴォルから遠ざかるように後方へと下がった花蓮さんが、杖を天へと掲げて詠唱の準備に入っていた。

　彼女の周りに現れた金色の文字がくるくる踊り、杖へ体へと吸い込まれていく。

　三試合続けざまに見せつけられれば、大体のプレイヤーは嫌でもこの技が何なのかを察する事ができるだろう。皆は口々に、彼女が何を発動しようとしているのかを呟いた。

〝攻めてこないなら、技を使わせてもらうまで〟

　そう言っているようにも思える大だい胆たんかつ大規模な魔法詠唱によって、一番隊はたまらず陣形を崩して駆けだした。

　花蓮さんは、召喚士の中でも異例中の異例だろう。敵が時間を稼ぐため守りの態勢へと移行しても、無理やりそれを止やめさせる術すべを持っているのだから。

　二番隊、三番隊に対しわざわざ大技でもって試合を終わらせたのが、もはやこの状況を誘発するための撒まき餌えだったとさえ思える。

　そして、一番隊が組み立てた陣形を崩してまで攻撃に移ったとなれば答えは一つ……《主神の鉄槌ヴアルハラ・ゲート》を防ぐ方法がないということ。あるいは、防ぎきる確信がないといった所だろうか。

　花蓮さんの戦法は一見して一辺倒ではあるものの、それ自体が発動すれば現状勝ちが確定されている大技だ。無理に防御に秀でた相手の陣地に飛び込んでまで暴れるよりも、距離があるうちに技を完成させればいい。

『「攻略法は大兵器と同じ、短期決戦！」』

　野太い声と共に放たれたのは、衝撃波にも似た可視化された威圧感プレツシヤー。

　一番隊の攻撃役アタツカー。アリスさんの隣に控えていた大柄の男が斧を地面に叩きつけ、気合いを入れるかのように吠ほえたのだ。何らかの技能、或いは技アーツを使ったのか、メキメキと音を立てて体が更にパンプアップされていく。

　セイウチ顔ドンさんと同じように、獅し子しのような容姿によって力強いイメージが増幅され、巨人族に負けず劣らずの迫力だ。

　彼を先頭にアリスさん、銀灰さんが三角形の突撃トライアングルを形づくり、盾役ウルテイマとヘルヴォルの居る前衛位置へとぶつかった。

　激突の衝撃に、観客が沸く。

　鉄壁の防御を誇っていた巨人ウルテイマが、獅子の大斧によって押されていたのだ。

『すごい』

『見た目からしてメチャクチャ強そうだな』

『カッコイイ！』

　黒塗りの大盾と肉厚の斧が何度も接触し、甲かん高だかい金属音と火花が弾ける。

　獅子は惜しげもなく技アーツを使いながら攻撃に攻撃を繋つなげ、ウルティマはそれをしっかり受け続けていた。

　隣ではアリスさんとヘルヴォルが交戦を始め、長剣と黄金の剣が交差する。

『「戦乙女がトッププレイヤーというか、戦乙女達全員がって認識の方が良さそうね」』

　知覚できるのがやっとな程の速度、そして聴覚だけで分かる程の激しい打ち合いを何度か交かわした後、アリスさんは驚いたような口調で呟いた。

　対するヘルヴォルは一貫して顔色を変えないものの、流石に一人でアリスさんと銀灰さんの二人を相手にする余裕はなかったらしい。やや劣勢ながらも、相手のエース級プレイヤーと対等にやり合えているのは戦乙女ならではと言える。

　目まぐるしく入れ替わる攻防の間を銀灰さんがスルリと抜けた。

『「おっと、ここからは男子禁制領域よ」』

『「通したら花蓮ちゃんに殺やられちまう！」』

　詠唱を続ける花蓮さんとコーラルを守るように立ち塞ふさがったのは風神雷神のコンビ。

　体の周りにそれぞれ緑の玉と黄色の玉を浮遊させ、緊張感なく笑っている。

『「あはは。僕もここを突破しないと後ろの皆に怒られちゃうからね、無理にでも通してもらうよ」』

　尚も侵攻を止めない銀灰さんに向け風神雷神が魔法を放った。

　銃で例えるならリボルバー弾のように、彼らの周りを回転しながら射出される緑と黄色の魔法。

〝ズドドドドドッ！！〟というけたたましい音と共に被弾したフィールドがみるみるうちに抉えぐれていく。

　その速度・威力はもはやガトリング弾に近い。

　銀灰さんは余裕の表情でそれらを避よけていく。

　何らかの技能スキルの恩恵かは不明だが、人間技ではない。

　反復移動だけでなく、避けきれない玉は盾によって防ぎ、剣によって斬っている。

　銀灰さんの剣と盾は青色の光を放っており、それらは回避するたび、防ぐたびに光度が増していく。

『「ヘルちん！　こりゃ無理だぜ！」』

『「避けてるだけじゃあ……勝てないぜ？」』

　早くも諦あきらめムードでアリスさんと交戦中のヘルヴォルに泣き言を言う風神と、何かを悟ったように唐突にフラグを立てる雷神──と、杖を掲げていた花蓮さんが口を開く。




『「──やめた」』




　その瞬間、戦乙女チームの雰囲気が変化するのを感じた。それを感じ取ったのは俺だけでなく、試合を見つめていたダリアやアルデも同じであった。

『時間稼ぎ　やめてる』

　ダリアがぽつりと呟いた言葉が、彼女達の変化を簡かん潔けつに述べた内容だった。

　開幕早々に《主神の鉄槌ヴアルハラ・ゲート》を詠唱していた花蓮さんが杖を掲げるのを止め、それを振り下ろすと同時に複数の魔法陣を展開させる。

　銀灰さんの表情が強こわ張ばっていく。

『「って事なんで、俺様達も攻めに移りまーす」』

『「避けてるだけじゃ、本当に勝てないぜ」』

　魔法弾による連射を止めた風神雷神も、背せ負おうようにして巨大な魔法陣を展開。ウルティマとヘルヴォルの体が黄金色の光に包まれる。

　大会始まって以来初めて退しりぞいた銀灰さんを狙うようにして、花蓮さん、風神雷神の魔法が完成した。

『「魔神の怒りルーン・カラミテイ」』

　花蓮さんが展開した魔法陣から赤と青の光線がうねり絡み交わりながら放出され、風神雷神が発動させた魔法陣を通過、更に緑と黄色の光線が加わった。

　発動時間から考えても《主神の鉄槌ヴアルハラ・ゲート》には劣る魔法だと判断できるが、見た目上の迫力はそれに遜そん色しよくがない。

　獅子の大斧使いとアリスさんの所まで撤退した銀灰さんも、やや諦めたような顔で迫る光線を見つめていた。

『「目には目を、歯には歯を……奥の手には奥の手をッ！」』

　凜とした声と共に、フィールドに咲いた銀色の竜が、その翼を大きく開く。

　一番隊の前衛組三人を巻き込んでいた光線が、翼に弾かれ裂けるように四方へと枝分かれし周囲のフィールドを破壊した。

　唸うなり声と共に地上へと降り立つ竜によって、不意打ちの魔法を打ち消された花蓮さんだが、特に意外でもないような平然とした表情を崩さない。

　ヘルヴォルとウルティマが纏う黄金の光も未だ健けん在ざいである。

　アリスさんが竜化を発動させた。

　それはつまり、姫の王との戦いの時に見せたような圧倒的な火力でもって、一気に勝負を決めるという意思表示。

　銀竜の口内に、青色のエネルギーが溜められていく。

『「《魔神の怒りルーン・カラミテイ》は攻撃の他にも効果のある技アーツ。ここからが本番。やはり最強ギルドの頂点相手には全力で挑いどまなければ勝てそうに、ない」』

　放たれた灼熱のブレスが辺りの光までをも青へと染め、突とつ如じよとして、フィールド内が青と白の世界へと塗り替えられた。

　銀色の鎧で揺らめく光を妖あやしく反射させながら、再び最前線へと切り込む銀灰さん。アリスさんの竜化に鼓こ舞ぶされたように、獅子の大斧使いもそれに続く。

　黄金色の光を帯びたウルティマが、大盾で薙ぎ払うようにしてブレスを掻き消し、まるで壊れたような〝ゴキンッ！〟という奇怪な音を立てながら力強く拳こぶしを作る。

　蒸気が噴き出す音と規則的な機械音が続く中で、ウルティマの右拳がまるで特撮ロボットのようなものへと変化していくのが見えた。

　そのまま、上から下への軌道を描きながら、目前に迫る銀灰さんと獅子を標的として拳を繰り出す！

『「これは……」』

〝避けられない〟

　最後まで言い切れなかった銀灰さんの言葉は、ウルティマの攻撃速度と攻撃範囲を見れば容易に予想がつく。

　直後の轟ごう音おん！　瞬きする間に、フィールドには巨大なクレーターが出来上がっていた。

　銀灰さんと獅子のＬＰが目に見えて減少するも、回復役が魔法で二人を即座に癒していく。この反応速度は流石と言えるだろう。

　タイミングから見ても、ウルティマの攻撃モーションの段階から詠唱に入っていたはずだ。

　攻撃の反動と足場の変化によって前衛二人に大きな隙が出来たのをカバーするため、銀竜となったアリスさんがクレーターの中心──つまりウルティマへ、鋭い爪つめのついた掌てのひらを振り下ろす……が、目標寸前の所で黄金の剣に阻まれた。

　ウルティマの巨体を軽々飛び越え掌を弾いたヘルヴォルは、振り上げた状態から技繋ぎアーツスイツチへと移行、靡なびく金髪から溢あふれるように現れた煌きらめく星が彼女の剣へと纏わりつく。

　突き！　薙ぎ払い！　斬り下ろし！

　斬り上げ！　薙ぎ払い！　そして、突き！

　怒ど濤とうの六連撃が、鮮あざやかなライトエフェクトと共に刻み込まれた。

　技を受けた掌の上には斬ざん撃げきの余よ韻いんが残っており、空中には美しい十文字が弾けて消える。

　ヘルヴォルの攻撃には相当な威力が込められていたらしく、地鳴りと共に銀竜が地に伏した。

　追い打ちをかけるかのように、既に展開していた魔法を放つ風神雷神。

　竜巻でできた化け物と、電撃でできた龍が天へと昇り、隙だらけの銀竜へと急降下する。

『「これも、もらっておくよ！」』

　間に割り込むように、気絶スタン状態から回復した銀灰さんが盾と剣を構えて立ち、二つの魔法をかき消した。

　銀灰さんの盾と剣に纏う青色の光は更に増幅し、今や銀竜のブレスとほぼ同等の濃度まで染まっているのが見える。

　そのまま、後衛からの強バ化フを受けつつ駆ける銀灰さんを阻むように立ち塞がるのは右手を機械化・肥大化させたウルティマ。

　黒塗りの鎧と銀色の装甲、体に纏っていた金色の光がその右手へと集まっていき一点へと重なった。

　機械仕掛けの右手が迫る！　そして──




　巨人の胴部分が。

　切り取られたかのように無くなった。




　剣を振り切った状態で空中をゆっくりと回転する銀灰さんは光の塵ちりとなるウルティマには見向きもせず、最重要目標メインターゲツトへと狙いを定めた。

　武器が纏っていた青色の光は、ウルティマとの一瞬の交こう錯さくで既に消え去っている。

『「花蓮ちゃん、いけるぜ！」』

『「あちゃー、ウルティマ鬼ちやんやられちゃったよ」』

　未だ軽快な口調で左手を横に突き出す風神と、鼻をほじりながら右手を横に突き出す雷神。

　二体の両手の間には人二人分程度に凝縮された魔法陣が多重展開されており、その後ろに控える花蓮さんが杖に手を当て魔法を発動させた。

『「魔神の裁判ルーン・ジヤツジメント」』

　魔法陣を突き破るように放出された螺ら旋せん回転する光線が、直線上を駆けていた銀灰さんへと伸びていく。

　その速度は今日見た魔法の中でも最速であり、銀灰さんは一瞬だけ目を見開いた後のち、振り下ろすように繰り出した剣と共に、その体を貫つらぬかれた。

　銀灰さんのＬＰが、一瞬にして全ぜん損そんする。

『「ぶがっ!?」』

『「ふ、風神!!」』

　厄介者を仕留め油断していたのか、ヘルヴォルとの戦闘で既にボロボロになっている銀竜の、苦し紛れに繰り出した尻尾しつぽが風神の体に食い込んだ。

　目をひんむいた状態で、鼻から口から液体を出し弾き飛ばされる風神と、相棒がやられて嘆なげく雷神。

　次の瞬間、雷神の体がズレた。

　ポリゴンを撒きながら爆散した雷神のいた場所には、大斧を振り下ろした状態の獅子が居た。

　彼も既に満まん身しん創そう痍いといった状態ではあるものの、銀灰さん同様に花蓮さんを目指して更に駆ける。

『「天界の槍ヘヴン・ランス」』

　反撃に移る花蓮さんの魔法は、迫る獅子ではなくヘルヴォルに追い詰められた銀竜への追い打ちだった。

　床から胴体を貫くように天へと伸びた光の槍が役目を終えて崩れ去り、鱗うろこが剝はがれ落ちるような幻想的なエフェクトと共に、アリスさんが前のめりに倒れこむ。

　状況は三対三……けれども一番隊の回復役は、獅子とアリスさんが作った時間をフルに使い魔法を完成させていた。

『「やられたよ。けど、ここまでは想定内だ」』

　蘇生魔法により起き上がった銀灰さんが、倒れたアリスさんの方に一度だけ視線を向けた後、隣にいた獅子と共に武器を構えた。

　花蓮さんの隣には、ひたすら援護に精を出していたコーラルと、竜化したアリスさんを限界まで追い詰めたヘルヴォルが佇んでいる。

『「いい試合でした。召喚獣達も満足していると思います」』

『「……やれやれ、もうこんな疲れる試合はごめんだな」』

　満足したように呟く花蓮さん。

　それに対し、獅子の大斧使いが『うんざり』といった表情を浮かべながら大きなため息をついた。

































































































　団体戦が終了し、スクリーンが混合戦の開始時間へと切り替わる。

　つい数分前まで別次元の攻防が繰り広げられて荒地と化していたフィールドも、なにかの力によって元通りとなっていた。

　もっとも見み応ごたえがある団体戦の決勝を観みて満足したのか、それとも時間を潰つぶしに行くのか、観客席に居たプレイヤー達が動きだし、逆に混合戦を観に来たプレイヤーが空あいた席へと座っていくのが見えた。

　たっぷり試合観戦を楽しんだ俺おれたちだが、混合戦では魅みせる側に立つことになる。

　出場しないダリアと部ぶ長ちようは当然だが、青あお吉きちに餌えさをやるアルデの顔にも緊張の色は見てとれない。この調子なら、試合も最初から全力で戦うことができそうだ。

『時間に余裕はあるけど、控ひかえ室に移動しておこうか』

　一度遅刻で失格しそうになった前例があるから、小心者の俺としては五分前行動ならぬ二十分前行動で試合に臨のぞみたい。

　特に見る物がないからか、三姉妹も大人しくそれに従したがい席を立つ。もとより部長はずっと俺の頭の上にいるため、彼女に関しては一ミリたりとも動いてはいないのだが。

『あ　アリスだ』

　いつものようにダリアとアルデを抱だき上げようと振り返ると、汚れを払うかのように手をパンパンさせるアリスさんの姿があった。

　いち早く気付いたダリアが彼女の元へと歩いていく。

「ダリアちゃん！　また可愛かわいくなった!?」

　まるで可愛い孫まごが久々に遊びに来た時の祖母のような（空想だが）リアクションのまま膝ひざをつき、〝バッ!!〟と両手を広げるアリスさん。

　ダリアが少し距離を置いて立ち止まった事でアリスさんの抱ほう擁ようが空振りとなるが、そのまま自分の体を抱きしめ身をクネらせて悶もだえている。

　朝に一度会っているのだが……まあ、ツッコむ必要もないか。

「どうも、アリスさん。団体戦優勝おめでとうございます」

「ありがとう。この宣伝効果でCoat of Armsコート　オブ　アームズに入ってくれるプレイヤーが増えるといいんだけど」

　更さらに戦力拡大を狙ねらっているのか……野心家すぎる。

「そういえば、何な故ぜここに？」

　ダリアとアルデの両方を撫なでながら微笑ほほえむアリスさんに、素そ朴ぼくな疑問を投げかける。

　団体戦が終わったら次は混合戦だ。銀ぎん灰かいさんとの試合の打ち合わせだったり、または団体戦決勝に関するギルド単位の話し合い等もありそうなものだ。

　試合観戦はあり得ないとして、辺りに銀灰さんの姿がないとなると、今アリスさんが観客席にいるのは更に不思議である。

「え？　……粛しゆく清せい？」

　なんのだろうか。
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「アルデ。調子はどうだ？」

　誰もいなくなったフィールドから目を移し、アルデの状態を確認する。

『大丈夫だ！』

　俺の言葉に、アルデは自信満々といった様子で〝ガシャリ！〟と胸を叩たたいて意気込んだ。

　銀灰さんやアリスさんの立ち姿と比べると、やはり格好良さより可愛さの方が先行している感はあるものの、小さな武士に鎧よろいがよく似合っている。

　第七戦目の試合相手は──銀騎士・銀竜ペア。

　格上に勝った経験はあるが、その時は対戦相手が魔力極きよく振ふりの大だい兵へい器きだった事もあり、相性が良すぎたと言える。対して今回はどちらも接近戦を得意とするプレイヤーであるため、俺とアルデのレベルも考えると勝率は絶望的と言わざるを得えない。

　けれども、やるからには全力で、そして戦いの中で何かを得られれば良いと思っている。

　──べちゃ。

「食べさせてくれるなら、何かかけ声とかないのか？」

『じゃあ　あーん』

　俺の頰ほおへたこ焼きを押し付けるダリアと、彼女の背中に寄りかかるように寝そべる部長。モニターへ体を向けているダリアはまだしも、部長は既すでに興味すら失っている様子だ。

　寝ぼける部長が『はふぅ』と、大きな欠伸あくびを吐き出した。

「俺たちの試合くらいはちゃんと観ててくれよ」

『応援　してる　青吉は　見ておく』

『姉あね御ご！　青吉が水面から口を出したらお腹なかが空すいてるサインだから、その時はたこ焼きでも食べさせてやってくれ！』

『まかせて』

　騎士の鎧に身を包んだアルデが両手を振り、〝ガチャガチャ〟と金属が擦こすれる音が響く。

　長なが椅い子すの上に置かれた水槽で優雅に泳ぐ青吉は、アルデの言葉を体現するかのように水面へと顔を出し、パクパクと何かをねだっている。

　というか、たこ焼きなんて食わせて大丈夫か？　今の所、青吉の体調は悪くなるどころか寧むしろ活発に、そして買った時より一回りも大きくなってしまっているが……。

『あ！　もうお腹空いちゃってる！　姉御！　姉御！』

『はい　あーん』

　アルデに急せかされるように餌をやるダリアは、爪つま楊よう枝じで刺していたたこ焼き一玉をまるまる落とし、二人でしゃがみこむように水槽を観察している。

　青吉が自分の体よりも大きなその玉を、貪むさぼるように食べ進めているのが見えた。やはり、三姉妹同様に恐ろしい食欲だ。

「そんな食べさせて、水槽は汚れないのか？」

『なんか、たまに綺き麗れいになってるよ！』

　長椅子に両手を乗せ、その上に顎あごを乗せて眺ながめている二人の後ろから水槽を覗のぞき込み、青吉の様子をじっくり観察してみる。

　最初の頃のダリアのような、散らかすような食べっぷりを見せる青吉。しばらく眺めていると、水槽内にあった青色の水晶が淡い光を放ち、食べカスや糞フンが一瞬にして綺麗になるのが見えた。

　サイズの拡張が可能だとは言われていたが、自動で掃除もやってくれる仕掛けが施ほどこされているとは……想像以上にハイテクな水槽のようだ。

「しっかし──つい昨日貰もらったばかりなのに、メダカサイズから四十センチくらいまで大きくなってるのは……やっぱり餌の問題か？」

『どんどん大きくなるんだぞー青吉。拙せつ者しやを乗せて泳ぐまでが君の目標だ！』

　ため息交じりの俺とは対照的に、上機嫌のアルデは水槽をつんつんして眺めている。

　金魚掬すくいの金魚がメダカサイズっていうのは、そもそもが小さすぎたという話ではあるものの、この急成長は些いささか異常だな。

　今の状態こそ金魚だが、これ以上大きくなると餌代がかかってくる可能性もある。当初は骨を砕くだいた物でいいって言われてたのに……。




『試合開始まで、残り５分となりました。選手の皆様は試合の準備を完了させ、開かれた扉から入場してください。尚、試合開始時刻30秒前までにプレイヤーが全員揃そろわな……』




「っと、試合だ」

　和なごやかな時間が流れる控え室に、試合時間を告つげるアナウンスが響き渡る。

　奇き策さくはない。だからこそのリラックス。普段通りの動き、普段通りの戦い方で挑いどむ。
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「アルデちゃんが可愛すぎて生きるのがつらい」

「……アリスさんですよね？」

「違う。私は悪の戦士ブラッディ・ナイトだッ！」

『か、カッコいい！』

　試合時間を間違えたわけでも、フィールドの場所を間違えたわけでもない。

　目をキラキラと光らせるアルデと、状況が摑つかめず苦笑する俺に対たい峙じするのは、赤黒い鎧を身に纏まとった血ち塗まみれの騎士だった。頭の先からつま先までの全すべてが鎧で覆おおわれ、赤色の滴したたる長剣と密集した骸がい骨こつで作られた盾は、かなりおどろおどろしい。

　けれども声、そして隣となりに立つ銀灰さんが、ブラッディ・ナイトの正体が誰かを知らせてくれるのだが……アルデは中身がアリスさんだと全く気付いていないようだった。

「ほらマスター。ガチャアイテムなんか使ってアルデちゃんを騙だますような事しちゃ可か哀わい想そうですよ。明らかに信じ切ってます」

「……」

　半なかば呆あきれたような声色で正体を明かすよう促うながす銀灰さんと、葛かつ藤とうするアリスさん。けれども次の瞬間には、元の銀鎧へと姿が変わりプラチナブロンドがふわりと揺ゆれた。

　アルデは中から現れたアリスさんに『え？　あれ？　ブラッディ・ナイトは？』と、困惑した表情を浮かべて狼狽うろたえている。

「試合は試合、いくら嫌われたくないからって変装するのは失礼ですよ」

「ごめんなさい」

　釘くぎをさすように、やや強めの声で注意する銀灰さんと、項垂うなだれるように反省するアリスさん。

　何かの装備というより、出現するモンスターそのものという姿だったが……モンスター変装グッズの類たぐいも屋台で売っていたのかもしれない。

　それにしても。と、言いながらこちらに向き直る銀灰さんは、俺とアルデの顔を見比べた後、嬉うれしそうに笑みを作った。

「共闘よりも先に対戦する日が来るなんて……オルの店の前で会った時は、夢にも思わなかったよ」

「俺もです。共闘もいつか、ダンジョンにでも」

「もちろん。気軽に誘ってよ」

「私も行くから！」

　是ぜ非ひにと笑顔で答えると、銀灰さんも笑顔で返してくる。銀灰さんの肩をガシッと摑んだアリスさんも、鼻息を荒くしてすかさず志願した。

『試合開始！』

　和やかなムードのまま試合開始を告げるかけ声が耳に届き、すかさず俺とアルデは武器を構える。

　銀灰さんは銀色のカイトシールドを左手に、十字架のような四角い長剣を右手に構え、アリスさんは翼のような剣格が特徴的な長剣を構えながら、ジリジリと距離を詰めてくる。

「『諸もろ刃はの布陣』」

『アルデ、魔ま装そうで火属性を付けるぞ』

『わかった！』

　相手との距離を見定めながら普段通り鼓こ舞ぶ術じゆつによる強バ化フを展開していくも、このタイミングを狙ねらっていたかのように二人が一気に速度を上げる。

　俺たちはシンクロで短く会話を交かわし、次の工程へと移行、火炎弾フレイムボールを射出し、アルデの体が燃もえ盛さかる。

「魔装だね。ダイキ君の使った魔法が火属性魔法の低レベルで覚える火炎弾フレイムボールだから、そこまで脅きよう威いにはならない。同時に、この場面で使うには威い力りよくも効果も心こころ許もとない技であるから、ダイキ君の魔法職としてのレベルは低い……って所かな」

　顔を半分隠すようにカイトシールドを深く構えた銀灰さんは、駆かける速度を更に上げて分析結果を口ずさむように告げる。

　アルデの魔装は魔法付属武器とは違い、敵からのダメージが受け流せない。彼女のステータスは筋力値に偏っているから、たとえアリスさんが竜属性魔法を放ってきても、レベル差を考えるとその身に受けることは危険すぎると考えられた。

　ならば少しでもと使った魔法──火炎弾フレイムボールを見ただけで見破るとは、博はく識しきを通り越して恐怖すら覚える。

　俺は銀灰さん、アルデはアリスさんへとそれぞれ分かれて剣を交えた。

　刃やいばと刃がぶつかっただけで、俺たちのＬＰライフポイントが大きく削けずれる。

　レベルの差、ステータスの差は、それほどまでに大きい。

「アルデちゃんを私に仕向けたのは、意図的でしょ？」

「ずるいですか？」

　鍔つば迫ぜり合あいの状態で銀灰さんから視線を外さぬまま、アリスさんと短く会話を交わす。

　アリスさんの声色には焦あせりの色が全くなく、むしろ機嫌が良いように聞こえた。

『観念！　やぁ！』

「まさか、ずるいだなんて。こんな可愛い子とこの距離で試合できるのだから役得としか思わないけど」

　ぶれない人だ……それに油断している様子もなしか。

　活かつ路ろとしてアリスさんが子供好きというある種の弱みの部分を突いてみたが、顔つきは至って真剣そのもの。試合は試合だと割り切っている様子。

　足元をすくう事も難しそうだ。

「『かち上げ・盾』」

　短く言う銀灰さんのシールドが緑の光を放ち、俺の両手の間へと滑すべり込んだ！

　一瞬で、剣を持つ右手が天に跳ね上がり──バランスが崩れる。

「『赤の烈光斬レツド・ライトスラツシユ』」

　十字架が赤に染まり、剣が迫る！

　技術者の心こころ得えを発動させ、盾弾きシールドパリイが不可能である事を知る。

　左手の盾を剣の軌道に合わせて動かし、苦肉の技アーツを発動。

　──偽いつわりの鉄壁。一時的な無敵。

　そのまま反撃するべく剣を動かし、銀灰さんへ向け上段構えから放たれる技アーツを発動させた。

『黄の閃光剣イエロー・ライトソード』

　割れるような音と共に偽りの鉄壁によるダメージ無効化を適用、突きを放った状態の銀灰さんを上から叩たたき斬きるように剣を振り下ろす。

「──うん、なかなか」

　驚いたような、そして嬉しそうに呟つぶやく銀灰さんの左手が滑るように動き、俺の右手が再び天へとかち上げられた。

　ゾクッ！

　まるでこちらの全てを見通しているような──氷を想起させる冷たい視線に、俺の直感が警報を鳴らし思わず大きく距離を取る。

「無茶に突っ込んで来ないのは、流石さすがに冷静だね。《偽りの鉄壁》に防御を任まかせてこの状況で攻撃に転じるとは……やっぱりダイキ君、センスあるよ」

　五秒にも満たない攻防を交わしただけで、俺は銀灰さんとの実力差を悟さとってしまった。

　ゲーム画面であるから汗こそ出ていないが、現実では既に汗だくになっているのは間違いない。運動量による汗でなく、その全てが冷や汗だ。

　涼しい顔で十字架の剣を振るう銀灰さんは俺の行動を見切るだけでなく、技名やそれらの特徴まで全てを見切っている。そして対応してくる。

　鮮やかな盾弾きシールドパリイ……恐らく、大きく退しりぞいてなければ続く一撃で死んでいた。

　考えてみれば分かる事だ。

　俺と銀灰さんの武器は、形は違えど同じタイプ。単純なレベルがふた回り程違う彼が、自分が使う技の下位互換を把握していない訳がない。

　異常なまでの反応速度と正確な動きも相あいまって、隙すきが全くないという事がはっきりと理解できてしまった。

「ダイキ君。降参して？」

　長剣に技アーツを込め振りかぶるアリスさんと、膝をつくアルデ。

　ＬＰライフポイントこそまだ残っているものの、状態異常の《麻ま痺ひ》《気絶スタン》《恐怖》が同時に点滅しているのが見えた。

　アリスさんに竜属性魔法を使わせる事すら叶かなわなかったか……。

　相性が悪く、そしてレベルの差が明確な相手とはここまで一方的な試合になるのか──と、悔くやしさもあれど納得した俺は試合開始からたったの二分、審判に降参する旨むねを伝えたのだった。













「私の地元では銀ぎん杏なん焼きの屋台があるのですがここでは全く見かけませんね。恐らくプレイヤーは全国から参加しているはずですから、屋台の種類的にはリアルを凌りよう駕がしていると考えられますがマイナーみたい、です」

　隣を歩く花カ蓮レンさんは、側面に付けていたお面をずるりと顔の上にずらすと、ため息まじりに項垂うなだれた。

　混合戦も全すべての試合が終わり、コロシアムでは最後の種目である個人戦が繰り広げられている。

　混合戦の最終結果として、俺とアルデのペアを破った銀ぎん灰かいさんとアリスさんペアはその後も安定した強さを見せ堂々の一位を勝ち取った。団体戦に次ぐ混合戦の優勝で、紋もん章しようギルドの知名度は更に上がったと考えられる。

　花蓮さんも準決勝にて彼かれ等らと当たり、約五分間の攻防の末敗やぶれていた。圧勝とまでは言えないまでも、終始一方的に試合が流れていた事に驚きを隠しきれない。

　前の試合で戦っていた召しよう喚かん士し、俺たち、そして花蓮さんと、今回の試合形式では、召喚士が活躍できる場面がかなり限られているという考えに至いたる。

　思考を戻し、約束していた花蓮さんとの屋台めぐりへと意識を向けた。

「五ご平へい餅もちや味み噌そポテト等々、地域性の強い屋台もちらほらありますが……銀杏焼きって鎌倉辺りの名物ですよね？　今の発言って、かなり際きわどいような」

「噓うそです。忘れてください」

　失言した。と、自分でも分かったのか、キリッと前を向きなおした花蓮さんが「これ以上詮せん索さくしないで」とばかりに言い放った。

　相変わらず、うさぎ顔のお面が可愛かわいらしい。

『ドリルなんとか　ダイキ　ドリルなんとか』

「ドネルケバブな。お肉入ってはいるけど、そんなに多くないよ？」

　肩車されるダリアが髪をぐいぐい引っ張り誘導するその先に、黄色と緑のマーブル模様の帽子を被かぶった機き人じん族ぞくが、ちょび髭ひげを摩さすりながら手招きしている屋台が見えた。

　棒に巻きつく大量の肉の食べ放題とでも思っているのかもしれないが、寧むしろ挟はさむ生地の方が体積は大きい。そしてダリアの嫌いな野菜も入っている。

「ダリアちゃんは食いしん坊で部ぶ長ちようちゃんは寝るのが好き、アルデちゃんは高い所が好き、と」

「前の二人は間違ってませんが、アルデの高い所好きは今日初めて知りましたよ」

『進めウルティマ殿どの！　目指すはクレープ屋だ！』

　王が来るイベントとなれば集まる人々の数は膨ぼう大だい、準じて人種も様さま々ざまである。

　中にはウルティマと同じように巨人族のＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター、またはプレイヤーの姿もあり、元の姿で祭りに参加しても特に注意を受けることはない。そもそも、注意する事自体が人種差別とも言えるだろう。

　そんなこんなで元の大きさのまま後ろを歩くウルティマは、肩に部長と妖よう精せい族ぞくのコーラルを乗せ、頭の上にアルデを乗せている。てっぺんに陣取るアルデは、既に先の試合で完膚なきまでに敗北したショックを清算し、キャッキャとはしゃいでいるのが見える。

「……何をメモしてるんです？」

「召しよう喚かん獣じゆう個体別性格把握ノート五。出会ってきたありとあらゆる召喚獣達の性格と容姿と可愛い点などを書き綴つづり続けて既すでに五冊目……因ちなみにノートは課金アイテム《スクショ貼はり付け可能永久保存ノート》48円」

　びっしりと書かれた面を誇らしげに見せつけたうさぎお面花蓮さんは、団だん子ごを咥くわえながら再び書き物の世界へと旅立っていった。

　頭の上で鳴る〝むちゃむちゃ〟という音を聞きながら、辺りを浮遊していた風神雷神へと声をかける。

「一日目も屋台まわりに来たの？」

「いつもは仏ぶつ頂ちよう面づらの花蓮ちゃんも可愛いところがあってな、輪投げした時なんかそりゃあもう」

「……ヘ、ヘルちん、そんな怖い顔で見ないでくれよ。俺様たちゃ心を入れ替えたんだって」

　団体戦の決勝で見せた迷惑行為を未いまだ許されていないのか、花蓮さんの斜ななめ後ろを歩くヘルヴォルが睨にらみつけるように風神を威圧している。雷神は自分は関係ないとばかりに風神を見捨て、大人しく俺の言葉に返答していた。

「あれは輪が小さすぎる絶対におかしい。だから真上からゆっくり下ろすしか方法がなかった」

「だからって鬼ちゃんウルテイマに足を押さえてもらって身を乗り出したら、流石さすがの店主もキレるってもんだぜ。残念賞のチョコで引き下がるのもどうかと思うが」

　ノートに何かを書き込みながら、少し不機嫌そうに呟く花蓮さん。雷神はやれやれと言わんばかりに肩を竦すくめてみせた。

　後方に見えるコロシアムから大きな歓声が沸き起こり、祝福するかのように大きな魔法が花開いた。

　道行くプレイヤーの会話が耳に届く。

「おい、個人戦優勝決まったらしいぞ！」

「見た見た！　銀騎士三冠ならず！」

「やはり、銀より金だったんだな」

　そうか、銀灰さん負けてしまったのか。

　混合戦とはいえ一対一で剣を交まじえた身としては、彼ほど隙すきのない人物を打ち負かすプレイヤーはいないと思っていたが……ずば抜けたセンスと豊富な知識があっても、上には上がいるという事だろう。

　銀灰さんのスタイルから察さつするに、苦手とするのは遠距離からの高こう威い力りよく魔法や状態異常系技アーツの類たぐいだろうか？　花蓮さんもそうだが、銀灰さんも団体戦でこそ光る人物だと考えられる。

　横を過ぎ去った三人組のプレイヤーから視線を戻すと、お面を側面にずらした花蓮さんがジッとこちらを見つめていた。

「団体戦、混合戦共に見ていましたが貴方あなたにはレベルに振り回されない強さがあります。それにダリアちゃん達も真しん名めい解かい放ほうを行えば今より数段強くなれる私も協力を惜おしみま、せん」

　真名解放──確か団体戦決勝前に聞いた、召喚獣を究極の個体へと昇華させる方法。

「真名とは、つまり召喚獣達の真まことの名を見つけてあげるクエスト……という解釈で合ってますか？」

　ダリア、部長、そしてアルデと、彼女達に付けた名前は俺が与えたものであり、元から彼女達に付けられた名前は別にある。それを調べ、彼女達に教えてあげる事が真名解放クエストの内容──と、これが自分なりに考察した中身だ。

　小説や映画、特にファンタジーの類で稀まれに見かける〝その人物の正体を表す名前〟だったり〝知られてはいけない本当の名前〟と考えても間違いじゃないだろう。

「合っています。クリアする過程で障害となる主に戦闘を伴ともなう項目はお手伝いしたいと思いますが、パズルは貴方にしか解けません」

「パズル？　ああ、謎なぞ解ときボードゲーム的な要素まであるんですね」

「謎解きは正解、けれどボードゲームではないです」

　花蓮さんは一度ヘルヴォルへと視線を移し、再びこちらへと視線を戻す。

「私から振った話ですがこれは召喚士自身に一から十までを経験してもらいたいので多くは語れません。ですが、所謂いわゆるヒントの類……クリアに至いたる為ための鍵かぎは何気ない日々の生活の中で見つける事ができます」

「……こうしている今も、真名解放クエストに関する何かしらのヒントを召喚獣達が発している、という事ですか？」

「はい」

　肩車されているダリア、そしてウルティマの肩に寝そべる部長、頭上のアルデへと視線を動かしていく。

　確かに毎日欠かさず会話を交かわして触れ合っているが……まだ俺は真名解放クエストを受けていない。となると、他た愛わいない会話の中、或あるいは召喚獣達の行動がクエスト受注の鍵になると考えていいのだろうか。

　以前ダリアが初めて竜属性魔法を使った時彼女が言っていた、召喚獣しか知りえない情報や、部長の睡眠時間の謎、アルデが被っていた骨、持っていた武器も鍵の一つだと考えられる。

　彼女達の隠された過去に踏ふみ込むのは……やはり少しだけ勇気がいるな。

　花蓮さんが考察した真名解放クエストの発生条件には親密度ＭＡＸという項目もあったから、理屈としては分かりやすい。自分の過去を見せるだけの信頼関係が出来上がった合図だと考えれば、無理やり聞き出すのとは違って理解できる。

「俺は、俺でなく彼女達にとっての最善を尽つくすつもりです。大事な家族なので」

「そう、ですね」

　俺の言葉に花蓮さんは同意するように、ぽつりとそう呟つぶやいた。
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　閉会式は観客席もフィールドも、溢あふれんばかりのプレイヤーによって埋め尽くされたコロシアムにて執り行われた。個人戦決勝の興奮が未だ残っているのか、会場はむんむんとした熱気に包まれている。

　屋台めぐりを切り上げ、花蓮さん達と共に閉会式へと参加した俺たちは、混み合うフィールドの上で式が始まるのを待っていた。

　二階部分の出っ張りに、王冠を被った初老の男性が進み出る。

　エルヴァンス・ロウ・ダナゴンⅡ世。王都を統すべる男。

　初めてまともに見たのか、多くのプレイヤーはどよめきながらも、王様の言葉に耳を傾かたむけていた。

「戦士達よ、実に素晴らしい試合をありがとう。昔は我も剣を振るい魔を狩ってきた身、光る技の数々に、滾たぎる思いで楽しませてもらった──」

　およそ三分という短い時間でのスピーチは、所謂偉い人の堅い内容とは全く異ことなるものであり、自身も一人の戦士として胸に込み上げた感動をそのまま言葉にしたような、熱く力のあるスピーチだった。

　王様が話を終えると同時に、会場内が一気に沸き上がる。

　皆が皆、自身がトーナメントで滾っていた内心を代弁したような内容に、盛大な拍手でもって答えていたのだった。

　王様の言葉によって始まった閉会式は流れるように進んでいき、いよいよ結果発表と報ほう酬しゆうの贈呈が行われる。

「団体戦優勝は──」

　設置されたスクリーンが淡く光ると共に、プレイヤーの目の前に突如として現れるパネル。そこには王様が発表を続けるパーティ及び個人の名前がズラリと並び、スライドによって全てを確認できるようになっていた。

　個人戦優勝はハロー金きん肉にくさんだった。どこからか彼の得意げな高笑いが聞こえてきたような気がする。

　団体戦優勝は紋もん章しようギルドの一番隊、そこから上位十組までのパーティ一人一人の名前が表示され、それぞれ特別報酬などが載っている。

　報酬の内容は誰でも見る事ができるようで、試ためしに一番隊の全員が貰もらった報酬を開く。







【王都騎士の指輪（全）】#イベント一位報酬

　第一回J.P.ジヤパンサーバートーナメント戦の報酬。王都でも優秀な騎士にしか与えられない名誉ある指輪であり、これを着けると英雄エルヴァンス・ロウ・ダナゴンの加護を受ける事ができると言われている。

　必要レベル：50

　特殊技能『ボス戦闘時に英雄の加護付属（大）』

　筋力＋15

　耐久値＋15

　敏びん捷しよう値＋15

　器用値＋15

　魔力＋15

　分類：指装備




【プレミアムガチャチケット×10】#イベント一位報酬

　娯楽の町の景品コーナーにて回す事ができる不思議なガチャガチャのチケット。何が出るかはお楽しみ。

　分類：消費アイテム




　指輪に関してはダリアが当てたヴァーミリオン・リングの方が性能が良いように見えるが、アイテム詳細にも書いてあるように特殊技能の方がメイン要素だろう。

　ガチャのチケットに関してはよく分からないが、紅葉もみじさんが使っていた《どこでも露店》だったり花蓮さんがメモしていた《スクショ貼り付け可能永久保存ノート》等の課金アイテムの類かもしれない。

　なんにせよ、混合戦では上位十組に残れた結果、俺たちにもメールによって特別報酬が贈ぞう呈ていされている。




【王都騎士の指輪（全）】#イベント報酬

　第一回J.P.ジヤパンサーバートーナメント戦の報酬。王都でも優秀な騎士にしか与えられない名誉ある指輪であり、これを着けると英雄エルヴァンス・ロウ・ダナゴンの加護を受ける事ができると言われている。

　必要レベル：50

　特殊技能『ボス戦闘時に英雄の加護付属（小）』

　筋力＋８

　耐久値＋８

　敏捷値＋８

　器用値＋８

　魔力＋８

　分類：指装備







　指輪の効果は一番隊が貰った物より劣おとるものの、限定アイテムが貰えたとなれば大満足だ。

　更さらにチケットも貰えるようだ。枚数は同じ順位の人の数に召喚獣分のおまけで一枚上乗せされた三枚、指輪はアルデの分も貰えるようだった。

『アルデの分もあるみたいだな。頑張ったご褒美だってさ、装備できるのはしばらく先になるけど』

『やった！　へっへっへー！』

　装備できるレベルまでお預あずけとなるが、アルデ本人はそれでもご満悦の様子。ダリアも部長も特に嫉しつ妬としている様子はないものの、彼女達も十分頑張ってくれた事に変わりはない。

『二人へのご褒美は俺からあげるから。まあ、ご飯くらいになるけど』

『それがいい』

『おもちゃでもいいよー』

　普通ならおもちゃの方が高くつくのだが、この子達の場合は食事代の方が断然かかる。

　そういう意味では俺への報酬はＧお金が良いなあ、とか思ってみたり。

　成績発表も終わり、続いて注目度に応じた報酬の贈呈に移行する。

　俺の最終注目度57に対する報酬がメールで届いており、覗のぞいてくる三姉妹と共にそれを開いて確認した。




【イベント報酬（注目度）】03/22/14:50

　あなたのトーナメントにおける活躍を目にした王から報酬が贈呈されます。プレイヤー［ダイキ］様のますますのご活躍をお祈りしております。

　贈呈アイテム

　王都の施設利用パス

　ゴールドガチャチケット×１

　570,000Ｇ




　と思っていた矢先に大量のお金ゲット。そして恐らくプレミアムガチャチケットの下位互換であろうチケットと、王都の施設（一部施設を除く）を決められた回数だけ無償で利用できる有難いパスポートのセットだった。

　パスポートの方は原則20回までと書いてあるからやたらと使う事はできないが、何かの場面で使う時が来るかもしれない。




　こうして、二日間に及ぶ長い戦いは幕を下ろした。

　そしてまた、始動する新しいイベントに向け、仮想の世界が動き出すのであった。













　俺おれの休日はFrontierフロンテイア Worldワールドの世界で始まる。

　宿屋のベッドは要望通りキングサイズであるが、寝心地が良いとは言えない。

『そんな、拙せつ者しやこんなに食べられないぞ……』

「……」












　新入りのアルデも、一つのベッドに寝ることに関して全く警戒する様子を見せない。それに、俺の足を枕まくらの代わりにする程度には懐なついてくれているようだ。

　そして古参のダリアと部ぶ長ちようだが、この二人も相変わらず俺の腹や腕を枕まくらに寝息を立てている。

　なぜこんなにも狭せまいのか？　せっかくのキングサイズも余白が多くて泣いている。

「そろそろ起おこすか……」

　なんと言っても今日は久しぶりの休みの日。本当はレベル上げやクエストをがっつりやりたい所だが──トーナメントで頑張った彼女達の息抜きをする予定となっている。

　とはいえ、やる事は食事に連れて行って、風の町でのんびりするくらいだが。





　　　＊　＊　＊






　風の町にある広場に着くと、嬉うれしそうな様子で二人が一斉に駆け出した。

　ダリアは綺き麗れいな蝶ちよう々ちようを追いかけ、アルデは元気に芝生しばふを駆かけ回っている……そして部長は──。

「部長は本当に寝てばかりだなあ」

『だって気持ちいいんだもんー』

　木陰に座る俺の足の間に挟はさまったまま、数秒後には寝息を立てていた。

　予想はしていたが、やはりぐーたら次女である。

　しかし──。

「ただの広場なのに、楽しそうに遊ぶなあ」

　元気に遊ぶ二人の姿を見ていると、自然と微笑ほほえんでいる自分がいる。彼女達の幸せそうな姿を見るのが、俺の幸せとなっているからだ。

　思い返せば、なんとなくゲームを始めた俺へ色々なことを教えてくれたのは、他ならぬ召しよう喚かん獣じゆう達だった。いつの間にか彼女達の成長が何よりの喜びになっていて、彼女達のお陰でたくさんの人と知り合えた気がする。

　灰色だった毎日がこんなにも楽しいのは、彼女達のお陰かげだ。

『あ、ダイキの方に逃げた』

『ダイキ殿！　七しち丸まるを捕まえて！』

　花蓮さんが語った真しん名めい解かい放ほうクエストが召喚獣達の全すべてを知る最後のクエストならば、俺たちの目標はそこにある。

　その先にどんな試練が待っているのかは分からないが、必ずたどり着いてみせる。




　彼女達と一緒なら、どこまでも。









あとがき






　はじめに、文庫版『Frontier World』はこの三巻をもって完結となります。ここまで買い支えて下さった読者の皆様、素敵な絵を描いて下さった橘たちばな　由ゆ宇う様、そして、素人しろうとの物書きだった私に声をかけて下さった出版社の皆様に深く感謝いたします。




　まず読者様へ──

　トーナメントが終わった後も物語は続きます。

　新しく加わったアルデや、また新たに加わる召喚獣達も含めて、ダイキと仲良く楽しくゲームを続けていきます。

　続編が気になるという方は「小説家になろう」というサイトでFrontier Worldを調べてみてください。三巻目以降の物語もきっと楽しんでいただけると思います。




　橘様へ──

　三巻に渡り、素敵なイラストを描いて下さり本当にありがとうございました。特にダリアを気に入ってくれていると聞き、とても嬉しかったです。またいつかどこかで一緒に仕事ができればなと思いながら、物書きを続けていきたいと思います。




　最後に出版社様へ──

　サイトの方に書籍化打診が届いた時は、新手の詐さ欺ぎではないかと疑っていました。ごめんなさい。様々なアドバイスや宣伝、ありがとうございました。不ふ慣なれな私も楽しく全力で作業することができました。

　橘様同様に、またどこかで一緒にお仕事ができたらなと思いながら、「小説家になろう」の方で活動を続けていきたいと思います。

　ここまで読んで下さり、本当にありがとうございました。




　それでは皆様、またどこかでお会いいたしましょう。
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秩父出身の小説書き。大型犬が好き。絶叫マシンが苦手。コタツになるタイプのテーブルさえあれば、他には何もいらないと思っている。『小説家になろう』で活動中。
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７月１日生まれ。イラスト、漫画、原画など様々なところで活動中。最近は某携帯ゲームやＬＯＬなどにハマっています。
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